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総社遺跡

1 土塁と堀（南上空から）

2 目貫 3 内堀と土塁（北から）
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金井戸遺跡

1 調査地遠景（西上空から）

2 炉2 (東から） 3 炉3 (南から）
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金井戸遺跡・北溝手遺跡

1 金井戸遺跡掘立柱建物群（上空から）

2 金井戸遺跡・北溝手遺跡出土古代の土器

3 金井戸遺跡出土石帯 472 

4 北溝手遺跡出土越州窯青磁（左）・緑釉陶器（右）



巻頭図版 5

北溝手遺跡

1 土壊墓 1 (南から）

2 土堀墓 1出土土器



序

一般国道180号総社・一宮バイパスは、総社市及び岡山市西部の交通混雑を解消するとと

もに、同地域の社会・経済活動を支援することを H的とし計画された岡山市楢津から総社

市井尻野に至る延長15.9kmのバイパスです。

岡山市門前から総社市窪木間の約1.8kmについては、平成 8年度までに 4車線を供用して

おり、残る区間について引き続き事業を進めています。

国土交通省岡山国道事務所では、当バイパス整備区間が、備中国府推定地にも隣接する

など多くの遺跡が点在することから、バイパス整備に先立ち遺跡の保護、保存について岡

山県教育委員会と協議を重ね、工事によって影響を受ける遺跡について発掘調介を委託し

てまいりました。

本書は、一連の発掘調府の中で平成13年から平成15年にかけて行われた総社遺跡、金井

戸遺跡、窪木遺跡の調在報告書ですが、この発掘調在によって平安時代から戦国時代に至

る数々の遺構・ 遺物が発見されたことは当地域が政治の中枢の一角を占めていたことを物

語っており、貰重な資料が得られたと思っています。

これらの遺跡発掘調杏の貰重な記録である本書が、埋蔵文化財に対する認識と理解を深

める一助となり、また、学術・文化のため広く活用されることを心から期待いたします。

末筆ながら、この発掘調査並びに本書の編集に当たられた岡山県教育委員会をはじめと

する関係各位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表します。

平成19年 3月

国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所

所 長 長 谷 川 朋 弘



序

一般国道180号は、岡山市から総社市を経て米子市に至る主嬰幹線道路の一つで、い

わば瀬戸内海と日本海を結ぶ南北の大動脈とも呼べる道路です。このたび国土交通省

は総社市及び岡山市西部の交通混雑の解消を画るとともに、同地域の社会・経済活動

を促進することを H的として総社・一宮バイパスを建設することとなりました。

一方、建設が予定された地域は古代山城鬼ノ城のお膝元にあたり、備中国府推定地

にも隣接するなど古来から重要な位岡を占める一帯でもあります。岡山県教育委員会

では、今回のエ区内に所在する遺跡の保護・ 保存について関係機関と繰り返し協議を

重ねてまいりましたが、遺跡の現状保存が困難な部分については発掘瀾査を行い、記

録保存の措置を講じることとなりました。

本書には、平成13年から平成15年にかけて行われた総社遺跡・金井戸遺跡・ 窪木遺

跡の発掘調査の記録を収載し、総社・一宮バイパス関連遺跡発掘調査報告書の第 1冊

目となります。

総社遺跡では地元で語り継がれていたとおり、戦国武将国府市正の居館と推定され

る遺構が見つかり、地域の伝承が発掘謁査を通じて実証された好例といえるでしょう。

金井戸遺跡では平安時代の役人の居宅もしくは役所と思われる建物群が姿を現し、北

溝手遺跡では当時の高級品である青磁 を 大 量 に 副 葬 し た 鎌 倉 時 代 の 第 が 見 つ か るな

ど、当地域が政治の中枢の一角を占めていたことを物語っています。以上の発掘調府

の成果が過去と現在、そして未来をつなぐ架け橋となり、本書が埋蔵文化財に対する

理解を深めるとともに、保護・ 保存に活川されることを網ってやみません。

最後になりましたが、発掘調在及び報告書の作成に際しまして一般国道180号総社・

一宮バイパス建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員の先化方から、有益なご指導・ ご助

言を賜りました。また、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所をはじめ関係各位、

さらに地元の方々から御理解と多大な御助力を賜りました。記して厚くお礼申し上げ

ます。

平成19年 3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長松本和男



例 言

ー 本書は、岡山県教育委員会が一般国道180号総社・一宮バイパス建設に伴い、建設省中国地方建設

局岡山国道工事事務所（現国t交通省中国地方整備局岡山国道事務所） と岡山県の委託契約に基づ

き実施した、総社遺跡・金井戸遺跡・北溝手遺跡の発掘調在報告書である。契約事項は文化課（現

文化財課）が行い、発掘調杏及び報告書作成は岡山県古代古備文化財センターが担当した。

遺跡名は発掘調杏当時の名称を変更し、 その照合については表 2に明記した。

2
 

3
 

4
 

総社遺跡は総社市総社字北国府1766-1ほか、金井戸遺跡は総社市金井戸32ほか、北溝手遺跡は

総社市北溝手592-1ほかに所在する。

以上の収載遺跡の位附については、第 2図に示す。

発掘調査は平成13年度から平成15年度に実施し、本報告書に掲載した発掘調牡の面積・ 担当者・

期間等は表 1・2に示すとおりである。

発掘調在及び報告書作成にあたっては一般国道180号総社・一宮バイパス建設に伴う埋蔵文化財

保護対策委員会を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは終始有益な御指導と御

助言をいただいた。記して深謝の意を表す次第である。

亀田修一 （岡山理科大学）

澤田秀実（くらしき作陽大学） ＜平成16年度から＞

中田啓司（岡山県遺跡保護調杏団）

横田美香（岡山大学） く平成13-15年度＞

新納 泉（岡山大学）

5
 

自然科学分野における鑑定・ 同定等については下記の諸氏・機関に依頼し、有益な教示を受ける

とともに、一部の成果については報告文をいただいた。記して惑謝の意を表する。

胎士分析

緑釉・ 灰釉鑑定

赤色顔料分析

純（岡山理科大学）

高橋照彦（大阪大学）

白石

パリノ・サーヴェイ株式会社

6

7

 

8

9

 

報告書の作成は平成17年度に実施し、渡遥恵里子が担当した。

本文の執筆は、調査と整理を担当した渡遥、調査を担当した宇垣匡雅・ 物部茂樹• 石田為成が分

担して行い、文責は文末に示した。

本書の編集は渡遣が担当した。

遺物写真の撮影については江尻泰幸が担当した。

10 本書に記載した出土遺物及び図面・ 写真・マイクロフィルム等は、岡山県古代古備文化財セン

ター （岡山市西花尻1325-3) に保管している。



凡例

1 本報告書に用いた高疫値は海抜高である。

2 遺跡の調査に用いたグリッドは日本測地系に準拠しており、平面直角座標V系による。 X=

-145-45km、Y=-SLSSkmを基準としてlOm間隔でグリッドを設定し、 X軸では北から南にA-V

を、 Y軸では西から東へ 0~160を付した。（第 5 図参照）

3 図面に用いた方位は特に断りがない限り磁北で表示しており、逍跡付近の磁北は西偏 7°6'を測

る。

4 本報告書に掲載した遺構及び遺物の縮尺は次のとおり統一しているが、例外については縮尺率を

図示または明記している。

〈遺構〉 掘立柱建物・柱穴列： 1/60 土塙墓•土堀： 1/30 堀断面： 1/80 溝餅面： 1/30 

〈遺物〉 土器： 1/4 石製品： 1/2、1/3 木製品・土製品・金属製品： 1/3 銭貨： 1/2 

5 遺構番号および遺物番号は、遺跡範に種類に分け、 1から通し番号を付した。

6 本報告書の遺構配岡図に示す逍構名は、次のように省略している。

掘立柱建物：建 土壊募：墓 土壊：土 土器溜まり：溜 柱穴列：柱 柱穴： P 

7 遺物番号のうち、 t器以外のものについてはその材質を示すため番号の前に次の略号を付した。

土製品： C 石製品： S 木製品： W 金属製品： M 

8 土器の実測図の中で中軸線左右に白抜きのあるものは、小片のため口径・ 底径がやや不確実なも

のである。

9 遺構図0)うち、礫0)堆積状況や被熱および炭の分布範囲については次のスクリーントーンで表現

し、その他のものについては個別に明記している。羽口の被熱度合いもこれに準拠している。

炉巣弯 • 炭 炉 • 羽nの未．＂` 羽口吠咬（還元）

D炉 • 和llJ)貸変 □ li濯 瞬 匹
10 土器観察表の土色は『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日

本色彩研究所色票監修）によるものであるが、土層断面の土色は各調査員の記述に従った。

11 報告書の時代・ 時期区分は一般的な政治史区分に準拠しているが、弥化時代及び古培時代につい

ては備中南部の代表的な遺跡である津寺遺跡（「津寺遺跡 2~5J 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』

98・104・116・127) の調査成果に負うところが大きい。また古代以降については誤解を避けるた

め、なるべく世紀を併用するよう努めた。
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第 1節調在にfる経緯

第 1章 発掘調査および報告書作成の経緯と経過

第 1節調査に至る経緯

一般国姐180号は、岡山市西部から総社市、高渠市、新見市を経て鳥取県へ至る主疫幹線道路で、特

に岡山市西部から総社市の間は利用頻疫が高く、昭相40年代以降、交通量は飛躍的に増大している。

この交通量の増大に対応し、交通渋滞の解消を目的として岡山市楢津から総社市井尻野間の延長15.9

kmのバイパスの建設が計画され、昭利48年に総社市長良～井尻野間の総社地区が事業化された。

以来、路線内の埋蔵文化財の取り扱いについて協議が菫ねられたが、昭和63年には総社地区の都市

計画決定がなされ、平成 3年には一部用地買収や工事が着手された。一方、文化課（現文化財課）は協

議を続けるとともに計画路線内の現地踏在を行い、バイパス関連事業にかかわる遺跡の把捏に努めて

いた。そのような中で平成 4年9月に建設省中国地方建設局（現国土交通省中国地方整備局）から総

社市長良～窪木間について文化財保護法第57条の 3に基づく協議書が岡山県教育委員会に提出され、

文化課が立会等の対応を行い、平成 8年度までに、現道を拡輻する形で4車線の供用が開始された。

さらに平成10年には総社市窪木～総社の埋蔵文化財包蔵地の有無の照会が行われたが、総社市窪木

から総社地区一帯は服部条里が良好に遺存する地域であり、用地内にも周知の遺跡が存在するほか、

備中国府推定域にも隣接するなど埋蔵文化財の取り扱いに格段の注意を要する地域であった。そこで

埋蔵文化財の保護についてさらに協議、交渉を重ねたが、諸般の事情から現状保存が困難であるとの

結論に逹し、平成13年 2月20日付けで埋蔵

文化財発掘の通知（埋蔵文化財保護法第57

条の 3) を受理し、やむなく用地内全面を

対象として発掘調府を開始することとなっ

た。

以上の経緯に基づき、岡山県教育委員会

は平成13年度から用地買収等の条件整備

の整った部分から発掘調在に着手し、平成

15年度までに総社遺跡、金井戸遺跡、北溝

手遺跡の調査を完了した。なお、平成18年

度現在もバイパス関連の発掘調査は継続中

で、平成15年度以降調査を進めている南溝

手遺跡・ 窪木遺跡については調査の終了を

まって、あらためて報告書を作成する予定

である。 （渡遣）
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第 2節発掘聞在の体制

第2節発掘調査の体制

平成13年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

課 長

宮野正司

國貞忠克

松井英治

課長代理（埋蔵文化財係長）

課長代理

主任

松本和男

藤井守雄

奥山修司

岡山県古代吉備文化財センター

所長 正岡睦夫

次 長 能登原巧

〈総務課〉

課 長 安西正則

係 長 田中秀樹

主 任 小坂文男

〈調杏第一課〉

課 長 高畑知功

課長補佐（第一係長）平井泰男

文化財保護主介

文化財保護t任

文化財保護主事

平成14年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

宇垣匡雅（調査担当）

窪津幸司（調在担当）

物部茂樹（調省担当）

宮野正司

三浦―男

課 長 西山猛

課長代理（埋蔵文化財係長）

課長代理

文化財保設t任

主 事

松本和男

宮田正彦

尾上元規

浜原浩司

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 正岡睦夫

次長

〈総務課〉

藤川洋二

課長 安西正則

課長補佐（総務係長）田中秀樹

主任

〈調査第一課〉

小坂文男

課長 高畑知功

課長補佐（第一係長）平井泰男

文化財保護主幹

文化財保護主任

主事

平成15年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化財課

宇垣匡雅（調査担当）

窪津幸司（調査担当）

石田為成（調査担当）

宮野正司

三浦―男

課長 西山猛

課長代理 田村啓介

課長補佐（埋蔵文化財係長）

文化財保護主任

主事

平井泰男

尾上元規

浜原浩司

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 正岡睦夫

次長 藤川洋二

文化財保護参事 松本和男

〈巌念矛月訃果〉

課長 中田哲維

課長補佐（総務係長）笏本弘忠

主 任

〈調査第一課〉

課長

小坂文男

岡田博

課長補佐（第一係長）光永真一

文化財保護主査 徳田正紀（調査担当）

文化財保護主任 渡遣恵里子（調査担当）

主事 石田為成（調査担当）
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第 1章 発掘謂在および報告書作成の経緯と経過

第3節発掘調査の経過

1 調査の経過

バイパスが施工される範囲は総社市総社字北国府から総社市窪木字茶ノ木にかけての地屁で、総延

長約1.8kmに及ぶ。過去の調査から当地域一帯に逍跡が広がっていることが想定され、用地全面が発掘

調在対象地となっていた。

発掘調査は平成13年度に調在員 3名の体制で開始し、西から東へ総社遺跡・ 金井戸遺跡・ 北溝手遺

跡と連続する遺跡のうち、最も西に所在する総社遺跡の西端から着手し、順次東へと調査区を広げて

いった。総社遺跡西部にあたる 1~v区は遺構密度が低かったため調査の進行は早かったが、調査区

の中央を貰通する形となる用水路が存在するため夏期に継続して調査を進めることが困難となり、東

半の調在は年度後半に送ることとして、やむを得ず調査区を微高地にあたる北溝手遺跡IV区に移した。

その後、総社遺跡東端部の樹木・ 竹林の伐採を終えた段階で総社逍跡東半の調査に戻った。東半にあ

たる VI区には後述のように中世の居館遺構や近世の大規模な塚などが存在していたため調査にかなり

の期間と労力を要することとなった。また総社逍跡内には募地が造営されており、移転の必疲が生じ

たため、墓地移転予定地（旧金井戸遺跡Al区）の調査も併せて実施した。簗地部分については塾地

移転の実施後平成15年度での対応となった。なお中世の居館遺構は、地域に伝わる国府市正の居館と

推定され、堀などの発掘成果について平成14年4月22日に記者発表を実施した。また塚については現

在も信仰の対象とされているため、隣接地に移設される連びとなった。

平成14年度には北溝手遺跡の東部にあたる V区（旧 4区）から調査に着fし、河道部の調査を行っ

た。その後、隣接地との協議及び環境整備が整った段階で遺跡中央から東部にかけての調府を実施し、

北溝手遺跡の調査を完了した。これに引き続いて金井戸遺跡の調査を進めたが、 I区では古代の建物

群が検出され、この調牡区の一部については調牡を平成15年度に継続して行うこととなった。また国

府川西岸に位岡する総社遺跡VlI. ¥珊区のトレンチ調査を行うとともに、面溝手遺跡・ 窪木遺跡など路

線内東側に所在する遺跡の詳細を把握するため一次調査を実施した。その結果、総社遺跡VlII区は低位

部および1日流路と判斬されたためトレンチをもって調査を終了した。一方、総社遺跡VlI区には弥生時

代の微高地が確認されたため、次年度にあらためて全面調在を行うこととした。

平成15年度はまず金井戸遺跡徽高地部分の全面調査を継続して行い、 6月に調査を完了した。これ

と並行して国府川東岸部分のトレンチ調在を行ったが、国府川の急流路もしくは氾濫源と判断された

ため、 トレンチを以て調査を終了した。その後一旦調査はさらに東の南溝f遺跡に移ったが、年度途

中で総社遺跡の陪地移転が完Tしたため塾地跡地及びVlI区の調査を行い、総社遺跡の調杏を完了した。

表 1 調査一覧表

遺跡名

総社遺跡

金井戸遺跡

北溝手遺跡

面栢 (rri)

7,148 

3,265 

7,378 

Hl4 
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第 4節報告書作成の体制と経過

なお原則として遺跡名は現行の行政区画でいう大字に準じており、調在時点では総社遺跡VIl区は金

井戸A遺跡 5区、総社遺跡Vlll区は金井戸A遺跡 2-4区と呼称していた（第 2図参照）。しかし調査の

結果、前者は周知の総社遺跡の微高地の一部に包括され、後者はその緑辺部にあたることが明らかと

なったため、遺跡の実態に月I]し、両調査区を総社遺跡として報告する。

・', 
I 

第3図

I 

第4図

表 2 調査区新旧対照表および担当者一覧

新逍跡名 新調査区名 旧逍跡名 旧調査区名

I 区 1区

II 区 2-5区

ill 12¥. 6-8区

IV l;{ 総社遺跡 9 -11区
総社遺跡 V 区 12 -15区

VI 区
16 -18区
19区

VlI 12' AS区
＼珊 区 Al~5区

I 区
令井戸遺趾 Bl~S 厄

金井戸遺跡 B6・7区

II 区 88区

I 12' 1212¥. 
II 区 7・13区

北溝十遺跡 III 区 北溝十遺跡 5・6・8-11区
V 区 4区

N 区 1-3区

調査年度 面桔 (in)

H 13 6,276 

H 15 74 
H 15 218 
H 14 580 
H 14 1,526 

H 15 1,739 

H 14 4,376 

H 13 3,002 

（守垣• 渡遥）

担当者

宇如匡雅・ 物部茂樹・ 窪沖幸司

渡追忠爪了.1=l田為成• 徳田正紀
渡溢恵甲--f. 徳田W紀

宇旧匡雅・ 石田為成・ 窪津幸司

宇坦匡雅• 石田防成・窪津幸司

渡忍忠出了.1=i田為成• 徳田正紀

宇垣匡雅• 石田岱成・窪津字司

T坦匡雅•物部戊樹• 窪津幸司

第 4節 報告書作成の体制と経過

国姐180号総社・一宮バイパス建設に伴う発掘調査の報告書の作成は平成17年度から岡山県古代吉

備文化財センターにおいて行うこととなったが、予定路線内の発掘調査は依然継続しており、調査の

完了した総社遺跡・ 金井戸遺跡・北溝手遺跡の 3遺跡から着手することとなった。調在員 1名が任に

あたり、文化財センター職員の協力を得て実施した。

本書に掲載する 3遺跡の調査対泉地は輻36m、東西700mにおよぶ長大な地域である。各逍跡およ
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第 1章 発掘謂在および報告書作成の経緯と経過

び遺構の絶対的な位間を現すため、国土座標に基づいたlOm単位のグリッドを設定し、南北方向にA

-z、東西方向に 0-160の略号を付した （第 5図）。

査された一部を総社遺跡に含め、調査区名も再編した

また第 1節で述べたように金井戸遺跡として調

（第 3・4図）。

出士遺物は総社逍跡16箱、金井戸遺跡27箱、北溝手遺跡116箱を数える。 これらのうち明確な遺構

に伴うものは少なく、特に金井戸遺跡や北溝手逍跡の多くが枯盤層や包含層として取り上げられたも

のであったが、出土地点や層位から弥生～古墳時代もしくは古代～中柑の河通内堆積層出士と判断し、

極力掲載できるように努めた。 （渡遇）
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第 4節報告書作成の体制と経過

平成17年度

岡山県教育委員会

教育長 宮野正司

岡山県教育庁

教育次長 釜 潮 司

文化財課

課 長 芦田和正

参..L"> 事 田村啓介

総括副参事（埋蔵文化財班長）

平井泰男

任

事

主

主

小林利晴

金出地敬一

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松本和男

次 長（総務課長） 内田猛

参事 平松郁男

参事

〈総務課〉

総括副参事（総務班長） 若林一憲

主任 小川紀久

〈調査第一課〉

高畑知功

課長 岡田博

総括副参事（第二班長） 江見正己

主査 渡遥恵里子

（整理担当）

表3 文化財保護法に基づく文書一覧表

埋蔵文化財発掘の通知（第94条/1日第57条の 3)

岡山原文由
種類及ひ名称 所在地

面桔
目的

番号日付 （面）
川,'[',者 期間 処理の内容・理巾

数文刑 敗布地・ 水田跡
• 上事施上に際して岡山県教育委員会職員

第3948号 鬼畑追跡・ 服部 総社市長良地内 1,500 
追路 建設省中国地h建 Il4.8 l - か立ち会う U

H498 条半関辿
改良 設局長喪 Illは司 HS.3 31 • 立ち会いの結果里要な追梢等か発見され

た場合は別l途協蔽するコ

敷文理
集落跡 総社巾北国府、金井J'、北

・ 工事貯手Oりに発掘調査を実施するこ
第1556け 5,500 

迫路 国十交通省

H 13.2.20 
総社逍跡ほか 溝 I、南澗I、窪木地内 工事 中国地方拍備同長

Hl34 l - ・ 潤査の結未中要な追構等が発見された場
合は別辿協蔽する r

埋蔵文化財発掘調査の報告（第99条/1B第58条の 2)

文古番号
柾類及び名称 所在地

面桔
l床因 毅仕書 担粁者 期間

U付 (ni) 

岡占F翡弟17号 集落糾・ 官術跡・ 城館跡 総礼巾総礼字北廿I府1766-
5,400 

宇t司工雅・ 守；半幸 H 13.4.l -
H 13.4.5 総社遺跡 1ほか 司・物部伐樹 H 14.3.31 

岡古潤第122号 集落跡
総ネ十市北溝手 3,002 

宇垣匡雅・ 窪；ヤ幸 H 13.7.2 -
H 13.6.29 北洲I迫跡 司・ 物祁戊樹 9.30 

岡吉調第38号 散布地
総ネI市北溝手628ほか 760 

宇坦匡雅・ 窪沖幸 HH.4.1 -
H 14.4.5 北溝I迫跡 司・石田氏成 H 14.5.31 

岡吉謁第39号 城餡跡
総社巾宝井I'16 330 

宇Ju圧雅・ 窪津十 Hl4.4.l~ 
Hl4.4.5 金井戸遇趾

迫路上事
岡山県山代吉備文 司・ 石田岱成 H 14.4.30 

岡吉曲第136号 散布地
総社巾北溝丁595-1ほか

化財センター所長 宇垣圧雅・ 窪津十 Hl4.7.3 -
H 14.7.3 北溝手追対

3,640 
n」•石田為成 Hl5.3.31 

岡古調第243号 散布地
総社市命什戸3~1まか 3,167 

T垣に雅•窪津幸 Hl4.1011 -
Hl41022 金井戸点跳 可・ 石田岳成 HlS.3.31 

岡勾翡弟316号 散伯地
総社市命JI戸17-1ほか 280 

宇t司工雅・ 究，半幸 HlS.1.20 -
H 15 1.23 金井い逍跡 司・ わ111岳成 H 15.3.31 

岡古潤第26号 集落跡
総ネ十市盆井戸32ほか 3,148 

徳川止紀・ 渡遥也 H 15.4.1 -
H15.-l.1 金升戸追跡 里了.f-illl為成 H 16.3.31 

埋蔵文化財発掘の通知（第94条/1日第57条の 3)
岡山県文書番号

物件名 出土地 出土4月R 発見者 現保管場所 土地所h者
U付

教文雌 （総ネt追跡）縄文上器弥4上器•姐恵器上帥器・備
総社市総社1766-1ほか H 13.4.9 -

第1582号 前焼陶磁器・ 石鉱・ 銅銭・ 煙竹 料 ・JJOI木等9箱
H 14.3 25 

IIH.3.28 （北溝手迫跨）弥生土岱須恵岱・土師岱・ 且等60箱 総社市北沿4'-6211まか

教文理第 7号
（金井戸迫庄土器2箱、鉄器l点 総社市金井戸128-1

1114.1.7 -
Hl4.4.1 H 14.3 27 

教文理第1315号
（金井戸追判）石鏃・ 土帥器·須恵器など ~I10箱 総社市金井戸128-1ほか

Hl4.48 - 岡山県教
岡山県古代H H 12 26 H 14.12.25 育委員会
古備文化財 囚土交迎省

（北溝手遺跡）弥生 I器・ 須恵器. I師 器瓦・ 越州空
総社市北消4'592-1ほか

教育長
センター敦文埋 他器妹釉陶器・ 百磁・ 転用硯・ 鋳刑・ 艇れ等51箱 H 13.4.9 - 宮野if11! 

第4号
（金井Ii追跡）須恵器 I師器・ 瓦・ 越州空磁器・ 緑釉 H 14.3 25 

H15 . .J.1 
陶器百磁・ 帯飾り・ 狐h令18箱

総社市金JI戸32ほか

教文理 （総牡追跳）上帥器• 鉄器 1箱 総社市総ネt.1766-1ほか
Hl5.4 7 -

第1206号 （金升戸迫跳）弥生土閤・ 須忠閤• 土師閤・ 陶閤磁閤・
総礼巾金井戸32ほか H 16.3 19 

Hl6.3.19 且•石沿 8 箱
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第 2章遺跡の位置と現境

第 2章遺跡の位置と環境

(1) 地理的環境

総社遺跡(1)、金井戸逍跡(2)、北溝手逍跡(3)の所在する総社平野は、岡山県の南西部に位闘する。

北は吉備高原の南端にあたり急峻な山塊が連なる鬼城山や経山に画され、面は幅山や仕手倉山からな

る緩やかな山塊にはさまれた、南北約2.5km、東西約7.5kmの東西に細長い平野である。総社平野は古

高党川の東分流によって形成された平野で、東分流は平野の東端で南流する古足守川に合流し、現在

の岡山市古備津付近で「古備の穴海」と呼ばれた内海に注いでいたと考えられる。総社平野をはじめ

とする、これらの旧河通流域には大小多くの自然堤防や後背湿地が残され、自然堤防などの微高地上

には古くから現在に至るまで集落が連綿と営まれている。

(2)歴史的環境

総社平野周辺で確認されている 1日石器時代の遺跡は高喋川東岸の台地上に位岡する宝福寺裏山遺跡

(6)や浅尾遺跡(10)のほか、窪木薬師遺跡(24)出土のナイフ形石器があるのみで、平野内に人々はま

だ本格的に進出していないようである。

縄文時代早期においても長良山逍跡(19)、真壁逍跡(43)などが散見できる程度であるが、縄文時

代後期以降になると平野の安定化に伴い遺跡が増加する。中でも県立大学の建設に伴って広範囲にわ

たって調査された南溝手遺跡(17)では後期後葉の籾痕のあるt器が出土しているほか、後期中葉の士

器胎土中からイネのプラントオパールが検出されており、出tした打製石器群とともに縄文時代の農

耕について具体的な資料を提供している。

弥生時代前期から中期中葉にかけての代表的な遺跡は南溝手遺跡、窪木遺跡(18)、真壁遺跡がある。

南溝手遺跡では「松菊里型」の住居が見つかっているほか、竪穴住居の一つで玉作りを行っているこ

とが明らかになっている。弥生時代中期後半から後期になると、三須畠田遺跡(46)など新たな遺跡が

出現し、また、これまで継続してきた遺跡においても、集落が拡大するなど、飛躍的な発展が顕著に

認められるようになる。このようなf頃向は、県内の多くの地域でも見られるが、弥生社会の成熟、安

定化を示すものとして受けとめられる。また、周辺の丘陵上に前山遺跡(56)、鋳物師谷遺跡(59)、宮

山墳葛群(61)のような集団募が営まれるようになるのもこの時期で、やがてその中から隔絶した首長

墓として墳丘墓が出現するごととなる。

古培時代前期になると、総社平野周辺には墳長約55mの天望山古墳(62)や培長約70mの三笠山古墳

(63)のような前方後円墳が築かれるが、大規模な古墳の造営は認められない。しかし中期になると墳

長350mの造山古墳(31)、墳長286mの作山古墳(34)、墳長114mの宿寺山古墳(54)といった全国的に

みても最大級の前方後円培が築かれるようになる。また近年、通称御灰山の標高160mの尾根上で瑣長

約55mの前方後円墳である久米大池 1号培(14)が発見されている。古墳時代後期になると、周辺の丘

陵部では横穴式石室を採用した古墳群が営まれようになり、こうもり塚古墳(51)や江崎古培(50)、緑

山8号墳(49)といった大型の横穴式石室を持つ古埴も築かれている。また、当地域では鍛冶逍具ー式

を副葬した随庵古墳(27)に見られるように、古くから鉄器生産が行われていた。そして、 6世紀後半

から 7世紀前半にかけては、千引かなくろ谷遺跡(26)で製鉄がはじまり、窪木薬師遺跡のように近辺
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で生産した鉄を加工する専業化した鍛冶集団の集落が出現する。また、奥ヶ谷窯跡(7)のような初期須

恵器の窯跡も存在し、当地域が早くから朝鮮半島と密接な関わりを持ち先進技術を獲得していたこと

は注目される。

飛鳥時代には、高梁川西岸には秦原廃寺が 7世紀前半にいち早く建立されている。周辺でこの時期

の遺跡は少ないが、総社市山手の末ノ奥窯跡(58)で生産された瓦が飛鳥の平吉遺跡に連ばれたことが

わかっており、畿内政権中枢である蘇我氏との深い関わりが指摘されている。

やや時期が下り 7世紀後半になると、逍跡周辺でも栢寺廃寺 (21)、三須廃寺 (36)などが建立される。

当時、当地域は賀夜（賀陽）郡にあたり、遺跡周辺は吉備の有力氏族の賀夜（賀陽）氏の地盤として、

賀夜（賀陽）郡術も周辺に存在したと想定される。また、詞時期に総社平野を眼下におく標高約400

mの鬼城山山頂には、遠くは四国まで眺望が利く古代山城の鬼ノ城 (11)が築かれ、当時の緊迫した国

際情勢の一端をうかがい知ることができる。古代において、この地域は備中の中枢地域であり、『和名

抄』には備中国府が賀夜郡に所在していたことが記されている。総社市金井戸地区には今も「国府」

「北国府」「南国府」等の地名が残り、その所在地がいまだ確定的でない国府の有力な推定地の一つで

ある。近年、御所遺跡(23)では国府に関連する可能性のある遺構が発見されており、謎の多い備中国

府像の解明の糸口として期待されている。また、窪屋郡にあたる三須丘陵の南側には古代山陽道が整

備され、沿道には備中国分寺(52)、備中国分尼寺 (53)が建立された。周辺では郡価に推定される遺跡

も調在され、三須河原遺跡(47)では「郡殿」、三須中所遺跡(48)では「賀夜」と記された墨書土器が

出土したことから、窪屋郡術の一部と推定されている。

平安時代になると福山山頂の福山寺や鬼城山周辺には新山廃寺(12)や岩屋寺など山上寺院が建立

され、広く信仰を集めている。鎌倉時代末期の永仁 6 (1298) 年以前に作成された「備中国賀夜郡服

部郷図」から、周辺は条里で区画された水EBを中心とした景観が広がっていたと思われ、枯本的には

その景観を現代に至るまで引き継いでいるものと思われる。

南北朝時代になると当地域も動乱に巻き込まれ、福山城に拠る新田方の武将、大江田氏経と足利直

義との間で福山合戦が行われ、固辺は焼け野原となり福山寺や備中国分寺も戦火に遭ったと伝えられ

ている。天正 5 (1577) 年には、織田信長の命を受けた羽柴秀吉が中国侵攻をすすめ、著名な備中高

松城の水攻めを行うこととなる。信長が本能寺の変で急死したことを知った秀吉は、毛利輝元との和

議を急いだ。その結果高松城主清水京治は自害し、和議の条件に基づき高梁川以西は毛利氏に以東は

宇喜多氏の領地となる中川田分けが行われた。この間、周辺には城砦が多く築かれたようで、幾度と

なく戦禍を受けてきたことは想像に難くない。 （石田）

主要参考文献

『岡山県史』考古資料、岡山県、 1986

『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 34・86・100・115・120・121・156・162・198・203岡山県教育委員会、

1979・1993・1995・1997・2001・2002・2006 

『総社市史』考古資料編、総社市、 1987

『総社市史』通史編、総社市、 1998

『総社市埋蔵文化財調査報告書』 1-19総社市教育委員会、 1984-2006

『総社市埋蔵文化財調在年報』 1-14総社市教育委員会、 1991-2005

『山手村史』本編 山手村 2004
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第 2章遺跡の位置と現境

1. 総礼追跡 17. 面溝f追跡 33. 千足古墳 49. 緑山古墳群

2. 金升r逍跡 18. 窪木逍跡 34. 作山占培 50. 江崎占J孔~

3. 北溝f遺跡 19. 長良山遺跡 35. 角力取山古培 51. こうもり塚古培

4. 蛉田古墳群 20. 窪木宜後追跡 36. 三煩廃廿 52. 備中国分サ

5. 金患池東逍跡 21. 栢寺廃寺 37. 金升r大神逍跡 53. 備中囚分尼寺

6. 宝似寺裏111遺跡 22. 伝仰中国府跡 38. 金井戸新FR遺跡 54. 宿寺山古墳

7. 奥ヶ谷窯跡 23. 御所追l'亦 39. 金井戸泊椅逍跡 55. 鎌戸I京造l'亦
8. 中山占培群 24. 窪木薬師逍跡 40. 井手H後逍跡 56. 前山逍跡

9. 西山遺跡• 西川古墳群 25. 高松田中遺跡 41. 美濃田追跡 57. 111津田遺跡

10. 浅尾造趾 26. 千引かなくろ谷逍跡 42. 天満造跡 58. 末の奥窯l'亦
11. 鬼ノ城 27. 随庵山悶 43. 頁壁逍跡 59. 鋳物師谷逍跡

12. 如 11廃寺 28. 生石神社外生墳丘翠 44. 井千天匝迫跡 60. 射犀迫跡

13. 経山城跡 29. 高塚追跡 45. 井f見延追跡 61. 内山墳墓群

14. 久米大池 1号屈 30. 小造山山凶 46. ='須畠田逍跡 62. 大苧山山屈

15. 服部追跡 31. 造山古墳 47. 二狙河匝迫跡 63. 二〈灯11古墳

16. 深町追跡 32. 榊山古墳 48. 三須中所遺跡 64. 三輪廃廿

第6図 周辺主要遺跡分布図 (1/50,000) 
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第 1節遺跡の概快

第 3章総社遺跡

第 1節遺跡の概嬰

総社遺跡は国府川南西側の微高地上を中心とし、旧河道部に及んでいる。調査区はこの遺跡の北緑

部分にあたる。旧河道部は大字金井戸に属し、金井戸遺跡の一部と言えるが、総社遺跡から連続する

遺跡であるためごこでは総社遺跡に含めて記載する。

調査前はほぼ全域が水田および畑として利用されていたが、調査区中央の中但居館の土塁部分が竹

林となり、塚部分には大木が生えた状態であった。

瀾査区は東半の¥1II区が一段低い1B河道部で、それ以外が微高地である。微高地部分は西半部の中央

を用水路が貰流しており、その北側を I-III区、南側をIV-VI区、これに続く東端を¥/][区とした。

遺跡の中心は調査区の南側になるため、逍構は各時期とも縁辺部の状況であった。調在区の西側、

III区-VI区には弥生時代前期と推定される大溝をはじめとする溝群、 VI区には南側から広がる大規模

な中世の居館やその士塁を利用して作られた近世の塚が所在することが明らかになった。 （宇垣）

S
寸

，＇ 

0
|
 

2酬

s —-

□ rcrt, 
8.0m 

1 灰色砂質土（現代耕土）

2 灰色粘質土 (ID水FR屈）

3 溝 5・6 (古墳時代後期溝）

4 偵白色砂質土

5 溝 4 (弥生時代中朋溝）

6 黄I火色～暗I火褐色砂1H

10.0m 
- N  

9.0m 

7 淡灰色砂

8 溝 1~3 (弥生時代前期溝）

9 淡黄色粘性砂T1I_ (ベース）

第7図 調査区配置図 (1/2,500)・II - V区堆積状況模式図（横1/600、縦1/80)
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第 3単総社逍跡

第 2節縄文時代から古墳時代の遺構・遺物

1 概要

遺構は II枢東端からVI区にかけて広がっており、北西の I・II厄には認められない。西半の遺構は

溝、東半は土堀や小規模な溝からなる。中央のIV区西半も遺構は希薄であるが、削平を受けた結果で

あり本来は土堀などからなる東半の様相が続いていたと考えられる。東半部で検出した遺構はいずれ
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第8図 ¥1I区縄文～古墳時代遺構全体図 (1/300) 

も浅く、微高地上部がかなり

流出しているとみられるが、

それを考慮に入れても遺構の

密度は低く、また、 t墟は不

整形な ものが多い。全時期を

とおして集落域の縁辺であっ

たとみてよい。

縄文時代晩期の土器が出

土 しているが、遺構は詔めら

れない。弥生時代の遺構は前

期•中期には西半に、後期に

は東半に散在する形となる。

古墳時代の遺構は僅少であ

る。 （宇垣）第9図 河区縄文～古墳時代遺構全体図 (1/300)
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第 3章 総 朴 逍 跡

2 土城

-ミニア―――

□ 
9.6m 

0 1m 

1 明渇色徴砂質土

2 暗褐灰色粘性砂慎土

3 暗灰色粘質 I

第11図土 堀 1 (1 /30) 

土堀 1 (第11図、図版4-1) 

V区西端部で検出した。溝4北岸に位岡する。平面形は直径70-80

cmの不整円形を星し、深さは約80cmを測る。柱穴の可能性があるが、

柱痕は見られず、また、周辺に同様の遺構は確認されない。遺物は無

い。検出層位から弥生～古墳時代と考えられる。 （物部）

土壊2 (第12図）

VI区中央部北寄りに位岡する。堀 1により上部を削平されている。

埋土は桔盤層と類似するが、炭粒を含む。埋±中から土器細片が少鼠

出tした。いずれも褐色を星し胎土は砂粒が多い。斜格子状のヘラ描

き沈線が見られ、弥生時代前期後莱と推定する。 （ク）

土堀3 (第13図、図版 4-2) 

W区の中央、居館の士塁下側で検出した東西2.96mの土堀である。

平面規模は大きいが、深さは23cmと浅い。平面形が整っておらず、人

為的な遺構かどうか明確でない。検出面と出tの土器小片から土城の

形成は弥生時代と推定される。 （宇垣）

土壊4 (第14図）

w区の中央部で、土塁盛士下で検出した南北1.36mの土城で、縄文

10.0m 

゜
2m 

゜
2m 

1 賠黄褐色砂質土

2 賠黄褐色砂閃土（黒色土浪）

第12図 土 壊2 (1 /60) 

1 II釦黄褐色粘質土

2 黒褐色砂質土

3 褐苔色炒質 I.

第13図土堀3 (1 /60) 
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第 2節 縄文時代から古埴時代の遺構・ 遺物

晩期の土器小片が出土したが図化するには至らない。

出土遺物からここで取り扱ったがこれは遺構の年代の上限で

あって形成時期は後であるとしたほうがよいとも思われる。

（宇垣）

土堀5 (第15図、図版4-3) 

上記士堀と同様にI¥T厄の中央部で検出した士壊である。士塁盛

土下に広がる1B表土の下での検出で、溝7の南に所在する。

長径60cm、短径42cm、深さ48cmを測り、東よりの部分には長さ

20cm弱の礫が人っていた。縄文晩期t器小片を含むが時期の確定

はむずかしい。

土堀6 (第16図）

VlI区の中央付近に位附し、東側約 2mには土堀8が存在してい

る。平面形は楕円形で、価面形は1IIl状をなしている。規模は長軸

(,,) 

59cm、短軸46cm、検出面からの深さ 17cmを測り、底面の海抜高は

8.65mである。出t遺物には弥生土器片があったが、図示できな

かった。時期は弥生時代後期と考えられる。 （石田）

土塘7 (第17図）

VlI区の南東に位猶し、すぐ北側には土煽 8が存在する。平面形

は楕円形で、断面形は逆台形を呈している。規模は長軸58cm、短

軸47cm、検出面からの深さ 14cmを測り、底面の海抜高は8.67mで

ある。出±遺物等はなかったが、埋±は土堀 6・8と同一であっ

た。時期は弥生時代後期に属すると考えられる。 (,,) 

土猥8 (第18・19図）

VlI区の南東に位岡している。平面形は不整形を呈し、規模は長

軸638cm、短軸215cm、検出面からの深さ 34cmを測り、底面の海抜

10.0m 8.7m 8.9m 

三三 l?AIJ 口
゜

50cm 

゜
50cm 

゜
50cm 

1 II針褐色粘竹細砂

2 暗灰褐色粘性細砂 賠褐色粘性徴砥 暗褐色粘性徴砂

3 賠黒褐色粘性粗砂

第15図土壊5(1 /30)第16図土 堀6(1 /30)第17図土堀7(1 /30) 
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9.0m 

゜
?m 

暗褐色粘性砂門十

第18図土壊8 (1 /60) 



第 3章 総 朴 逍 跡

禍は8.48mである。土壊の中央部と南東部の 2か所には1IIl状の落ち込みが認められた。埋士中より弥

生土器の壺 1・4、小壺7、甕2・8と、高杯5・6、台付鉢9、器台の口緑部3と方形の透かし孔

と円孔の一部が認められる器台0)脚部片10が出土している。時期は弥生時代後期前半である。（石田）

~ 
、 ーニ —-—羹

2 

~ 

>r~ こ
，
 )

 

)
l

』

,

7

,＇
l
 ＼

 

4
 

BJ 10cm 

第19図土塘8出土遺物 (1/4) 

3 溝

溝 1~3 (第20図）

II区東端から V区まで、延長106mにわたる弥生時代の溝である。後述の溝4の北側肩にそってお

り、溝4の埋没に伴い掘削されたと考えている。溝 1は幅68cm、深さ22cmを測り、溝2もほぼ同規模

である。 II区ではこれらに先行して両肩を掘削され

A
 溝1

9.6filA' 

゜
1m 

1 賠灰色砂竹十

2 賠灰色粘性砂質土

3 灰色弱粘件砂質土

4 I、K色粘性砂竹十

5 灰褐色砂質土

6 灰褐色砂質土

る溝 3が所在するが、これはこの区だけの状況で、

N・V区では溝 1と2が平行し溝3は所在しない。

溝 1と2はしばしば重複し溝 1が2を切る。 1条の

溝が溝3、溝2、溝 lと位置を変えていったとみら

れる。出土遺物は石鏃のみで S1・5-7が溝 1、

S2-4は1I区東端の溝 1-3埋土上部からの出土

である。 S5・7をのぞく 5点が 1I区東端からの出

& 畠 臼
くさこy> ＜今 <s::sこジ ~ くここ;s> ぐ ＜ 

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 

゜
10cm 

第20図 溝 1-3 (1/30)・出土遺物 (1/2) 
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第 2節 縄文時代から古埴時代の遺構・ 遺物

土で、この部分に石鏃が集中する。溝の時期は中期の前半という以上には限定はむずかしい。 （宇垣）

溝 4 （第21図、図版 2-3) 

III区から W区までの延長119mにわたって検出した大溝であるが、遺構が調杏区に斜交しこれに一

部用水路等が里複するため掘り下げが底面に逹した部分は必ずしも多くない。溝の輻は9.0m、深さ 1.8

1

2

3

4

5

6

7

 

耕作土

灰色粘質 I
灰色砂質土

灰色砂贋土

苫白色砂質 I

褐灰色粘件砂質土

褐色砂贋土

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 

暗褐色砂屈土

l火褐色砂質,.

灰褐色祁粘件砂質土

灰褐色砂四土

賠褐色砂質,.

灰色弱粘件砂質土

褐灰色弱粘性砂四土

15 

16 

17 

18 

19 

20 

灰色粘性砂傾土

l火色粘性砂質 I,

（青灰白色粘質土合）

褐仄色弱粘性砂質土

l火色砂質 I

灰n色祖砂

灰色粘性砂屈土

21 

22 

23 

24 

25 

26 

灰褐色砂四土

l火色砂質 I.

灰色粗砂

賠仄色砂四土

l火色粘質 I.

灰色砂

= 
0 SS 2cm 

一
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
 

耕土

黄褐色砂竹,.

偵白色砂質土

灰色粘性砂員土

灰褐色砂質,.

偵渇色砂質土

灰褐色弱粘性砂質土

褐色甜粘性妙質 l
渇色砂質土

褐灰色砂質土

灰色蒻粘性炒質 I.

渇灰色弱粘件砂質土

灰色粘性砂質土

灰色粘性砂質 I.
（青灰白色粘質土塊合）

灰色粘質土

灰色砂質,.

黄灰色粗砂

灰色粘性砂屈土

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

灰色粗砂

灰色粘性砂門 I

渇色粘性砂質土

褐灰色粘質土

灰色粘質[・

灰色砂まじり粘質土

灰色粘質土

灰色粘性砂質 I

灰色粘質土

灰色粘質土

(J火色砂を少畠含）

灰色粘質土

灰色粘質土（焦色土多含）

賠l火色粘質[・

II凶渇灰色砂質土（溝 1)

暗褐灰色砂 (") 

賠褐I火色粘性炒質 I.(,,) 
II凶渇灰色砂質土（溝2)

ーロ:;ロ

12 

10cm 

第21図 溝4 (1 /80)・出土遺物 (1/2、1/4)
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第 3章 総 朴 逍 跡

mを測る。側面の傾斜は強く断面形は箱形に近い。

出土遺物が僅少であるため遺構の年代推定がむずかしい。堆積土の中層、おおむね第15層付近から

弥生中期前築の無頸壺12が、堆積土上部から中期中薬の壺口縁部11が出土している。これらは溝の埋

没が進行する年代を示しているが、溝が掘削され機能を果たしていた年代を示すものではない。溝が

開掘されたのは中期前葉以前と言わざるをえないが、弥生前期にさかのぼる可能性が強いと考えてい

る。溝は徴高地を貰通するとみられ、微高地上に水田を営むために設けられた水路であり、調査区付

近は微高地外側への排水を担った部分と考える。石鏃S8は堆積t上層からの出土である。 （宇垣）

溝5・6 (第22図、図版3-1) 

V区からW区にかけて検出した並走する溝である。溝4の南約 4mに位閻し、溝 1-40)弥生時代

の溝とt軸を同じくする。溝輻は両者とも60cm前後で、検出長は約50mを測る。溝6は底面に柵列状

遺構のような小穴が述続している。

出土遺物には須恵器と土師器がある。 13は須恵器杯身で、溝6から出土した。口径12.8cm、器禍4.6

cm。14は土師器甕で溝 5から出土した。色調は浅黄色を呈し、口縁部はわずかに外湾しながら外傾し

て伸び、端部は面を持って終わる。溝5・6の時期は、遺物が少なく、その前後関係も不明であるが、

須恵器の特徴から 6世紀後築と推定され、溝5はさらに遡るかもしれない。 （物部）

D
 

10.0m 
D' 

□ 
13 

E
 

10.0m , - ---E 

゜
1m 

14 

1 I火色徴砂代十. 2 I火色砂代十.
10cm 

第22図溝5・6 (1/30)・出土遺物 (1/4) 

溝 7 (第23図、図版 3-2) 

IV区の中央、居館土塁下方の基盤層で検出した溝である。輻60cmと広いが深さは 4cmとごく浅く、

浙面形は浅い逆台形をなす。溝の延長は約 6mで、弧を描いているため当初住居跡の可能性を考えた

が、それに伴う柱穴はなくその可能性は低い。出土の甕15は古墳時代後半以降の土師器と思われるが、

小片であるため時期は確定しがたい。 （宇垣）

溝 8 (第24図）

VlI区の南東隅に位岡する溝で全長約 2m、輻20cm程度、検出面からの深さは 3cm程度と浅く、斬面

形は皿状をなしている。出土遺物としては弥生士器片があるが図示できるものはなかった。

時期は弥生時代後期に属すると考えられる。 （石田）
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第 2節 縄文時代から古埴時代の遺構・ 遺物

S 9.8111_N 

口
0 50cm 

一暗灰褐色粘性微砂屈土

＼ー:l I/ 
10cm 

第23図溝7 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 

N~-8.9m -~s 

□ 
0 50cm 

~ 

暗褐色粘性徴砂

第24図溝8 (1 /30) 

4 柱穴（第25図）

Vll区中央付近では弥生時代後期に属すると考えられる柱穴を検出している。調在区が狭小であるこ

とにも起因して、掘立柱建物を構成するようなまとまりを把捏できるものは無かった。柱穴はいずれ

も小規模なもので直径30cm程度、検出面からの深さ20cm程度のものである。柱穴内の遺物としては弥

生土器がある。柱穴 1からは短脚で直立気昧の口緑部をもつ高杯17が、柱穴2からは甕18が、柱穴3

からは端部が拡張し凹線文を施す甕16と「く」の字状の口縁部をもつ甕19が出土している。 （石田）

8.8m 

口
゜

50cm 

三 0 r=--1--·>
18 

19 

17 
10cm 

鈍い黄褐色粘札炒質 I

第25図 柱穴 1 (1 /20)・柱穴1-3出土遺物 (1/4) 

5 遺構に伴わない遺物（第26図）

縄文～弥生時代の士器、石鏃を中心とした石器類がある。

縄文士器のうち後期の20は溝4から、晩期の深鉢21・22はII区東端の溝2およびVI区の溝6と、後

世の遺構からの出土である。 23は第 8図に位岡を表示したが、 VI区の居館土塁の1B表土下方からの出

土で、破片がまとまり小規模な士器溜まりの状態をなしていた。後期前薬の土器片24・25および石包

TS21はV[区からの出土である。石鏃は縄文時代晩期から弥生時代中期にわたるとみられるが、時期

の限定はむずかしい。また、出土位間は調杏区のほぼ全域にわたり値向は見出しにくい。 （宇垣）
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第26図 遺構に伴わない遺物 (1/4、1/2) 
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第 3節 中世から近世の遺構・ 遺物

第 3節 中世から近世の遺構・遺物

ー 概要

逍跡の中央部、 VI区を中心に中世居館遺構を検出した。調査い内で東西70mの広がりをもつ。調査

区は居館逍構の北縁部にあたっており、居館そのものは南側に広がる。

居館遺構は堀と土塁からなり、大きくは西辺となる 2条の堀、北辺となる堀と土塁からなる。北辺

の外側は1日河道で、 これを天然の堀として利用したとみられ、河道側の斜面は切岸となっていた可能

性があるが、現水路が所在しているため調府は実施できなかった。

近世には土塁の高まりを利用して大規模な塚が設けられる。居館遺構の西半部は堀が埋め立てられ

水田として利用される。 （宇垣）

ー

2

堀

堀

（第27・28図、図版2-1) 

居館遺構の西辺をなす大規校な堀で、検出延長は33mを膳る。南半部はほぼ直線をなすが中ほどで

若干折れをもって調在厄と直交する角疫となり、 さらに北端では緩やかなカーブを描く。調査区の北

外側付近で河道に接続するとみられ、 そのため軸線が東側に振れると推定される。

1
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4
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第力図 堀 1 (1 /80)・出土遺物 (1/4) 
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第 3節 中世から近世の遺構・ 遺物

南端ではほぼ逆台形の浙面形をなし、上面輻5.4m、深さ 1.75m、底面輻1.2mを測る。西側斜面では

中ほどの位閻に幅20cmの狭いテラスが形成される。東側斜面にも同様なテラスがありこれは北部では

幅2.2mと広くなり、その面には輻50cm、深さ30cm0)溝が形成されている。 この東西のテラス上を埋め

る堆積士、 A断面第 4・5層、 B斬面第 6・7層は桔盤層に由来する黒褐色土のブロックを多く含ん

でおり埋め土とみてよい状況であった。 したがって、江戸時代に堀の埋没が進んだ段階で水田として

利用され、 その際に堀側面が削られてテラスが形成され、 さらに後に、 この部分を埋め立てて現在の

広い水田が形成されたとみられる。

堀の埋tのうち最下層は灰色粘質tで砂を多く含む。粘質は強いが、水濠で常時滞水していたかど

うかは不明と言わざるをえない。染付碗26、唐津皿27はB斯面14・15層からの出土で、 26が17世紀中

槃、

堀2

27は17世紀前槃に位償づけられ、堆積層の年代の一端を示す。

（第28・30・31図、巻頭図版2-1・2)

（宇垣）

堀 1に平行する南北方向の堀で、検出延長は26mである。東側には土塁が遺存し、北東部では堀3
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第30図 堀2 (1 /80) 
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が接続する。断面形は逆台形をなし、検出面の最大輻9.8m、深さ2.2m、底面輻3.0mを測る。埋土の

うち上層となる C脈面第 3層、 D断面第 2・3層は堀 1の場合と同様、江戸時代の埋め土で、 Dでは

第4-7層もその可能性がある。士塁に近接した側の肩は埋没の過程で肩が広がっており、外緑から

80cm内側の傾斜変換付近が本来の肩とみられる。堀 3接続部よりも北側では輻2.0mのテラスがある。

江戸時代の埋め土よりもかなり深い部分に位岡しており、これは当初から設けられていたとみられる。

また、西側針面上部にも輻0.8-3.0mのテラスがある。この部分の堆積士 (D斬面第21層）に埋め士

や堆積土上層が乗っており、それらよりも早い段階に埋まったと考えるが、堀 2に先行する浅い堀の

可能性もある。したがって、堀の上面輻は南半ではこれを含めた場合9.4m、別とすれば7.8mとなり、

北部は東側にテラスがあるため広くなり 13m、西側のテラスを含めなければ9.8mである。壁面の傾斜

は外側にあたる西側よりも内側の東側のほうが急角度となる。最下層になる C削面第 9層は有機物を

含む賠褐色の粘質土、 D断面の第17層も同様であり、堀の下部は滞水していたとみられる。

なお、西側肩部には礫が入る輻70cmの溝が設けられていた (D浙面第 1層）。この溝は江戸時代の埋

め土を掘削して設けられている。

遺物はきわめて少なく、またその大部分が上層

あるいは最上層からの出士であり、備前焼すり鉢

32は15但紀末ごろに位岡づけられるが、遺跡全体

の年代を示す遺物としか言えない。染付34は埋め

土下面からの出土で、埋め立ての時期が17世紀前

半以降であったことをを示す。下層にあたる C断

面第 8・9層からの出士は土師器1IIl28と青磁碗33

のみであり、堀の年代を求めるにはやや困難と言

わざるをえない。 （宇垣）
写真2 堀2西側平坦面の溝状遺構

内礫出土状況（南東から）

こ

28 

¥ .. --j ==;;-
29 

゜
10cm 

~~ ~(/ 

"r (b {~ □[ 
~ 

ーニ/―ー／
し1

゜
10cm 

32 

第31図堀2出土遺物 (1/4、1/3) 

堀3 (第28・32図、巻頭図版 1・2、図版 2-2) 

居館北辺を形成する堀で、土塁外側に設けられている。西端は堀 2に直角に接続しており、その部

分からややカーブをもって方向を変えて北西ー南東方向となり長さ35mの直線をなす。東端部では短

い折れをもって屈曲する。

堀の餅面形は上開きのU字形で、底面は丸みをもつ。上面輻4.0m、底面輻1.2m、深さは南の土塁
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第 3節 中世から近世の遺構・ 遺物

側で2.48m、外側から1.44mを測る。壁面の傾斜は南側が60゚ 、北側が40-70° である。

堆積土上層～中層は、西部～中央部では確実に埋め土とみられるものではなかったが、東端部付近

では人為的に埋められた状態を示していた。最下層は賠灰色粘質土で小枝、築などの植物遺体を含ん

でおり、底面近くには水がたまっていたとみられる。出

土遺物は底面から出土した木材 1点のみで、土器等で図

化できるものは出土しなかった。木材は長さ 1.33m、太

さ18cmで枝を取ったりD工材であるが、それ以上の加工は

なされていない。

この堀の特徴は東部の形状にある。東端の状況からさ

らに東にのびるとみられ、一方、南～西の内側肩の形状

からは堀が南にのびると判断できる。南側は用地外とな

るため推定の域を出ないが、この箇所で堀が分岐して東

と南にのびると考えている。 （宇垣） 写真3 堀3内杭出土状況（東から）
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6 賠褐色砂質土

7 淡褐色砂質土

8 灰褐色弱粘杜砂質 I

9 灰色粘質土

10 暗灰色粘質土（植抄遺体合）

jJ 
35 

ミ
36 

/) 
37 

゜
10cm 

第32図堀3 (1 /80)・出土遺物 (1/4) 

堀4 (第28・33・34図）

調査区の南縁に所在する東西方向の堀で、堀 5と一述の遺構

とみられるが深さ・ 輻がかなり異なるため別に扱った。

輻95cm、深さ64cmを測る。埋土のうち第 1層は埋め土、第 2.

3層は堆積土であり、堀 5と一連に埋められたとみてよい。後

述の堀 5の西部が規模をかなり縮小してのびているのか、堀 5

はやや南にふれて調牡区南西外にのび、それに斜めに接続する

形になるかのいずれかであるが、大木の根が所在したため調牡

できなかった。

底面に接して亀山系とみられるすり鉢38が出土している。桁

色を星し火を受けている可能性がある。時期の限定はむずかし

いが、同様のものが甫崎天神山城からも出土しており 16世紀代

とみても支障ないと考える。 （宇垣）
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第 3章 総朴逍跡

写真4 堀4堆積状況（西から）
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第34図 堀4出土遺物 (1/4、1/3) 

堀5 （第28・35図）

堀 3東端の屈曲部の西側に所在する堀で、半ば以上が調査区外に広がるため、北側壁面を検出でき

たにすぎない。掘り下げは検出面からl.lmが限度であったが、壁面は下降を続けており堀 3の深さに

逹するとみられる。浙面図を示した東端付近では堆積層で埋まっているが西側では堆積tは薄く、埋

土の大部分は埋めたてられた土で、埋め土上部は±塁盛土となる。 このことから、元は堀 3の東部か

ら堀 5へ続く東西の堀があり、後にその西半（堀4・5) を埋めて土塁を設け、外側に新たに堀 3を

掘削したと判断できる。

明らかである。

また、 その施工の時点で、先行する堀は部分的にかなり埋没していたことが

埋土中からは堀4出tのものと

よく似たすり鉢39が出tしてい

る。埋め士・堆積層が個斜してい

るため帰属がやや不分明であるが

前者に属すると考える。

G~ 

0 1m 

一

（宇垣）
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第35図 堀5 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 
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第 3節 中世から近世の遺構・ 遺物

3 溝

溝 9 (第36-37図）

土塁の南側で検出した溝で、土塁の内側にそってめぐる。

枷面形は逆台形をなし、上面輻L8m、底面輻Llm、深さ 80cmを測る。溝の西端は後述の溝10の埋

土と区分しがたく一連の遺構として掘り下げたため表示できていないが、おおむね溝10の西肩と一致

あるいはそれよりもやや内側に復元できる。底面は中央と西より部分でやや深くなり、西端部は浅く

なる。

土塁の内側をめぐっており中世居館を構成する遺構の可能性はあるが、居館が機能した時期よりも

後に掘削されたもので、直接の関係をもたない可能性を考えている。埋土中からは白磁碗40、14世紀
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代前半とみられる土帥器椀41、鉄釘M3、須恵器を円形に

打ち欠いた土製品C2、天兜元費M4、熙寧元費MSなど

がある。土師器椀は図示できたのは41のみであるが小片は

かなりの量が出土した。中世の遺物はここでの理解の場合、

流れ込みとなるが、調府区南側の遺跡の状況を示すもので

ある。 （守垣）

溝10(第36図）

土塁の南縁にそって検出した溝で、西側は一部が溝 9に

よって削平される。東端から11.8mの直線をなして西にの

び、 130°の折れをもって南西に5.3m続き、さらに110°折れ

写真6 溝10堆積状況（西から）

て南に向かう。後述の土塁は流出と近世の削平によって逆V字形の平面形となるが、もとは直線で構

成され、内側は 2か所に折れをもつ形状であったことを示すとみてよい。溝の東半、第28図に破線で

ホした部分は土塁盛土の下に位岡している。西半は後述の塚盛土下で検出したが、本来は上を土塁盛

土が薄く覆っていた可能性が考えられる。

溝は幅60cm、深さ50cmを測る。東半の東西をなす部分では写真に示すように 5-15cmの円礫が充填

されていた。この東半部においてはこの溝の上にt墨盛土が乗り、上には遺構はのびないが、溝10上

方の盛士中には円礫が多く含まれており、土塁盛tの肩部上面では溝10の位買を大まかに示すような

幅1.2mの帯状の円礫の広がりが認められた。また、 H断面第12層のように溝にむかって層がたわみ、

ブロック（第 9層）が含まれる場合もある。

これらが全体としてどのような関係にあるのか、理解は必ずしも容易でないが、溝10は上方の盛士

部に関連をもつ可能性が強いと考えられる。溝10は土塁の内壁の枯礎構造ないしそれに類するものと

考えている。 (,,) 

4 土塁（第28·38~40図、巻頭図版 2-1·2)

堀 2・30)内側に設けられた居館北西側の防御施設である。平面形は逆V字形をなしており、以下、

堀 3に添う部分を北辺t塁、堀 2に面する部分を西辺士塁と呼ぶ。北辺の検出延長31m、西辺の検出

延長12mである。西辺の西側は水田造成によってかなり削られており崖状の急斜面をなす。またこれ

の南端は調査区内にあるが、塚と重複しなかった部分は水田造成のため削平されたようで、本来はさ

らに南にのびていたとみられる。北辺は調査区外も東にのびるが、宅地裏側の竹藪となり形状は不明

瞭となっていく。調府区内の北辺士塁は、中央付近に近世末ごろに建物が設けられており、そのため

若干の削平を受けていた。

後述のようにこの土塁の盛土の高まりを利用して後に塚が築かれており、塚の盛土が重複した部分

では盛士の保存状態は良好であった。第28図は塚盛土を除去した状態での測量図である。

上記の溝10の形状と堀 2・3内側の輪郭はおおむね相似形であり本来は外側も折れをもつ直線で構

成されていたと推定される。北西の±塁屈曲部は全体の輻が広くなり、土塁内側には後述の塚主体部

が設けられていた。主体部構築のため掘削されておりこの部分の本来の形状は不明であるものの、士

塁の軸線は外側をめぐり、内側には台形の平面形をなすテラス状部分が設けられていた可能性が強い。

土塁西半の新面は塚と重複するため第42図に示すが、南北晰面第30~36·37~45層、東西新面第38
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第 3節 中世から近世の遺構・遺物

-43・31-37層が土塁盛土である。最も遺存状態が良い西辺土塁は台形の斯面形をなし高さ 1.8m、基

部残存幅2.9m、復元幅4mの規模である。 一方、北辺土墨は基部幅5.7mで斬面形は低い逆台形をな

し、盛士0)屏さ40cmであるが、 もとは西辺と同じ形状であったとみてよいであろう。
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第 3章 総朴逍跡

盛土はH斯面では北側から積まれた状況を示すが、塚部分の東西断面、堀 5上部などでは水平に積

み上げられていったとみることができ、 この積み方が悲本形であったようである。

先に述べたように士塁は堀 5を埋めて構築されており、居館の構造物のなかでも新しい段階のもの

と言うことができる。盛土下には通常見られる黒色の旧表士はなく、黄褐色の砂質土 (I斯面第39

層） の上に盛土が乗る形となるが、 これは土質あるいは水分の関係で黒色の旧表土層の形成がなされ

なかったためとみられ、北辺土塁の盛土下では部分的に炭・ 焼土の散布が認められた。

t塁盛t中からは備前焼甕42-45、すり鉢46-48が出tしており、 そのうち47・48は感土下面か

らの出土である。 また、備前焼すり鉢49は士塁盛土上面ー表土下からの出土である。

金属製品のうち、 MSは盛士下の炭・ 焼士層中からの出土で釘とみられる。 M12は盛士中からの出

土で、 青銅製で唐草状の施文がわずかに残る。長さ33mm、輻14mm、高さ 12mmを測り、形状から刀

装具の目貰と判断した。 これ以外の金属製品は表±・ 流土からの出土であり土塁に直按関係するもの

ではない。出土の備前焼は戦国時代のものであるが、 そのうち42・43・47・48は15世紀末-16世紀

初頭、 44は16世紀前半、 46は15世紀末-16柑紀前半に位岡づけられる。 したがって、盛土がなされた

年代の上限は16世紀前半となる。 49は16世紀末-17川紀初頭で、居館の年代の下限示す可能性もある

が、確定はむずかしい。

堀4を埋めて新たにt嬰を設けるという居館の平城化の要囚として、天正10(1582)年の数年前か

ら実施される、毛利氏による羽柴秀吉の侵攻に備えた境目の城の整備が考えられるが、 それに伴うと

する年代的な確証を欠いており、 これに先行する時期の戦乱に対応したものである可能性もある。

（宇垣）

＼＼ 

',,,~ 

x~-145990 
ー＿＿----

゜

さ
し

゜
10m 

！ 
第39図 土塁南斜面礫検出状況 (1/150) 
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第40図 土塁関連出土遺物 (1/4、1/3、1/2) 

5 塚（第28・41-46図、図版 1-1-3)

前記の居館土塁の高まりを利用して築かれた塚である。

調査前にはこの塚よりも西側は水田となり、 塚から東には宅地北緑の竹藪が続く 状態であった。西
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第 3章 総 朴 逍 跡

側の水田面からは屹立した状態であり、後期古壻を思わせるような形状であった。

塚の南斜面中ほどの位岡には古くなった状態ながら小社が設けられ、塚の中央には大木が生えてい

た。当初はこれらは二次的なものと考えていたが、調在の結果、盛土は塚であり現在までかろうじて

機能を維持していたことが明らかになった。ただし、信仰の対象となる場所ではあったが、塚という

認識やその由来についてはかならずしも明確ではなかった。

土塁の部分で述べたように西側面は水田の拡輻によって削られており、急斜面をなす。したがって、

もとは西にある程度の広がりをもっていたとみることができる。現状で傾斜変換の内側を測った場合、

南北8m、東西 8mとなるが、南側にも薄く盛りtが広がっており、それを含めれば南北llmとなる。

南側は築造以後の改変・ 改修がなされて変形している可能性があるが、本来、古墳のように形状や端

部が整ったものではなかった可能性が強い。高さは東の土塁上からでI.Sm、西側の水田面から土墨を

含めた見かけの高さは3.1mである。

塚の盛土は後述の主体部上面からで3.36mを測る。盛土は中ほどを境界として上下に大別すること

ができる。下層は東西断面19-27層であり、固囲から土を流し込むようにして土塁によって形成され

たくぼみを埋め、いったん水平面を形成する。ここまでの埋±(盛土）にはおもに黄褐色微砂質士が

゜
10m 

第41図塚表土除去前の状況 (1/200) 
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第 3章 総 朴 逍 跡

用いられる。下層の盛士の高さは1.8mで、西辺土塁上端に合わせてある。これに続いて上層の盛土が

なされる。盛土の高さ I.Smを祖lり、おもに褐色～黒褐色土が用いられる。

塚の中心部には塚構築の目的とみられる施設が設けられる。施設の性格が明確でないためここでは

主体部と呼ぶ。主体部は二つの土堀が接続したような不整形な形状を示し、全長7.45m、輻2.85mを測

る。主体部のうち中心は南北4.30m、東西2.85mの三角の平面形で深さ66cmの掘り込みを設ける。こ

の掘り込みを北側から埋め戻して掘り込みの南端が最も低くなる斜面が形成される。また、南側には

南北2.65m、東西2.05mの円形をなす掘り込みが設けられる。掘り込みは浅く、面端はわずかに掘り

窪められる程度であるのに対し、北側は20cmの深さをもつ。南側の掘込みの北西側は溝状をなして中

央の掘込みの南緑に接続する。

中央の掘り込みが埋め戻された段階で塚主体部の底面は南北両端が高く中央掘り込みの南端付近で

最も低くなる不整形なくぼみをなし、この上に北・中央• 南の 3ヶ所の石敷きが設けられる。中央掘

り込みの下面が中心施設になる可能性も考えたが、特に何も設けられておらず、この石敷きが主体部

になるとみてよい。石敷きに用いられる石材はいずれも円礫である。
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第43図塚盛土除去後の状況 (1/150) 
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第 3節 中世から近世の遺構・ 遺物

北石敷きは南北l.Om、東西1.3mを測り、他の石敷きよりもやや大きめの18cm前後の礫によって構

成される。中央石敷きは南北3.2m、東西2.0mの楕円形をなし南～南東端が低くなる。礫の大きさは

10cm前後で、 25cmの厚みをもつ。

南石敷きは南北2.2m、東西1.9mの円形をなし、北西端はやや大形の礫が石列状に並べられ中央石

敷きに接続する。中央東より部分には 8cm前後とやや小さい礫が集中し固囲を16cm前後のやや大きな

礫がとりまく形となる。石敷きの厚さは16cmである。

この 3つの石敷きに共通する特徴は焼けて赤変した礫が含まれていることで、熱を受けて割れて

いるものもある。赤変した礫の比率は全体の約 1割であるが、これは明確な変色を示すものの鼠であ

り、焼けた礫の比率はもう少し高くなる可能性が強い。これらは石敷きのなかに散在した状態で、ま

とまって面をなすという状況ではない。したがって、礫が火を受けたのはこの状態ではなかったとみ

てよく、異なる場所で火を受けた礫が搬人された

と推定される。中央石敷きの礫間には空隙が見ら

れる箇所があり、礫のみが敷かれたとみてよい。

一方、南石敷きの西部から掘り込みの西外側の

土塁内側斜面にかけては、胴さ 8cmの堆積土と判

斬できる明灰色粘性砂質土が広がり、その上に厚

さ3cmの1日表土状の褐黒色砂質士、開さ 6cmの明

黄色砂質tが堆積し、その上を厚さ68cmの盛土が

覆うことが判明した。したがって、南石敷きの一

部はある程度の期間露出しており、後に盛土がな

されたと考えてよい。

塚に確実に伴う遺物は少なく、南石敷きに用い

られた状態で石日S26が、詞じく南石敷きの礫間

から銅銭M29が出土した。石臼は復元径26.2cm、縁

部の厚さ 10.7cmを測る。焼けて変色しており、揺り

面は摩耗が著しく不明瞭である。銅銭は祥符元貿

である。これ以外に年代推定の手がかりがないた

め、塚の築造年代は大まかなものとならざるをえ

ない。土塁の年代である16世紀が年代の上限とな

る。下限は不明と言わざるをえないが、銅銭が寛永

通宝でないことからすれば、江戸時代でもかなり

早い段階か、場合によっては土塁の機能が失われ

た直後に構築された可能性が強いと考える。第44

図に示す遺物は基本的に表土・流tからの出土で

あり、築造以後の祀りに関わる遺物である。石敷

きの上面・ 内部からは信仰の対象となる遺物は出

土していないが、経巻などの有機物製品が納めら

れた可能性は考えられる。 （宇垣）
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6
 

土煽

土堀9 （第47図、図版4-4) 

v1区中央南寄りに位置し、堀 lの東側斜面で検出した。平面形は、推定直径140cmの円形を星する

と考えられ、検出面からの深さは約90cmを測る。底面は北西部が一段深く堀込まれている。井戸の可

能性があるが断定できない。出土逍物は無く、時期を限定できないが、堀 10)埋没が進んだ段階で設

けられた可能性が最も高いと考えられる。

土壊10(第48図、図版4-5) 

（物部）

土塁東端の盛土下、 1日表土下面で検出した士堀である。南端は堀 5によって掘削されている。

楕円形をなし東西84cm、南北47cm、深さ 17cmを測る。図示しえないが中世の土器小片および須恵器

小片が出土しており、中世の遺構と判断できる。 （宇垣）

土堀11 （第49図、図版4-6) 

VlI区の中央南端に位岡し、東約 3mには土塙12が存在する。平面形は長方形で、断面形は逆台形を里

する。規模は長軸78cm、短軸44cm、検出面からの深さ 10cmを測り、底面からの海抜高は8.72mであっ

た。出tした遺物は士器細片のみで、図示できるものはな

--~ 
かった。時期は中柑と考えられる。

土堀12(第50図）

（石田）

VlI区の中央南端に位置する。平面形は長楕円形で、断面

は1IIl状をなしていた。埋土は炭や焼t片を多く含んでいた。

土堀の西半は調在区外に続くため、全容は不明である。

規模は検出できた範囲で、長軸131cm、短軸71cm、検出面

からの深さ20cmを測り、底面からの海抜高は8.62mであっ

た。出土した土器は細片で図示できなかった。時期は中世

と考えられる。 (,, 
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第 3節 中世から近世の遺構・遺物

土堀13(第51図）

VlI区の北端に位岡し、近世の造成±の直下で検出された大形の土堀である。土堀の大部分は北の調

査区外に続いており、南西隅の一部分のみを検出している。本来の平面形状は不明であるが、壁は底

部からゆるやかに立ち上がる。規模は 2X3.5m以上あり、検出面からの深さ約80cm、底面の海抜高は

7.70mであった。時期は層序や埋土の特徴から近柑と考えられる。 （石田）

一
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口 口一
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゜
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1 I火黄褐色粘府土

2 暗灰快色粘質上

3 灰色粘質土

4 11~ 色シルト

灰偵褐色粘付砂質土

第50図土漿12(1/30) 第51図土壊13(1 /60) 

7 下がり（第52-54図）

VI区の北東側は一段低い水田となるが、この部分は旧河道部となる。微高地端部の形状は東側に所

在する国府川の方向と平行しており、この川の護岸がなされ流路が固定されるまでは河道が徴高地の

端に及ぶことがあったとみられる。

面的な調査を行った T1では現地表下2.06mで基盤の礫層、あるいはそれに続く砂質土に逹する。そ

の上には未分解の植物片を含む賠褐色粘質土（第11層）、褐黒色粘土（第13層）が堆積しており、第13

層および間層となる砂層（第12層）にかけて±師器皿65、土師器椀69~72が出土した。 65·69·70

はほぼ完形である。これらは痕跡的な高台の形状から14世紀前半に位岡づけられ、微高地上にこの時

期の遺跡が所在していたとみてよいが、居館遺跡そのものがこの時期にまでさかのぼるかどうかは堀

の年代が明確でないため不明と言わざるをえない。この年代以降も河道あるいは河道にそった沼沢地

であったとみてよく、居館北側の防御線として利用されたであろうことは想像に難くない。

これ以外の遺物のうち土師器椀67・68はVll区の斜面堆積層からの出土であり、 13世紀代とみられる。
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Tl以外に10本のトレンチを設けて堆積の状況確認を行ったが、遺物の出土量は総じて少なく、堆

積土の接続関係を把捏することはかなり困難であった。 Tl第 8層からは青磁碗73・74、木製品W1

が出土した。 5・6層からは江戸時代前半とみられる唐津皿76および銅銭M30-33が出土した。 213

第52図珊区トレンチ配置図 (1/1,500) 
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第 3節 中世から近世の遺構・ 遺物

が至道元賓、他は寛永通宝である。このほか江戸時代後半の磁器77-79は各トレンチ上層からの出土

である。河道部東部は近世ないし近代と推定される砂• 砂質±が厚く、 14世紀頃に形成された河道に

後の河道が重複すると理解している。 （宇垣）
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第54図下がり関連出土遺物 (1/4、1/3、1/2)

8 遺構に伴わない逍物（第55図）

遺構ではないが、調査の過程で地虞による墳

砂の痕跡を検出した。検出位間は堀斜面下部の

数か所である。写真に示したのは堀 1東斜面で

検出したもので、上面輻67cm、深さ70cmを測り、

浙面形は逆台形をなし、上端は基盤層内で水平

に終わる。平面では堀に直交して東に lm以上

のびることを確認している。写真に示すように

基盤下部の礫層の礫が吹き上がっており、礫の

大きさは最大30cmを測る。きわめて規模の大き

な地震痕跡であるが、悲盤層中に所在している

ため年代推定の手がかりがなく、縄文時代晩期

-41-

写真8 噴砂の状況（西から）
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よりも古いとしか言えない。

表土あるいは流土などから出土した遺構に伴わない遺物として、奈良時代の瓦84、中世の±師器

椀80、青磁皿81、近世の備前焼灯明皿82、土師器香炉83、土錘C3、寛永通賓M34・35などがある。

このほかC4・5は焼士塊に近い胎士・焼成であるが面をもつ。全体に橙色～黄褐色を呈し、部分に

よっては黒色を呈する。鋳型の外型等とも思えるが確実とも言い難い。この 2点はVil区の中世溝から

の出土である。

金属製品は釘が主体を占める。これ以外ではM42が銅製のかんざし、 M41は銅線状の製品で、同じ

くかんざしと推定する。 M44は銅製の小柄で長さ 9.5cm、輻1.5cmを測り、波状の文様が彫り込まれる。

この 3点は土塁上に設けられた近柑末ごろと推定される建物の造成土中からの出土である。かんざし

は近世の遺物とみてよい。小柄について

も近世の可能性が強いが、中川の遺物が

混人した可能性も否定できない。

（宇垣）
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第 4節 小結

第4節小結

総社遺跡は遺構の密度は低かったが、特色のある遺構・ 逍物を検出した。ここではおもに中世居館

についての総括をおこなって小結とする。

調在区の東部で検出した中柑の居館は、西側に堀 1と2、北側に堀 3とt塁を配間する構造である

が、これは最終的な形状である。北側の防御施設については16世紀のいずれかの時期に堀 4・5を埋

めて土塁が設けられたことが明らかになった。堀3は土塁にそっており、 t塁とともに設けられたと

推定される。したがって、北側は堀 5. 堀 3東部と旧河道を防御線とする構造から、士塁・ 堀 3・ 河

道という、多重の防御線に改修されたことになる。西側は堀 1・2の二重堀であるが、北側と同様に

堀 1がこの改修時に追加された可能性も考えられるが、堀が機能していた時点での遺物がないため検

討は困難である。防御線の多甫化がなされるこの改修によって、居館は平城としての機能を強化した

と言ってよく、戦国時代の戦乱・ 緊張状態の激化に起囚して実施されたと推定される。この地域で緊

張状態が最も激化するのは16世紀後半であり、羽柴秀吉の中国地方侵攻、それに対する毛利氏の攻防

戦が続く。 1580(天正8)年には毛利氏は備中南部境目諸城の強化を図るが、その 2年後には備中高

松城水攻めに至ることになる。改修はこの情勢にもとづく可能性が考えられるが、遺物から居館の改

修時期や廃絶年代を決定することがむずかしいため、可能性の一つとせざるをえない。

居館中央部は国府の地名であり、地元では備中高松城主清水宗治の部将であった国府市正の屋敷が

この付近にあったと伝える。遺構の年代から、その伝承と居館を結びつけることに特に無理はないと

思われ、国府氏の拠点がこの居館であったと考える。

居館の平面規模は推定によらざるをえないが、過去に実施された総社市教育委員会の確認調査成果

や集落内に以前水路状の池があったという伝承にもとづけば、南北150mの規模で、内部が堀によっ

て区画されたものに

復元できる。しかし

ながら、東辺の位間

が不明であり、堀 2

の延長部がどこまで

のびるかなど、内部

の堀の配間も明確で

ないなどのため、図

示した以Lの復元は

むずかしい。きわめ

て大規模な居館であ

るが、初現や変遷に

ついては一部しか解

明できておらず、今

後の資料の祖積が必

嬰である。 （宇垣） 第56図居館遺構の復元 (1/2,000) 
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第 4章 金井戸遺跡

第 4章

第 1節

金井戸遺跡

遺跡の概要

金井戸遺跡は総社遺跡から国府川を隔てた東側に位閻する。調査対象地内を縦晰する農道を燒にさ

らに東西に分かれている。東側では近世以降の耕作土直下で古代～中世の微高地を確認し、掘立柱建

物、土壊、鍛冶炉などを検出した。微高地は東に緩やかに下がり、北溝手遺跡との間には河道が存在

していた。 また調査区の東半には包含層が残存しており、河道肩口付近の±堀や鍛冶炉は包含層の下

面で、素掘溝群は包含層0)上面で検出されている。 なお第58図には微高地を形成する堆積土から出士

した土器を図示した。 1は礫層 2・3は第14-16層に対応する砂質土から出土している。 これらの

遺物から、当微高地は弥生時代～古埴時代にかけて運ばれてきた砂礫堆が核となって形成され、古代

にいたって安定した比較的新しい微高地と推察される。

一方、西側の現地形は東側より一段低い水田であり、 Tl-5のトレンチで確認を行った結果、 し、

ずれもグライ化した粘tと砂の堆積で、旧国府JIIの流路もしくは氾濫源と想定される。 （渡湛）
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第 2節古代から中世の遺構・ 遺物

第 2節古代から中世の遺構・遺物

1 掘立柱建物

掘立柱建物 1 (第60図・ 図版 8-1) 

調査区の北西部に位閻する。この掘立柱建物を中心に中世の土堀や柱穴が偏在している傾向が見ら

れる。 2X2間の規模で、東西にやや長い長方形を呈する。おおよそ現在の地割に則した主軸方向を

とっている。柱穴は径20-30cm、深さ30cm前後の小規模な円形で、大きさ及び深さは一律でない。

pgから土師器皿4が、 P7から格子叩きのある平瓦片が出±した他、鉄滓や炉墜も出±した。細

片のため断定し難いが周辺の状況から13但紀頃のものと思われる。 （渡遣）

掘立柱建物2 (第61図・ 図版 8-2) 

瀾査区西端で検出された 2X3間の東西に長い掘立柱建物で、南西隅には土塙 2が存在し、東側に

は後述する建物 3が隣接している。規模は桁行3.99m、凜間7.98m、面積が31.8面で、建物の方位は

N-22゚80'-Wを示していた。柱穴間の距離は、桁行2.07m -1.92 m、喋間3.27-l.67mである。柱
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第60図 掘立柱建物 1 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 
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第 4章 金井戸遺跡

穴の平面形は円形で径30-45cm、検出面からの深さは最大で約25cmであった。中央部の梁間には 2本

の柱筋が近接して通っており、 1X2間の 2棟の側柱建物をつないだような構造である。この建物は

その1立岡関係と規模から建物 3に付属し、副屋としての機能を担っていたと推測される。出土遺物と

してはpgから土師器椀5が出土しており、建物の時期は平安時代と考えられる。 （石田）
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第 2節古代から中世の遺構・ 遺物

掘立柱建物3 （第62図・ 図版 8-3) 

瀾査区の西側に位岡し、建物4と重複している。東約 3mには棟方向を違え

て建物2が存在する。この建物は金井戸遺跡では最大規模の建物で、 2X4間

の南北棟の側柱建物に東西の両面に庇がつく構造である。また、南側には 1間

分、外側の桁行の延長線上に柱穴が東西端で検出されている。軸はややずれる
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第62図 掘立柱建物3 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 

-49-



第 4章 金井戸遺跡

が、南側に縁が取り付く建物を想定したい。

身舎部分の建物の規模は桁行3.86m、梁間8.84m、面積が34.1面を測り、庇・ 縁も含めた建物の総

面積は70.2面になる。建物の方位はN-28°30'-Wを示しており、柱穴間の距離は、桁行2.06-1.SOm、

喋行2.36-1.92mである。柱穴の平面形は円形で、径は15-40cm、検出面からの深さは最大で20cm程

度であった。

この建物は当遺跡において、 その構造や規模から中心的な存在と考えられるもので、主犀としての

機能が想定され、副居と考えられる建物 2と同時に併存していたものと推定される。

出土遺物としては布目

のついた瓦片6がP6か

~ 

898 ⑤ 
P1 

恩

ら出土しているほか、図

示できなかったが土師器

片が少量あった。建物の

時期は平安時代に属する

（石田）

掘立柱建物4 (第63図）

と考えられる。
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調査区西側で建物 3と

重複するように検出され

た1X3間の南北棟の側

柱建物である。建物 3と

は棟方位を若干違えてい

る。建物 3との直接の切

り合い関係は無いが、検

出状況から建物 3に後出

するものと考えている。

規模は桁行で3.72m、

梁行で7.37mを測る。面

積が27.4面で、建物の方

位は N-27°50'-Wを示

していた。柱穴間の距離
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第63図 掘立柱建物4 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 
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第 2節古代から中世の遺構・遺物

は、桁行3.72-3.58m、喋間では2.57-2.32mであった。柱穴の平面形はF9形で径は20-40cm、検出

面からの深さは最大で20cm程疫であった。柱穴内からの出土遺物としてはP3から土師器椀7が出土

している。建物の時期は平安時代と考えられる。 （石田）

掘立柱建物5 (第64図）

調査区中央の南側に位置しており、東側には棟方向を違えて建物6が隣接している。建物は 1X3

間の南北棟の掘立柱建物で、北側に間仕切柱と考えられる PlOがある。北側の桁行には対応するよう

にpgが存在し、北側の

桁行は、柱間 2間になっ

ている。

建物の規模は桁行3.95

m、梁間6.41m、面積が

25.3面で、建物の方位は

N-17°50'-Wを示して

いた。柱穴間の距離は、

桁行3.90-1.83m、槃間

2.16-1.85mで、柱穴の

平面形は円形で径は20

-30cm、検出面からの深

さは最大で40cmである。

柱穴から出tした遺物と

しては、土師器片が少量

あったが図化できるもの

はなかった。

建物の時期は平安時代

に属するものと考えられ

る。

(,,) 

掘立柱建物6 (第65図）

謂査区中央南半で、掘

立柱建物 5の東、掘立柱

建物7の南に位岡する。

東西 2間x南北 1間の

東西棟である。党間の柱

間距離が3.8m弱とやや

長いが、束柱等は確認で

きなかった。柱はいずれ

も小規模な円形で、径30

-40cm、深さ20-SOcmを
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第4章 金井戸遺跡

測る。

比較的多くの遺物が出土しており、羽口 C1および釘M2がP3から、板状鉄片M1がP2から、

鉄釘M3がPSから出土した。また底部ヘラキリの土師器小皿や内黒椀が出土しており、平安時代に

I I 
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第65図 掘立柱建物6 (1 /60)・出土遺物 (1/3) 
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第 2節古代から中世の遺構・遺物

属すると考えられる。隣接する掘立柱建物 5とはほぼ直交する位岡関係にあることから、同時期に併

存していた可能性は高い。調脊区東端では平安時代の鍛冶炉も検出されており、この 2棟が鉄器製作、

もしくは鉄器製作工人に関連する施設である可能性も考えられよう。 （渡遣）

掘立柱建物7 (第66図）

調査区のほぼ中央、掘立柱建物

6の約 Sm北に位閻する。 lX l 

間の小規模な建物で、梁間も2.5m

足らずである。柱穴は径20-30cm

の小規模な円形であるが、 P2-

4では柱痕を確認している。検出

面からの深さ 10-22cm、底面の標

禍は8.46-8.58mを測る。

出土遺物は皆無で時期を特定し

がたいが、掘立柱建物 5に主軸方

向や柱穴埋土が近似していること

から、同時期の可能性もある。

一方、溝 3・4を切っており、

平安時代でも末近くか、中世にま

で降る可能性も考えられる。

(,,) 

•- ~ 

I I 

｀ 
! 

笞

I 

p4R- __ 247~、)P3-
I 

2 2 8.8m 
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掘立柱建物8

（第67図・ 図版9-1) 

調査区東側で検出された 2X4

間の南北棟の掘立柱建物である。

掘立柱建物 5と似た構造で、北側には間仕切柱Pl3を持つ。東側8mには建物10が存在し、すぐ北側

には柱穴列 1が西側桁行の軸線上に伸びており、この建物に関連する施設と考えられる。また、建物

1 賠褐色粘性砂質,.

2 陪黄渇色枯件砂質土

第66図掘立柱建物7 (1 /60) 

の北東約 lmには後述する土城 3が存在し、建物の南東隅には炭が散布していた。

規模は桁行3.97m、槃間9.09m、面積が36.Imで、

建物の方位はN-32°-Wを示していた。柱穴間の距

離は、桁行2.01~1.71 m 、吼間2.84~1.42m である。

柱穴の平面形は円形で、いずれの柱穴も上部は大き

く削平を受けており、径40-80cm、深さは、最大で

15cm程度が残存していた。また、 P1・P 10・P 12 

の柱穴底部には扁平な石が附かれており、礎板石と

して用いられたと考えられる。

柱穴内から出土した遺物としてはt師器片が少量

あったが、図示できなかった。時期は平安時代に属

すると考えられる。 （石田） 写真9 建物8-P 1・12 (南から）
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1 褐黄色粘性砂四土

2 暗褐色粘質 I
3 賠渇色砂質土と

黄色砂質土混在屈

第匂図掘立柱建物8 (1 /60) 
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第 2節古代から中世の遺構・ 遺物

掘立柱建物9 (第68図・ 図版 9-2) 

調在区の北東部分で、掘立柱建物 8の北東約 9 mに位岡する。東西 1間、南北 3間分を検出した。

柱穴は他叫屈立柱建物と比べて一回り大きく、平面形も方形を見する。最も大きいP6で70X60X深

さ35cm、底面の標高8.26mを測る。全ての柱で径20-30cmの柱痕を確認した。さて、梁間にあたる P

2・3の2本は他と比較して幅50cm前後と小さく、深さも標高8.38mと浅い。また南 1間分の桁行も

大きく異なっている。しかし、複数の掘立柱建物を想定しうる柱穴が他には検出されず、 1棟の建物

内の空間の使い分けが反映されていると考えている。

"' 

9
3
 

2
3
1
 

3
3
5
 

P4~6 で平安時代と思われる土器細

片が出土しているが、厳密な時期の特定

にまで到らなかった。しかし、後述する

柱穴列 2とは主軸方向が一致しているこ

とから何らかの関連が想定でき、同時期

にまで遡る可能性が考えられる。また柱

穴掘り方が方形であることから、掘り方

が円形の掘立柱建物より先行する事も考

えられ、当遺跡の建物群で最も古く位岡

付けられる可能性もある。 （渡湛）

／
／
／
 

L
A
8
 

＇ 

戸i)f------"'----ー：
8.8m 

2
 

゜
2m 

1 オリープ褐色炒質 I. 2 褐色粘性炒質 I

第68図掘立柱建物9 (1 /60) 
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掘立柱建物10(第69図・ 図版9-3) 

瀾査区の東端で検出された 2X2間の東西棟の掘立柱建物であるが、東側の梁間の柱間は 1間のみ

である。南側約 lmには建物の東西軸に平行して東西方向に流れる溝 1が存在し、建物に関連する溝

と考えている。 また、建物の柱穴は溝11を切っている。

建物の規模は桁行4.72cm、党間4.33cm、面積が20.4mで、建物の方位はN-28°59'-Wを示していた。

柱穴間の距離は、桁行2.48-2.04m、党行4.33mである。柱穴の径は40-70cmの円形で、検出面から

の深さは約15cmと浅く、大きく削平を受けている。柱穴内の出土遺物としてP6から土師器椀8が、

P7からt錘C2が出tしている。建物の時期は10世紀と考えられる。 （石田）
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|
|
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ロ

[虚四ロ面ー

ロ
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ff;? 
204 

魯五

゜一
2cm 

゜
2m 

賠褐黄色炒質 I.

~J 
8 

10cm 

第69図 掘立柱建物10(1 /60)・出土遺物 (1/3、1/4)

2
 

柱穴列

柱穴列 1 （第70図）

掘立柱建物8の北に位閻する。南北2間分を検出した。柱穴は径40cm前後のやや大きい円形である
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が、深さ 10cm足らずで底面

の標高も約8.6mと浅い。時

期の特定できる遺物は出土

していないが、掘立柱建物

8の西側桁行ラインの延長

上にあり、軸方向も一致す

るごとから、掘立柱建物 8

に付随する可能性が考えら

れる。 （渡遥）

柱穴列2 (第71図・ 図版9-2・12-4) 

P1 P2 

- · (>
＼三

y 
＼ 

210 290 

P3 

ご〗—

8.8m 

口S//P~ー 口□a/ニブ
。

2m 
暗黄褐色仙傾土

第70図柱穴列 1 (1 /60) 

掘立柱建物9の南に位闘する。南北2間分を検出した。掘立柱建物9の東側桁行ラインのほぼ延長

線上に位附し、軸方向も一致することから掘立柱建物9に付随する施設と判斬した。柱穴規模は30-

40cmとやや大きいが深さは浅く、柱穴列 1と同様の傾向を示す。 p1から内面黒色土沿細片が、 P2

から土師器皿9が出士している。底部ヘラキリ後中央ナデで、十字のヘラ記号が加えられていた。時

期は 9世紀中頃～後半であろう。 （ク）

又

〈＠ 166 

P2 -
＼ 

＼ 
P3 

＠—:ロ
8.8m 

~ 三~~~ロ
゜

2m 褐色砂質十

，
 

10cm 

第71図 柱穴列2 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 

柱穴列3 (第72図）

柱穴列 2の南側で、掘立柱建物10の北 3mに位置する。東西 2間分を検出したが東側は調在区外

で、全容は不明である。柱穴は径20cm足らずの小さい円形である。掘立柱建物10の北辺にほぼ並行す

るが、 P2から出tした土

師器杯10は、掘立柱建物10

から出土した 8より後出的

な様相を示し、両者が同時

に存在していたとは考え難

い。 10世紀後半~11世紀に

位猶づけられよう。

(,,) 

／ 
P1 l P2 

0 ——L_~ 
P3 

148 170 
- @ 

_8, 函l_

ロ／□□□□□二
10 

10cm 

゜
2m 暗褐色仙贋土

第72図 柱穴列3 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 
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3 土城

土堀 1 (第73-75図• 図版11-1) 

調査区北西で検出した土檄で、建物 1の北約4mに位附する。平面形は不整な円形で、斯面は1IIl状

を呈している。 t堀の規模は長軸3.29m、短軸3.06m、検出面からの深さ 44cmを測り、底面の海抜高

は8.50mである。調査当切は井戸である可能性が考えられたが、下部は深く掘削が及んでおらず、井

筒等も認められなかったため土塙と判浙した。

土墟の埋土は 4層からなり、上層の第 1層から第 2層にかけて土器が多く出土している。これらの

土器は、±欺の埋没がある程度進行した後に、まとめて投棄されたもの考えられる。
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__ ---1~ 

13 

＼ 
14 

~ I =:!' 
15 

"'- 1 d 
16 

文― 1 ニ
17 

10cm 
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／ 

＼ 
＼＼＼／ 

゜
n 

＠ こ
C3 M4  

1m 
0 3cm ゜ 一1 暗灰色徴砂四土

2 I火色徴炒質 I
3 褐灰色徴砂質土

4 賠l火褐色炒質 I

第73図 土堀 1 (1 /30)・出土遺物① (1/4、1/3) 
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18 

19 

20 

21 

_-' 

10cm 

第74図土壊 1出土遺物② (1 /4) 
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I 
ニこ—------ -

------—ー・一---------------―------
--——--一- --一ー・ ――-—一ー一

--巧--———----—-- ―----------ニニ、-一

0 10cm 
24 

出土遺物で図示できたものには、いわゆ

る早島式土器の椀11-14と小1II115-17、土

師器鍋18-21、亀山焼甕22・23、カマド

24である。 24の内面上半には煤が付着して

いる。また、｛本部の両側面から後部背面に

わったて突帯を貼り付けており、背面の突

帯は馬蹄形になっている。他の出土遺物と

してはt錘C3、釘M4がある。

士堀が最終的に埋没したのは、これらの

出土遺物から13世紀と考えられる。（石田）

---—--/-―-

~-_//二=---~ー~

第75図土塘 1出土遺物③ (1 /6) 

土塘2 (第76図・ 図版11-2) 

掘立柱建物2の南西角のすぐ南に位眉する。東西186cmX南北148cmの不整円形で、検出面よりの深

さは22cmである。晰面は西側は 2段になっているが、おおむね緩やかな勾配でたわみ状を呈する。

出土遺物には底面から出土した亀山焼甕25のほか、いわゆる早島式の土師器椀細片も出土してい

る。土師器椀は型式が特定できるほどではなかったが、 25が土塙 1から出土した22・23と比較して新

しい様相を呈していることから、 14但紀代に位置付けられよう。

土漿3 (第77図・ 図服12-1) 

（渡追）

調査区東側に位岡している土塙で、西側には建物8が隣接する。平面形は円形で、晰面形は浅い1IIl

形を星している。規模は長軸59cm、短軸47cm、検出面からの深さ 10cmを測り、底面の海抜高は8.63m

である。土塙の肩口では内面黒色の土師器椀26・27が互いに口を合わせた状態で出±した。これらの

土器の内部には土が若干流人していたものの、ほぽ空洞の状態であった。内容物に関しては残存して

おらず不明である。隣接する建物 8に直接関連するかは不明であるが、出t状況から地鎖等の目的を

持って埋められたものと想定される。時期は10世紀と考えられる。 （石田）
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--------------- QJ一

8.8m 

~ 
゜

50cm 

8.9m 

゜
1m 

1 灰禎褐色砂質土

?i~ も一ぐ‘

25 

2 賠褐色砂質土

10cm 

暗褐色砂質土

口
~ 

27 

10cm 

第76図 土塘2 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 第77図土堀3 (1/20)・ 
出土遺物 (1/4) 

土漿4 (第78図）

柱穴列 20)北端より約1.3m東に位間

する。径50cmと小さく、柱穴の可能性も

否定できない。深さ20cm、底面の標高は

8.5mを測る。埋土は 2層に分かれるが、

上層に拳大の焼土塊を多く含み、下層に

も焼土粒が混在していた。

埋土より平安時代と恩われる士師器細

片が出土している。 （渡遣）

土堀5 (第79図・ 図版12-2) 

調査区東端に位岡し、柱穴列 3のすぐ

北側に位岡している土堀である。平面形

は楕円形を呈しており、規模は長軸62

cm、短軸53cm、検出面からの深さ 19cmを

測り、底面の海抜高は8.30mである。土

口
8.8m 

口
0 50cm 

一
1 暗黄褐色砂質土

2 賠褐色炒質 I

第78図土壊4 (1 /30) 
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＼
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／ー／ ーロ

~~!~ 
8.7m 

゜
1m 

賠黄褐色砂屈土

第80図土壊6 (1/30)・ 
出土遺物 (1/4) 

堀は多数の円礫の間に褐黄色微砂質土が混じって埋まっており

底部付近では賠黄褐色砂質土が堆積していた。礫上部には赤色

顔料が 5か所にわたって残っていたが、この赤色頻料は分析に

よりベンガラの可能性が高いとの結果を得た。土器等は出土し

なかったが、平安時代に属すると考えられる。 （石田）

土堀6 (第80図）

掘立柱建物10の西約 Imに位闘する。深さ 14cmと浅く、底面

も平らでない。底面の標高は8.46mを測る。埋土には炭・ 焼土

粒が多く混入していた。古代もしくは中世と思われる土師器細

片が出土している。周辺の状況から古代に属する可能性が高い

であろう。 （渡遣）

土塘7 (第81図）

調在区の南東に位岡していて東側約4mには土塙 9が存在し

ている。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸53cm、短軸37cm、

検出面からの深さ23cmを測り、底面の海抜高は8.53mである。埋

tは上層が賠褐灰色粘質t、下層が賠褐色粘質土の 2層である。

上層では土錘C4-11が、下層の土

堀中央部ではt帥器杯28・29と土

i'I) 
8.9m 

l)a 
0 50cm 

一
二／

30 

ロ、（（
1 II自渇灰色粘質土

2 暗褐色粘質土

▽ 三
28 

~ 三
-29 

31 

10cm 

師器椀30、土師器甕31がまとまって

出土していて、 28は内外面に丹塗り

が施されている。時期は10世紀と考

えられる。 （石田）

土壊8 (第82図、図版12-3) 

調査区南東、後述する土堀 9から

約2m北に位骰している。平面形は

円形で断面形は1IIl形を星している。

規模は長軸53cm、短軸48cm、検出面

からの深さ 13cmを測る。上面では石

が肩口から落ち込むように埋まって

おり、埋tは暗黄褐色粘性砂質土の
: ：¥ 

R R R R R R R。
~ R@R  R ~ ⑤ @ 

C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11 

0 10cm 

第81図 土堀7 (1 /30)・出土遺物 (1/4、1/3) 
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一層である。出土遺物は内面黒色の土師

器椀32がある。時期は10世紀と考えられ

る。 （石田）

土堀9 (第83図・ 図版11-3) 

調査区南東、土塙 7の東約4mに位置

している。平面形は不整形で、断面形は皿

形を星するt堀である。規模は長軸1.20

m、短軸85cmで、検出面からの深さは15

cmと浅く、底面の海抜高は8.53mである。

埋土は暗褐灰色砂質tの 1層で、底部

から上部にかけて土師器杯33~41 、士師

器皿42・43が出土している。 33-37はいずれも完形に近い土器で、底部の外周をヘラキリ後に押圧し

ている状況がよくわかる。また、36・38・39・42・43には丹塗りの痕跡が認められる。土塙が埋没し

た時期は10世紀と考えられる。 (,,) 

□年ロ
~~ 三／

32 

10cm 

゜
1m 

暗黄褐色粘性砂質土

第82図 土堀8 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 

8.8m 

~ □ 
゜

1 m 

＼ 

33 35 ~/ 

~~ 
39 

ロニし／
40 
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~~ 
37 

~ 

36 

~ J 
41 

昭褐灰色砂慎土

•— ー ― \ — ―一丁 —-—ーク
42 43 ゜

10cm 

第83図 土堀9 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 

土漿10 (第84団）

調査区東端に位岡している土塙で南に炉4が隣接している。平面形は楕円形を星しており、断面形

は1IIl状をなしていた。埋土は炭や焼土片を多く含む暗褐色粘質土と暗桁褐色砂質tの 2層であった。

規模は長軸1.10m、短軸53cm、検出面からの深さ 15cmと浅く、底面の海抜高は8.57mである。±塙

の上部からは土師器皿44と、丸瓦45、t錘C12が出土している。 45は凸面に縄H叩きとケズリ痕が残

り、側面は面取りを行っている。また、凹面には「九」の字に似た線刻が施されている。

土墟の時期は10世紀と考えられる。 (,,) 
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―ゞ ーニ ―― 
44 

8.8m 

゜
1m 

1 暗褐色粘質土（炭片・焼土片多）

2 賠栢褐色炒質十.

写真10 土壊10遺物出土状況（南から）

O
@
m
 

45 
0 2cm -『 10cm 

第84図 土堀10(1 /30)・出土遺物 (1/3、1/4)

4 炉

ヽ ふ

8.9m 

二~三
0 50cm 

第85図炉 1 (1 /20) 

炉 1 (第85図）

調査区北東部で検出された。炉2から西へ約 6mの位闘にある。堀

り方等はなかったが、赤色に被熱した部分が径約30cm前後の範囲でま

だらに認められたことと、炭片が周辺に多く散布していたことから炉

と判断した。赤色被熱部の胴さは 3cm程度であった。周辺から土師器

片が出土しており、炉の時期は平安時代と考えている。 （石田）

炉 2 (第86図、巻頭図版 3-2) 

調査区の北東部で検出された。柱穴に北側の一部が切られている。

平面形は円形に近く、規模は径30cm前後、深さ 8cmを測る。炉の底部

は厚さ約1.5cmほどが黒灰色に強く焼け、周囲は被熱により、肛さ 2cm 

程度が賠赤橙色に、さらに外側 3cm程度が黄色に変化していた。炉壁

や滓等は残っていなかった。堆積土中より士師器片が出士しているこ

とから、時期は平安時代に属すると考えられる。
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炉3 （第87図、巻頭図版3-3) 

瀾査区南東で検出された。規模は径25cm前後、深さ 3cm余りで、

炉壁とともに、炉底には椀形の滓が残っていた。炉の東側には不

整形で長径約30cm、深さ 3cm程疫の凹みがあり、大鼠の炭を含む

賠黄褐色tが堆積していた。炉の底部周辺は原さ 2cm程度が高温

に焼け、黒灰色化しており、

熱していた。伴出逍物として他に鉄器片MSや土師器片がある。

時期は平安時代と考えられる。 （石田）

炉4 （第88図）

調査区南東部で検出された。炉 3から約 6m東に位罪してい

る。炉本体は残存していなかったが、平面は不整形に径20cm前後、

断面は厚さ 3cm余りが被熱の影響を受け賠赤桁色を呈し、

ており、時期は平安時代と考えられる。
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さらに

外側 5cm程疫が黄色に変化していた。周辺から土師器片が出土し
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柱穴（第59・89-94図）

第59図の遺構検出状況で明らかなように、遺物を包含する柱穴は西端、中央、東端の 3群に偏在し

ている。第91図に西端の、第92図に中央付近の、第93図に東端の出土土器・ 瓦を掲載し、土製品及び

鉄製品は地点に関係なく第94図に掲載している。遺物の多くは破片の状態であったが、柱穴 1・2で

は完形で出土した。 どちらも径20cm前後の小規模な円形で、 p 1が10世紀前半、 P2が9世紀後半頃

と時期差があるが、ほほ正位に据えられており、 意図的に埋納したと思われる。

その他の柱穴出t遺物にはt師器杯・ 皿・ 椀・ 甕、内面黒色t器椀、灰釉陶器、瓦、 t錘、土玉、

鉄釘、毛抜き、鉄製紡錘車などが出土している。土師器illlSOおよび椀54・56-60・70はいわゆる早島

式土器である。出土地点は西群に偏り、内面黒色t器椀52・66も外面が白色化するなど新しい様相を

ホしている。土師器杯.lIIlでは、東群出土品はヘラキリ後ナデやユビオサ工を加えるが、西・中央群

出土品はすべてヘラキリ未調整で径も小さく、新しい様相を示す。
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第 4章金井戸遺跡

陶器で、 9世紀後半に比定される。これら遺物の示す時期は大きく 9世紀後半、 10世紀後半-11世紀

前半、中世に分かれ、特に西群では中世が、東群では 9世紀後半-10世紀前半の遺物が主体を占めて

いる。この領向は他の掘立柱建物や土熾などの様相とも符合しており、金井戸遺跡における全体的な

推移や消長を反映していると考えられる。 （渡過）
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第 4章金井戸遺跡

6 溝

溝 1 (第59·95図• 図版10-1) 

調査区東端に位岡し、建物10の南約 Imに位猶する溝で、溝11を切るような状態で検出された。規

模は長さ約 3m、幅50cm、検出面からの深さ 3cmを測る。建物10の東西軸に平行しており、建物10に

伴う施設と考えられ、雨落溝として機能していた可能性が高い。賠褐色粘性砂質土の溝埋土中から出

土した遺物は土師器杯87-89、土帥器椀90、内面黒色の土師器椀91・92、須恵器皿93がある。これ

らの土器から、溝の埋没した時期は 9~10世紀と考えられる。 （石田）
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第95図溝 1 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 

溝2-5 (第59・96図・ 図版10-2) 

調査区のほぼ中央を北西ー南東方向にのびる 4条の溝である。幅30cm前後、検出面からの深さは 7

cm前後と浅い。平面図から明らかなように底面はわずかな凹凸をもち、掘削時の形状を残す。溝は西

から2.9・2.6・2.3mの間隔で、溝4の北部は溝3との間隔が3.5mと広くなり、溝2の北側は浅いくぼ

みの連続となる。当初はい画の溝の可能性を考えたが、耕作に関わる遺構と判断した。

溝2・4・5から士師器細片が、溝3から平安時代の須恵器杯益が出tしている。 （宇垣）
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溝 6 (第59・97図）

調在区東緑部に所在する北東ー南西方向の溝で、輻21cm、深さ 10cmを測

り、後述の溝10を切って設けられている。溝の方位は上記の溝2-5の直

交方向に近い。溝2-5と詞様、遺物を伴っておらず、時期は古代と推定

できるにとどまる。 (,,) 
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第 2節古代から中世の遺構・ 遺物

溝 7-10(第59・98・100図）

溝 6と同じく調査区東縁部で検出した 4条の溝で、北東ー南西方向に平行して並ぶ。輻50cm、深さ

20cm前後で、同種の他の溝よりもやや規模が大きい。溝の間隔は北から2.8・2.8・2.4mである。南端

の溝10からは10世紀代とみられる士師器皿94が出土しているが、該期の包含層が広がる部分であるの

で、埋没の課程で流人した可能性も考えられる。 （宇垣）
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第98図溝7-10(1/60) 

溝11~13 (第59・99・100図・ 図版10-3) 

調査区の東部で検出した 3条の溝で、溝7-10の南東に位岡しそれらと直交する北西ー南東方向を

とるが、溝2-5とは若干方位が異なる。溝の輻は20-30cm、深さは 6cmと浅いが、北西部ではやや

深くなる。溝12からは士師器皿95が伴うが流人の可能性もあり、逍構の年代の上限を示すとすべきで

あろう。以上の平行する複数の溝は古代後半の耕作に伴う遺構と考える。 （ク）
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7 河道（第59・101-103図）

I区面東角に位樅する。耕作土直下で検出された。検出面は標高8.8mで、緩やかに東に下がり、底

面は標高8.3mを測る。調在区内での比高差は50cm程度しかなく、東への緩斜面としか認識できない状

況であるが、東に隣接する北溝手遺跡の状況から南北方向の河道の西肩口である事が明らかとなって

いる。第101図は調在区南壁で確認された堆積状況であるが、第 3-6層が河道内堆積層で、第 1・2

層は旧耕作土、第 7層以下が韮盤に対応する。第 7層には士器細片や炭がわずかに混在していた。第

8・9層から遺物は出tしていない。また他の地点では第 9層の砂層が約60cm堆積し、標高 7mより

さらに下に礫層が存在する状況を確認している。

出土逍物には土師器杯.lIIl . 椀・ カマド、内面黒色土器椀.lIIl、士錘、羽口、刀子、釘などがある。

土師器杯.lIIlの底部調整はヘラキリで、土師器杯98は中央部にユビオサエが加えられている。 97はヘ

ラオコシ痕が明瞭である。土師器杯97および内面黒色土器椀111も白色化し、土師器椀110には重ね焼
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第 4章金井戸遺跡

き痕が観察されるなど、古代の中でも新しい様相を示す一群が含まれている。士師器椀119-121、11I1

122・123はいわゆる早島式土器で、 117は瓦質の捏ね鉢であり、中世の土器群も見受けられる。河道

内には複数の土培が堆積しており、埋没にある程度の時間がかかったことが推察される。全ての土器

の出土層位を把握できてはいないが、土帥器杯97は河道上面で、土帥器fill100・ カマド118が第 6層か

ら出土しており、矛盾はない。また索掘溝と思われる溝11-13は河道上面で、土堀10および炉4は河
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道掘り下げ後に検出されている。このことから、河道は主に平安時代中頃から末にかけて埋没し、中

世では既に河道としての機能を果たしていなかったと思われる。 （渡湛）
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8 その他の逍構・ 逍物

土錘集積遺構（第104~107図· 図版12-5) 

調在区中央部、柱穴列 1から西へ約 4mの地点で検出された。

掘り方等は特に認められなかったが、径 lm前後の範囲に土錘

が128個まとまって検出された。土錘は列状のかたまりを保っ

ていたほか、 5cm程度の空間をおいて上下 2か所に分かれてい

ることが斬面観察から確認された。これらのことから網を折り

たたんだ状態のまま打ち拾てられいたものと推測され、有機質
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の網本体は腐食したため、連ねたt錘のみが残存していたもの 宣知 . . . . . 一

0 8 0  

と考えられる。出土した土錘C42~169はいずれも紡錘形で、

長さ4cm前後、輻1.3cm前後、 tLの径3mm程度にまとまっており、

規格性が認められる。時期は周辺から土師器片が出土している

ことや、検出状況から平安時代のものと考えられる。 （石田）
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遺構に伴わない遺物（第10s~11s図）

調査の過程において、甫機による耕作土除去後に遺構検出面まで掘り下げた時や側溝掘削時に出土

した土器をここに一括した。特に調府区東半では包含層の遺物も含まれていると思われるので、包合

層が遺存していたであろうと思われる掘立柱建物8より東を第108・109図に分けて掲載している。東

側の土器の様相を見ると、 t師器杯は径12~14cmで、 141·144以外は底部ヘラキリ後中央ユビオサエ

を施している。 t師器1IIlのうち径12cmを超える1IIlも同様の手法である。また丹塗りを施したものも含

まれているなど古い要素が認められる。一方、径10cm以下の小形の1IIlはヘラキリ未調整で、 162には

ヘラオコシの痕跡が残る。 141 にもヘラオコシ痕がある。土師器椀では170~173がいわゆる早島式土

器で、須恵器の椀も出土するなど、古代末～中世の土器も含まれている。緑釉174は近江産で10世紀

後半に比定されている。さて第110・111図の土器群の様相は東側と大差ないように見える。西側の逍

物のうち、掘立柱建物4より西で出± したのは204~206·217·218·229·230·238·239·241·

243のみで、ほかは掘立柱建物4から掘立柱建物8の間で出tしており、包含層がこの範囲まで残っ

ていたか、この周辺の古い遺構の遺物が混人した可能性がある。逆に掘立柱建物4より西には包含層

はなく、全て遺構から遊離してきた遺物と考えられる。径10cmを超える土師器杯.1IIlは底部ヘラキリ
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第 4章 金井戸遺跡

後中央ユビオサエもしくはナデで、小型の1IIlはヘラキリ未調整かヘラオコシ痕が残る。土師器1II1215・

217および土師器椀224・225・228-230は早島式土器である。土師器杯204-206は土塙 1近くの北
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第 2節 古代から 中世の遺構・ 遺物
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第 4章金井J-'遺跡

写真11 土器226・245出土状況（西から）

側掘削時に 3点が重ねられた状態で出土した。平緑台の

杯Cと矮小になって1IIl化した杯Aが供伴していた10世

紀末-11世紀前半であろうか。須恵器甕245は土師器椀

226と共に出土し た。現状では外面格子叩き は中世の手

法と認識している が、土師器椀は11世紀代より 降るとは

思われず、今後検討を要する資料であろう 。土製品・ 鉄

製品の多くは調牡区南東部で出土しているが、海老錠お

よび石帯は調査区北東部で出土した。調脊区北東部には

方形の掘方を持つ掘立柱建物9があり、掘立柱建物9の

性格を示唆 しているのかもしれない。 （渡遇）
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第 3節 小結

第3節小結

金井戸逍跡では、東西輻100m程のやや狭い徴高地上に、古代～中世を中心とする遺構を確認するこ

とができた。第 1節で述べたように、基盤は弥生～古墳時代に堆積した砂礫で、古代になってやっと

安定した新造の微高地といえる。検出されたtな逍梢は平安時代の掘立柱建物8棟、柱穴列 3、土堀

8基、鍛冶炉4基、中世の掘立柱建物 l、土塙 1・2があげられる。中世の遺構の多くが西端に偏在

しているが、遺構検出面が近柑～現代の耕作土（第57図1・2層）直下であり、削平が著しかったこ

とがその要囚と思われる。後述する北溝手遺跡でも低位部上で土堀募がかろうじて残存しており、本

来ならば中世においても全面に集落が広がっていたと想定される。なお、溝2-5、7-10、11-13

の4条 1セットと思われる溝群であるが、溝11-13は河逍上面で検出されており、状況から見て古代

末以降掘削されたもので、地形が東へ下がっていくことと合わせると、中世段階では逍跡の西半に居

住地が、東半に耕作地が広がっていたのかもしれない。

さて、平安時代の掘立柱建物からは時期を特定しうる遺物を伴うものは少なく、詳細に時期的変遷

を追うことは難しいが、柱穴の形態からグルーピングを試みると、径20-30cmの掘立柱建物 2-7、

平面形が隅丸方形に近い掘立柱建物 8・9、平面円形だが径が40cmをこえる掘立柱建物10に大別で

きる。一方、土壊や溝、柱穴、河道出士遺物の様相は、 9世紀中～後半、 10世紀前半、 10世紀後半の

3時期に分かれ、灰釉陶器および緑釉陶器の年代とも矛盾をきたさないことから、建物群の形成時期

にもこれらの傾向をあてはめることができるだろう。また、 9世紀に遡る遺構が調査区東側に偏在し

ていることから、掘立柱建物8-10が9ffl紀以前に遡る可能性は高い。これら掘立柱建物群の性格で

あるが、遺構に伴わないという

不確定要素はあるものの、石帯

S 1、海老錠M29、越州窯青磁

175など農村集落ではみられな

い遺物が含まれていること、備

中国府および賀陽氏の氏寺で

ある柏寺に隣接していること、

また古代末以降は当地域が国

衛領域に含まれることなどか

ら一般農村とは考えにくい。一

方、掘立柱建物 3は両庇とはい

え桁行4間と小さく、倉庫らし

き総柱建物も見られない点を

考慮すれば、柏寺に付随する施

設や下級官人層、もしくは賀陽

氏に連なる豪族の居宅という

見方もできるのではなかろう

か。 （渡湛）
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第116図 主要遺構の変遷 (1/1,200) 
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第 5章北溝f遺跡

第 5章北溝手遺跡

第 1節遺跡の概嬰

遺跡は微高地とその東西に所在する河道の跡からなる。

東部は遺跡中央部よりも一段低く、輻50mで北から南へ向かう河道跡が広がっている（河道3)。河

道の形成時期は明確でないが、少なくとも中世以降微高地を削って流れ近世に埋没して水田化された

とみられ、河道は最終的に大字の境となる用水路となって残る。一方、西部には、幅50m0)古代・中

世の河道が北東ー南西方向に所在し（河道 2)、その北西岸は古代の建物が所在する金井戸遺跡の徴高

地となる。 l区は金井戸遺跡微高地の一部および斜面、 II・III区が河道2、W区が微高地、 V区が河

道3という調査区割りである。

微高地となるW区自体も弥生時代後期から古墳時代前半期の河道堆積によって形成されており、そ

の段階では河道であったためこの部分を河道 1とする。

検出遺構は少なく、また、それらは I区と II1区に集中する。 I厄の遺構は金井戸遺跡の遺構と一連

のものであり、河道堆積中からの遺物の出土鼠も顕著であった。 II1区の遺構は北溝手遺跡微高地のあ

り方をうかがわせる資料であるが、中世の土塙墓以外には目立った遺構は形成されていない。ただし

II・III区とも河道堆積にはある程度の量の遺物が含まれていた。 II1区は遺構は見られないが多量の弥

生時代後期土器をはじめ土師器• 初期須恵器などが出土した。 （宇坦）

g
s
 ＇ 

ー

窃

8
0ぷ
"A

ド
9

I
I
 ＇
 

6
9
 ．

 

~
 

1
9
 

,—. 

e
g
 ＇ 

~,' 

lI III 

6
9
 

ー
l

へ

ー
/
g
 

,＇ 

yご"45900
----

F 

•—_ - . 

H―-

1~1 

゜
100m 

I ------r-Il ----j-- III -----r--
ご

~ —ーニ土――ーニマ 6 

5 
＿ 河2 河1

IV 

1 近I廿～現代耕土

2 ,ti. 土

3 凸代～中 [U包含層

4 -中世包含屈

9.0m 

8.0 

7.0 

---河3

5 砂

6 砂礫

第117図 調査区配置図 (1/2,000)・ 堆積状況模式図（横1/2,000、縦1/200) 

-84-



9
S
 ,., 

,'’ 4
S
 

,' ,'’ 
8
9
 

,'’ 

,'’ 

C' 

6
S
 

,'’ 
,'’ 

0
9
 ,., 

,'’ 
心
：
 

II 

6
 

士
0

:,-, 
<D 

/ 

--- --—- -

N
9
 

,'’ 
,' 

,' 

皿

P
9
 

,' 
,' ,'~ 5

9
 

,' 

,'’ 
,'’ 

河 2

＇ 
＇ 

9
9
 

,' 
,' 
,' 

I ＼＼ 

「

＼^ ＼ 
＼
 

＼
 

4
 

^
¥
 

-
H
 

い＊
溜3

／
 ／

 ／
 

／
 

／
 ／

 ／
 

',／ 

／
 

／つ墓 1

~A 24・25 1>1

E' J
 

20m 

1 耕11+ 7 質褐色倣砂布+ 1,1, 胆凸含1,i)

2 近jtt耕作上 8 苗褐色粘性砂p_Li中jtt包含ll'i)

1 函 /liEi -氏；；＆荀~)'f<+, I中Ill;>';,_¥ 9 漏邸I'<+,.,.辿'°'"'"'
4 明焚因色砂四土（中出包含l:'il 10 褐色粘性砒四土 !'I澗包含l:'il

5 栢褐色札札砂1'.I.(中且凶含1,ll 11 栢褐色札札Iゆ1'.I. (古代凶含函

6 褐色砂四土（中世包合層I 12 褐色粘四土

1, 賭苔褐色粘性砂宮十

14 llit依褐色粘'~_l

Ji 柑這..~'Ff+ 
16 似色砂

17 I砂我届

18 I庁褐色粘性iぷ土［古代包含層I

19 賠灰褐色依砂'i'f+ I古代凶含f,,/1

20 共褐色粘'/:[上

“函E»~+
22 閉似褐色砂四土

23'I妥 II:¥位 台 (i;I¥2' 

2J 共褐色粘四土

2S 褐質色岱砂古十

26 苗色砂'"1上
“母漏年1"-1-
28 暗褐色粘性砂四土

29 紺色砂

い辿

第 118図 ］～皿区遺構全体図 (1/300)・ 堆積状況模式図（横 1/300、縦 1/60)

-85・86-



゜ 贔 ： 」
8 9  

I '  

6 9  
,＇ 

0 4  

ー
に

Z ド

I | 5 ド

ー

ざ [

＇ ー

9 L  

, 9  

＇ 

，  ^  口

＼ 一

＼  

¥ ＼  

＼  

, ’ ー ド ド， し — , ＇ 口 \ \ , ＼

,'’’’’’ 9 B 「

8 4  

, '  ＇ 

6 L  
,＇ ,＇’ 

↓― 

ーー／  
□ / l | | ＇ 

ー

と r

、
上

上＿

ぐ ＇ 、
，  

＇、

Y ‘  

い ＇ ， ＇ 、

＼ ロ
一

ー ー

＼  

＇ 
ヽ

、‘ A

/  

口
[  

レ

A '  

＿ 1 | 一

＇ 

＞ ロ
し

上一

9 9  ロ

[ G  

＼  l 8 l  

ー ' 1 , I ' ’  
i[ F ¥  lo,1008 :  

＼  
口

L -

|  8 7 ー

一
—
-
-
-
-

J
 

□
□
 

□
 

[ H  

----
----
----
--

I
 
I

 

゜
2
0
m
 

1 2 3 4  

表
土

現
代

水
田

罰

灰
色

砂
竹

I:

吉
灰

色
～

負
色

粘
質

土
（

近
I廿
耕
土
）

青
灰

色
粘

性
砂

質
土

淡
灰

褐
色

他
質

土
（

中
世

）

黄
色

～
淡

褐
I火

色
弱

粘
性

炒
質

I.
黄

灰
色

粘
質

土 第
11
9
図

0 1 2  

9 ー 1 1

淡
褐

色
砂

青
灰

色
粘

質
土

灰
色

粘
質

I:

淡
灰

色
粘

質
土

13
 

14
 

15
 

16
 

陪
灰

色
粘

質
土

灰
色

粘
質

土

黄
色

砂

砂
礫

9.
5
m
 

N
・

V
区

遺
構

全
体

図
(1
/6
00
)・

堆
積

状
況

模
式

図
（

横
1/
60
0
、
縦

1/
60
)

荘 1 荏 藤 茎 S 翠 活



第 5章北溝f遺跡

第 2節古埴時代以前の遺構・遺物

1 概要

弥生時代から古墳時代中期にかけて土器を多量に含む砂礫層が堆積し、後に砂の堆積に変わる。遺

物鼠は多く、摩滅が著しいものが含まれる一方で状態の良いものも認められ、すべてが長距離を連ば

れ堆積したとも考えにくく、調査区付近にそれらのもととなった船落遺跡が所在するのかもしれない。

出土遺物のうち、弥生時代後期の特殊器台片、古墳時代中期の初期須恵器は出土例の少ない資料で

ある。埋没がある程度進んだ段階で河道2の東斜面には完形の土器をおさめたとみられる土堀 2基が

設けられる程度で、遺構は少ない。 （宇垣）

2 土城

土堀 1 (第120図、図版18-2) 

III区中央の南端で検出された土堀である。平面形は楕円形で、断面形は1II1形を呈している。規模は

長軸109cm、短軸61cm、検出面からの深さ24cmを澗り、底面の海抜高は8.66mであった。

土熾の北隅では土師器甕 1が据え閻かれていたようで、完形に近い状態のまま、土圧によって押し

潰され出tしている。時期は 5世紀前半と考えられる。 （石田）

土堀2 (第121・122図、図版18-3) 

皿厄中央南端で検出された土壊で北東約 2mには、土堀 1が存在する。平面形は楕円形で、断面形

は箱形を星している。土堀の規模は長軸109cm、短軸70cm、検出面からの深さ24cmを測り、底面の海

9.0m 

9.0m 

゜
1m 

10cm 

1 褐色粘性砂質土

2 暗褐色粘杜炒質 I

第120図 土堀 1 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 
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9.0m 

二
゜

1m 

1 黄褐色砂質土

2 褐色砂質 I

第121図土堀2 (1 /30) 



第 2節 古地時代以前の遺構・遠物

抜高は8.68mである。掘り方の検出は困難で、 当初に士師器甕5と高杯2・3を包含する楕円形の掘

り方を確認、した。 しかし、周辺の掘り下げを進めていく過程で、 すぐ北東側においても甕6と高杯4

が確認されたことから、本来の土塙の規模は、これらの土器をまとめる範囲のものであったと考えら

れる。出士した土器はいずれも 5世紀前半のものと考えられる。 （石田）

2
 

3
 

6
 

。
10cm 

5
 

第122図土壊2出土遺物 (1/4) 

3. 河道

河道 1 (第117-119・123-138図）

北溝手遺跡西端およびIII区とW区の境に古墳時代以降の

微高地が形成されているが、その基盤は砂および礫（第 5・

6層） であった。この砂と礫は自然流路によって連搬され

た土砂の堆積であろうが、比較的多くの遺物を包含してい

たので河道として扱った。弥生時代前期～古墳時代中期の

遺物が出土したが、大半は弥生時代後期末～古墳時代中期

に属すもので、この時期に堆積作用が盛んであったことが

-89-

写真12 N区南壁（北から）



第 5単 北溝f遺跡

想起される。以下、大きく調査区術で地点
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10cm 

中期中築の壺7、内外面に丹登りを施す後

~ 

を分け、概要を記す。

皿区

（渡遣）

w区の微高地の基盤 となる砂礫層の

つづきで、西端部分にあたる。この砂礫層は

古墳時代以前の古い流路と考えら れ、弥生

時代中期から古墳時代前半期にかけての土

器を包含していることか ら、 出土遺物の大

半は、 周辺の微高地上に存在していた第落

からの二次堆積と考えられる。出土遺物に

は砥石 S1のほか、

二

7-15は弥生土器で、

，
 /~ 

ローロ19 

13 

17 

14 

15 

20 

10cm 21 

第123図 河道 1 皿区出土遺物① (1 /4、1/3) 
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第 2節古培時代以前の遺構・ 遺物

期の壺8、タタキ甕の破片12・13、短脚の高杯0)脚部

14がある。 9は特殊器台の破片で、鋸園文を施す。 15

は器台0)脚部で方形の透かし孔と円孔が確認できる。

16-25は古墳時代の土帥器で壺16-18、高杯19-23

がある。また、高杯23と甕24・25はともに近接した状

態で出土しており、土熾 1・2の出土土器も含めて、

河道埋没前後の短期間に祭祀的な用途に使用された可

能性が考えられる。 （石田）
写真13 土器24・25出土状況（西から）

23 

25 

19cm 

24 

第124図 河道 1 IlI区出土遺物(?l (1 /4) 

N区 II1区東端の微高地のつづきで、W区西端の徴高地を形成する遺物を包含する砂礫層にあたる。そ

の規模は調査範囲を大きく越えており、河逍輻や流走方向、深さなど不明な点が多い。堆積層は上部

の砂層とその下の砂礫層を確認した。砂層出士遺物を第126-128図、砂礫層出t遺物を第129-135図

A~- 9.6m , 
A 

゜
2m 

1 山 I.

2 造成土

3 黄褐色炒

4 灰黄色砂

5 黄色砂（紐含）

6 黄色砂

7 黄色粗砂

第125図河道 1 N区 (1/60) 
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第 5章北溝f遺跡

□ 丁／
32 

34 

ニロー／ヽ／ ~

"'-~-
40 

三三三=---~

三(~/~-八二
45 

43 

38 
46 

44 

0 10cm 
~ 

39 47 

第126図 河道 1 N区砂層出土遺物① (1 /4) 

-92-



第 2節古培時代以前の遺構・ 遺物

二＼ー、＇48 ｀
 

こ二＿＿
- 49 

51 

こ ／
52 53 

54 

55 
56 

□□/ ~ 
57 58 59 60 

0 10cm 一第127図 河道 1 N区砂層出土遺物② (1 /4) 

に掲載した。どちらも弥生時代前期後葉と中期中

納の土器がわずかにあり、中期後葉から後期、古

墳時代前・中期までのt器が多く出土しており、

層位的に差がない。このことから河道 1は古墳時

代中期 (5但紀前半）の段階に、 L流に所在する

集落を崩しながら、一気に埋まった可能性がある。

48の器台口縁端部には 3-4条単位の波形の

ヘラ描き沈線文が施され、右端はJ:::.~後方に反転

させて終わっている。その隣に刺突があり、目、

ロと小さな顔のように見えるが定かでない。それ

ぞれの沈線は連続せず、雑な印象を受ける。胎士

から弥生時代後期に属すると考えられる。 49は立

-93-

写真14 土器66出土状況（西から）
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ロ62 

61 

ロニロ
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▽
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-~-~-, 
／
 

70 

〗ーロロ
72 

75 

~;d1 
76 

73 74 77 

0 10cm 

第128図 河道 1 N区砂層出土遺物@(1 /4) 
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第 2節 古培時代以前の遺枯・遺物
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第129図 河道 1 N区砂礫層出土遺物① (1 /4) 
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第 5章北溝f遺跡

100 

99 

104 

117 

王ー（（
118 

112 

109 

122 

110 116 
□ / 

123 

0 10cm 

第130図 河道 1 N区砂礫層出土遺物② (1 /4) 
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142 

144 

146 

148 

第 2節古培時代以前の遺構・ 遺物

I ¥ ¥ II 

129 

145 

147 

□□ 
149 

゜一 10cm 

第131図 河道 1 N区砂礫層出土遺物R (1/4) 
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第 5章北溝f遺跡

坂型の特殊器台である。胎土は角閃石を含み、色調は橙色 (5YR6/6) を星する。綾杉文の隣に長方

形の透かしがある。 95は「シカ」の絵画土器である。 V字形の頭部と 2本線の首、背中の一部が見ら

れる。壺あるいは甕の肩部片と考えられるが、時期は白っぽい色調と内面ハケ H調整から弥生時代中

期後半期と推定される。 176の弥生時代中期後薬の高杯には矢羽根透かしが見られる。 195は屈曲部外

~ ―三

154 

157 

158 

159 

161 

165 

163 

青 m
 

c
 ゜

ー

6
 

6
 

げ〉ロー
゜

第132図 河道 1 N区砂礫層出土遺物④ (1 /4) 
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第 2節 古培時代以前の遺構・ 遺物

167 

C=  二／ー／
. 168 

＝ー／
しロニー ／ 

170 

二

184 

10cm 

第133図 河道 1

□ 二／
171 

~-v~~f JI 
~,f-7 
ロニー／
三;\~

二

186 

175 

三

188 
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187 ~ 
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’’  • I 
, i 

' I  ,．  
I I 

i i.' 
I 

JI← 口 ＼
 L2~2--t~\"\ -, 

192 

N区砂礫層出土遺物R(1/4) 
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第 2節古培時代以前の遺枯・遺物

面に突帯を貼り付け、竹管文を施す。器種は高杯、あるいは壺口緑か定かでない。228は鼓形器台で

ある。229-235は手捏ねのミニチュア土器。236-239は甑で、すべて底部に円形の孔が多数開くも

のである。 240と241はどち らも破片であるが、 内外面ともタ タキをよくナデ消してお り、初期須恵器

と考え られる。240は黄色をおびた淡い灰色を呈する。断面は中心部が灰色その両側が橙色で、胎土

は精良である。241は表面が暗灰色、枷面が橙色を呈する。240と違い白色の砂粒を多く含む。C1・ 

2は分銅形土製品で、特にC2は推定直径20cmを測る大形品である。白っぽい色調で砂粒が少ないこ

とから弥生時代中期後策、240は橙色を呈し、砂粒が多いので後期に下るも のと推定される。C3は

羽口の破片で、どの時期に所属するか斯定できないが、河道 1出土遺物の中で一番新しい226・227高

杯や甑、 初期須恵器の段階の遺物と捉えたい。 （物部）

222 

223ロニ]

□¥  

□ 
229 

戸言
232 

~ 
233 

V 231 

ロ234

>/

ロ235

/`
238 

こ

ご
10cm 

第135図 河道 1 N区砂礫層出土遺物⑦ (1 /4) 
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第 5章北溝f遺跡

240 241 

写真15 河道 1 N区出土初期須恵器（左1/3、右1/2) 

こヽ
C2 

D 10叩

C3 ~ 

第136図 河道 1 N区出土土製品 (1/3) 

V区 河道 1の砂礫堆積層はV区の西端まで続く。本来この層はさらに東に広がっていたとみられる

が、河道3によって削られており、層の東緑は下降を続け、その上に古代・中世の遺物を含む堆積層

が乗ってくる。

w区と同様、砂礫層中には弥生土器、土師器、須恵器が小破片を中心に包含されていた。鉢244の

ような弥生時代後期後半の土器がその主体を占めるが、中期後半の無頸壺242なども含む。 243は細い

粘土紐を貼り付けた破片であるが器種は不明である。 245は後期の製塩士器である。 246・247は全形

B
 

9.0m , 
B 

2¥ --~---
---- -- ー—-~---- ' - ------ 一ー-" ― ——~- ----- ,_ 

1 

~so ご―ー~．． ------―-- - -------- C 
—• ー・・ ー•

------—ー・一

゜
8 

2m'—•—-—---——-- j 

1 I火色砂質 I.(現代水田）

2 褐灰色土（アセ）

3 褐l火色砂質,.

4 黄灰色砂質土

5 褐l火色砂質 I

6 灰褐色砂質土

7 褐l火色砂質 I

8 陪灰色粘質土

9 砂綬

第137図河道 1 V区北壁 (1/80) 
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第 2節古培時代以前の遺構・ 遺物

が不明であるが古培時代中期の土帥器小形壺• 高杯とみられる。これら以外に写真に示す初期須恵器

が出土している。 5X6.5cm程度の小片で、内外ともナデ調整である。内外面は版色、破面は赤橙色を

呈し焼成は良い。 （宇垣）

（！三
243 

□
 

―-l

□
 

一、
i

-一―

＇ 
一

244 

242 

゜
10cm ¥245 

247 

第138図河道 1 V区出土遺物 (1/4、1/3)

248 

写真16 河道 1 V区出土初期須恵器 (1/3) 土器247出土状況

4 逍構に伴わない逍物（第139図）

基盤層や包含層など遺構に伴わない出土土器のうち、弥生時代

～古墳時代中期のものは河逍に含め、それ以外をここに図示して

いる。 249はIII区北半の包含層、 250はW区上面の近世以降の撹乱

土内、 251は I区に設けられたトレンチの古代以降の包含層に混

在して出土した。いずれも 6世紀代の須恵器杯であるが、北溝手

遺跡では当概期の遺構は確認されていない。金井戸遺跡でも同様

に古代以降の遺構面を形成する基盤となる砂礫層から 6世紀代

の須恵器が出土しており、その頃まで河川の堆積作用が続いてい

たとも考えられるが、一方、北溝手遺跡の東に隣接する南溝手遺

跡では 6世紀後半-7世紀前半の集落が確認されており、北溝手

遺跡の北にも当概期の集落が存在しており、そこから流れ込んで

ニ口
~ 
ロー／

10cm 

きた可能性も想定できる。 （渡湛）

第139図遺構に伴わな
い遺物 (1/4) 
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第 5章北溝f遺跡

第 3節古代から中世の遺構・遺物

1 概要

河道 1上部は古墳時代後期以降は微高地化し、栢寺廃寺が所在する微高地の一部となるが、逍構は

認められない。これは調在区がこの微高地の北縁辺部であること、微高地上部を形成する堆積が砂で

あるため上面がかなり流出しているとみられることなどによるとみられ、ある程度の逍構が所在した

可能性があるが、河道 2東側の主要遺構が土壊第や土器淵まり程疫であることからすれば、集落域の

縁辺であったと思われる。河道2は古代以降埋没が進み、その部分に土塙墓や土器溜まりが形成され

る。河道 20)北西斜面には金井戸遺跡から続く古代の遺構群が形成されている。 （宇垣）

2 土城熱

土堀墓 1 (第140・141図、巻頭図版5、図版18-1) 

III区の南側で検出された土堀塾で、平面形は長楕円形を星し、断面はlIIl状を里する。長軸1.96m、短

軸71cm、検出面からの深さは23cmを測り、底面の海抜高は8.37mである。埋tの上層では10-25cm大

の礫が中央付近から東にかけてまとまって検出されており、標石として慣かれたのが、落ち込んだも

のと考えられる。なお、棺の痕跡等は特に認められなかった。出土遺物は東側の小口にまとまってお

り龍泉窯系青磁碗252・

253・259、同 illl255-

1~ 

i I 

~ 

゜
1m 

EOO.oo 

1 暗黄褐色砂四土

2 暗苦褐色粘性炒質 l

3 貼渇色枯件砂質土

4 黄褐色粘性砂屈土

258、同安窯系青白磁合

i'-254、土師器小皿260-

263が出tした。皿は碗

の下から重なった状態で

出土している。 252は内

面に蓮華文を、 253は内

面に飛雲文を、 255-258

は内面に櫛目文を施して

いる。また、254の合子盗

の外面には七宝繋ぎ文が

施され、合子身の底部外

面には「O家合子記」と

刻印されている。最初の

文字は「段」とも読める

が斬定できない。時期は

12但紀後半-13世紀と

考えられる。 （石田）

第140図土壊墓 1 (1 /30) 
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第 3節古代から中世の遺構・ 遺物

252 253 

文 □三
255 

＼ 
256 

三

~
 
254 

□ニエニ／

＼ 
＼ーエ ジ

258 

257 
~ —し

ロり口
259 

~ —ロトニ
260 

\7~d 
261 

~-7----d 
262 

263 

0 10cm 

第141図 土壊墓 1出土遺物 (1/4) 

土壊墓2 (第142図）

皿区のほぽ中央で検出した。士堀募 1から北東

約13mに位置する。写真のように骨片が散布して

おり、土師器皿264や瓦片が伴って出土している。

周辺の精在を行っても堀り方等は特に認められ

なかったが、出土状況

から土堀墓であった可

能性が高いと考えられ

る。土壊草 1に近い時

期のもので、鎌倉時代

のものと考えられる。

（石田）

~ 一／
264 

10cm 

第142図土堀墓2出土
遺物 (1/4) 
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写真18 土器・骨散布状況（南西から）



第 5章北溝f遺跡

3 土城

土堀3 (第143図）

I区の南端で検出した土堀である。平面形は不整形で、断面形は皿形を星する。規模は長軸61cm、

短軸42cm、検出面からの深さ 16cmを測り、底面の海抜高は8.45mであった。出土遺物としては土師器

片、瓦片、鉄滓があったが、図示できるものはなかった。時期は平安時代と考えられる。 （石田）

土壊4・5 (第144図）

I区中央で隣り合って検出されたt堀で、溝2に切られて検出された。 t堀 4・5ともに平面形は

不整形で、斯面形は浅い皿状を星しており、たわみ状のものである。

規模は土塙 4が長軸116cm、短軸96cm、深さ 6cm、底面の海抜高

は8.25mである。土壊 5は長軸67cm、短軸63cm、深さ 5cmを測り、

底面の海抜高は8.24mである。埋土は士堀4・5ともに賠褐色砂質

口
8.7m 

口
0 50cm 

一

土であった。両±堀の埋土中には10cm前後の礫とともに土器片、瓦

片が混ざりあっていたほか、 t熾 5では焼士片や炭片も含まれてい

た。

出土した遺物で図示できたものには土師器高杯265と瓦片266が

ある。 2650)脚柱部外面は面取りされており、内外面に丹塗りが施

されている。時期は 8但紀後半と考えられる。 （ク）

陪灰褐色砂質上

第143図 土 堀3 (1 /30) '-_"r、 ~re~'
265 

り a ＼ 

＇ 乙’
Ci 

(9 

Q; 

[) 

℃ 〇
戸

□] 

8.4m 

266 

゜
1m 

10cm 

賠褐色炒質 I.

第144図 土壊4・5 (1/30)・出土遺物 (1/4) 
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4 炉

炉 1 (第145図）

I区の北西隅で検出された炉で、径30cm程度にわたって不整形に被熱している範囲が認められた。

斬面は1IIl状に屑さ 5cmあまりが高温を受けて黒色に焼け、さらに周囲 5cm程度が赤色に被熱していた。

中央部は炉床にあたるのか、径10cm程度の円形に凹んでいた。伴出遺物はないが、検出状況から平安

時代に属するものと考えられる。 （石田）

炉 2 (第146図）

I厄の北西部で検出された炉で、炉

1の南約 5mに位償する。不整な円形

で、浅い1IIl状の堀り方を検出しており、

炭・焼土片を含んだ明黄褐色粘質土で

埋まっていた。規模は長軸34cm、短軸

29cm、検出面からの深さは 8cm程度で

あった。赤色に被熱している箇所は全

体ではなく、肩口の一部だけで底面は

焼けていなかった。

8.9m 
8.8m 

三
゜

50cm 

゜
50cm 

時期は検出状況から平安時代に属す

ると考えられる。 （り） 第145図炉 1 (1 /20) 

5 柱穴（第147図）

明黄褐色粘!H

第146図炉2 (1 /20) 

I区の西側で検出された柱穴で、東へ下がる河姐 20)肩口でいずれも検出されてい

る。調在区内で建物等にまとまるものはなかった。柱穴 1からは土錐C4、柱穴2から

は土師器椀272、柱穴3から土師器杯269、柱穴4から土師器杯267・268、土師器皿270、

土師器甕273、柱穴 5からは内面黒色の土師器椀271が、柱穴6からは丸瓦片274がそれ

□
@
3
 

ぞれ出土している。これらの柱穴は平安時代に属すると考えられる。

~/ 

268 

ロニ269 

二

（ク）
a 3cm 

-— 

270 

271 

>]
272 

274 

゜
10cm 

lilF-―-二—ご＝ I/ 

273 

第147図 柱 穴 1-6出土遺物 (1/3、1/4)
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6 溝

溝 1 (第148・149図、図版19-1) 

I区の北西隅で検出した。南北方向に流れる溝で、北半は調査区外に続いている。規模は長さが約

4.5m、輻約1.2m、検出面からの深さは約10cmを測る。斯面形は浅い11I1状を見しており、溝の埋土は

賠黄褐色粘質土の 1層で炭片が若干混じっていた。

溝の北半では、土錘CS・6、土帥器杯275-281、土帥器皿282-288、内面黒色土器皿289、内面

黒色士器椀290、須恵器杯盈291がかたまって

完形に近い状態で出土しており、まとめて投

棄されたような状況を呈していた。

t師器杯、皿は底部の外周をヘラ切り後押

圧しているほか、丹塗りが認められるものも

ある。／
 

なお、溝の南端部分で士師器杯405・406が

\J~ <I I 甫なって検出されている。ただ、これらの士

り込まれた逍構に伴っていたか、河道2の堆

積土中に入っていたものと考えられる。した

[

-

I
I
I
I
 

'

|

 

‘
 

ー

iiー
／

ー

／

’

／

ー

ー

1

1
ー

＼

から10世紀と考えられる。 （石田）

写真19 遺物出土状況（西から）

⑤

cs 

•••>

®5

゜
1m 

0 5cm 一第148図溝 1 (1 /30)・出土遺物① (1 /3) 
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写真20 405・406出土状況（南から）
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~ □ 
276 

~ 
277 

ロニ
278 

□□ r-J 
279 

＼ 三
280 

~--=--~ 
281 

275 

＼ロロロー~
282 

てこ~--:_ー

283 

＼ーニ~
284 

~ ロ］—~
285 

~~ 
286 

~ ―-三
287 

＼ー=1~亨
289 

二 ／
290 

三ーニ＝
288 

10cm •一ー一 一＼
291 

第149図溝 1出土遺物② (1 /4) 

溝2 (第150・151図、図版19-2) 

I厄のほぼ中央で検出した溝である。北西ー南東方向に流れる溝で、±堀4・5を切っている。溝

の北側は調査区外に続いており、全容は不明である。西側に隣接する金井戸遺跡から続く微高地が東

の低位部へ向かって下がるが、溝はその微高地の周縁に沿うように掘削されている。

溝の規模は、検出できた長さで約14m、輻2.lm、深さは 7cm程度で、斯面形は浅い1IIl状を星してい

た。また、溝の底部には径20cm、深さ20cm程のピット状の凹みが連続して検出されている。

溝埋士の上部では底から浮いた状態で集石状に10cm大の礫が検出されたが、人為的な石組み等は確

認されなかった。このような状況から机石状の礫は、溝が埋没する過程で投棄されたものが集まった

ものと考えられる。

逍物は溝の埋士中から礫と絡み合うように土師器や須恵器などが出tしている。 292は土師器高杯

の口縁部の破片で内外面に丹塗りが施されている。 293・294は須恵器杯身で、 293の底部外面には

「xJとしたヘラ記号が刻まれている。 295は須恵器平瓶の口緑部の破片と考えられる。 296は須恵器

の甕である。出土遺物から溝の埋没した時期は 8但紀後半と考えられる。 （石田）

w 8.4m 
E 

゜
1m 

第150図溝2 (1 /30) 写真21 溝2内礫検出状況（西南から）
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p 
292 ~ 

~I 
'I 予

TTl 
295 

293 296 

10cm 

第151図溝2出土遺物 (1/4) 

写真22 土器溜まり 1検出状況（東から）

¥3:7 
297 

□ 
298 

文
299 

10cm 

第152図土器溜まり 1
出土遺物 (1/4) 

7 土器溜まり

土器溜まり 1 (第152図）

I区の南東端に位償する。中世の±器を多く包含する河道

2の堆積士上層を掘り下げ中に検出した土器溜まりで、土塙

や柱穴状の掘り方等は認められなかった。

南北約 2m、東西約 lmの範囲で、焼土片や炭片とともに

土器片が混ざり合った状態で検出されており、これらは河道

2の埋没前後に投棄されたものと考えられる。

図示できた遺物には早島式の椀297・298、土師器皿299が

ある。これらの士器の時期は13世紀と考えられる。 （石田）

土器溜まり 2 (第153-155図、図版19-3) 

I区の南東で検出された土器溜まりである。西に隣接する

金井戸遺跡から続く微高地が東の低位部へ向けて下がるが、

その肩口部分の、なだらかな斜面に集石が認められた。また、

これらの礫とともに堆積していた灰色系の粘質士に多く 0)±

器片等が混ざって出土している。

集石の範圃は南北約6m、東西約4mで、分布範圃の中央

部分は密に礫が集まっていた。これらの礫は10cm大のものが

大半で、規則的な石組み等は認められず、西側の微高地から

投棄されたものが溜まったものと考えられる。
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出土した遺物は細片が中心であるが、施釉陶器等も含まれており、微高地上に営

まれた建物群の性格を少なからず示しているものと考えられる。

図示できた遺物としては、±師器蓋300、土師器杯301・302、京都産の緑釉陶器

椀303、土師器皿304~306、 t師器椀307·308、内面黒色士器皿309、内面黒色土

器椀310・311、t帥器甕312、t師器鍋313、灰釉陶器椀314、須恵器杯益315、須

恵器平瓶316、須恵器壺317-323、須恵器甕324・325、須恵器高杯326、須恵器杯

の転用硯である327がある。他に丸瓦片328、平且片329-333も出tしている。出土

した土器は 8-10世紀と時期輻を持っており、長期にわたって投棄されたものが、

徐々に埋没していったものと考えられる。 （石田）
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第154図土器溜まり 2出土遺物② (1 /4) 
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329 

328 

古代から中世の遺構・ 遺物

~] 

ロ 332 

□
|
|
|
」
9
3
3
3ロ331 

10cm 

第155図 土器溜まり 2出土遺物③ (1 /4) 

土器溜まり 3 （第156・157図、図版20-1) 

III区の中央西側に位閻する土器溜まりである。南東約 Smには土堀始 1が、東約12mには土壊第2

が存在する。南北約 Sm、東西約7mの範囲で、±器片とともに焼土や炭片が平面的に散布している

状態で検出された。

特に南東部の約 lm四方には土器が

飢中して出土しており、第156図はこ

れらの士器が集中している部分を示し

たものである。

上部には鍋が下部には椀が爪なるよ

うにして、押しつぶされたような状態

で検出された。土器はその場で打ち捨

てられたようで、±塙や柱穴状の掘り

方は認められなかった。

出±した遺物で図示できたものに

は、早島式の椀334-348、皿349-355

のほかに須恵器皿356・357、土師器鍋

358があった。 334-341の口径は12.9

匂

゜

凡 7 

。

ー

）

、記ルに
'
¥
i
I
I
|
l
d
"
y
!

8.8m 

゜
1m 

第156図
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-15.0cmの幅をもつ。356・357の底部は糸切りで、 焼成は良くない。349の底部はヘラ切りで板Hが

残る。350-352の底部はヘラ切りである。これらの土器の時期は13世紀と考えられる。 （石田）

~ 
334 

~ 
337 

□ 1--1 
340 

~4 
343 

＼ 
346 

文二
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~-d 
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~ 
335 
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338 

□三i ""—/
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＼ 
347 

~-b------1 

351 

~~ 
354 

358 

~ 
345 

~ ——·~ 
348 

~ □ 

352 

文==1-―三
355 

10cm 

第1町図土器溜まり 3出土遺物 (1/4) 
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8 河道

河道2 (第158-170図、図版20-2・3) 

I区から 1II区にかけて北東から南西方向に流走する輻約70mの河道である。河道の堆積土は古代か

ら中世にかけての遺物を多く包含している。特に、 I・II区においては西に隣接している金井戸遺跡

の微高地上の集落から流れ込んだと考えられる古代の良好な逍物が数多く出土している。

I区 近世から現代にかけての耕作土の下部で検出した。第158図の第18-23層は古代を中心とした

遺物包含層で、第27層以下の無遺物層をはさみ、河道 1に対応するとみられる砂層、砂礫層を最下層

で確認している。 359-389は須恵器で杯盟359-366、杯身367-372、1Ill373-376、壺377-386があ

り、 386は壺の耳であろう。 387は鉢、 388-389は甕である。なお、 361・362・365は硯に転用してい

る。土師器では蓋390-393、杯394-406、高杯407-409、1Ill410-421、椀422-426があり、 410に

は墨書が認められる。 427は近江産の緑釉陶器の椀で、 428・429は内面黒色士器皿、 430-436は内面

黒色土器椀である。中世では、早島式の椀437-441、1Ill442-444、須恵器椀445、須恵器こね鉢446

のほか、土師器の甕447-449、鍋450、カマド451-453がある。他には、瓦454-462があり、 454は

15 

30 

1 現代耕土 11 暗灰褐色粘質土（柱穴） 21 黄褐色粘質土（古代包含層） 31 褐黄色粘質土

2 明灰色砂質_l (旧耕上） 12 暗灰褐色粘性砂質上（柱穴） 22 褐色砂質_l (古代包含層） 32 褐苦色徴砂質上（ヘース）

3 明i登黄色砂質土（近世以降耕土） 13 胎灰褐色粘質土（杵穴） 23 明褐灰色砂質土（古代包合昂） 33 黄色微砂質土

4 黄l火色土 14 灰褐色砂『『土（杜穴） 24 灰色砂（溝2) 34 明褐黄色徴仙質土

5 灰黒色粘性砂質上（現代耕_l) 15 {j 25 灰色粘性砂質上 (i肖2) 35 賠褐色枯質上

6 明灰色砂質土（旧耕土） 16 胎灰褐色粘件徴他質土 26 陪苗褐色枯質土 36 賠褐色粘件仙質土

7 明黄色微砂質土 17 暗褐色粘打土 27 黄色砂質土（無遺物暦） 37 賠褐色砂竹土

8 快色微砂質_l (中柑-近川） 18 暗灰褐色徴砂質上（占代包含層） 28 陪仄色砂質_l 38 賠褐色砂

9 灰黄色微砂質土（中世～近世） 19 昭褐色粘件砂質土（古代包合厨） 29 黄褐色粘質土（焼土1や少し含） 39 砂條陪

10 褐黄色徴炒質十（中世～近世） 20 褐色砂質＋（古代包含暦） 30 賠褐色粘性仙閃十

第158図河道2 I区北壁 (1/80) 
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1 暗灰色砂質土（現代耕土）

2 灰色砂竹＋（旧耕十）

3 快褐色砂質土（近[U水田層）

一359 

4 暗褐色砂質土（中世）

5 暗褐黄色砂竹十.

6 渇紐色粘性砂質土

第159図河道2 I区南壁 (1/80) 
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軒丸瓦の瓦当面が一部残る。鉄製品では鉄鏃M1、釘M2-13、刀子M14・15、鎌M16がある。

また、砂岩製の鋳型S2-4、砥石S5、台石S6、土錘C8-37、羽口C38・39、遊戯具と考え

られる円板状土製品C40・41、碑C42も出土している。 これらの遺物の時期は、奈良時代～平安時

代、鎌倉時代の二時期にわたっているが、包含層の下部では古代の遺物が大半を占めていた。

II区 河道2の中央部分にあたり、河道堆積土である第166図の第 6-8層を中心として古代から中

世にかけての遺物が出士した。古代では須恵器杯463、須恵器椀464、須恵器壺465・466があり、 467

は須恵器の鉢であろう。 468は土師器皿、 469は内面黒色器椀、 470・471は近江産の緑釉陶器で470

は椀か皿、 471 は椀である。 472は越州窯系青磁の碗である。中世では早島式の椀473~475、白磁碗

476、土師器illl477-479、青磁碗480・481がある。 また、土製品では羽口 C43·44、士錘c4s~47

がある。 M17-28は鉄製品で釘が多いが、鉄鏃M26・27もみられる。他に、砥石S7・8がある。

m区 河道2の東岸にあたる。 I・II区と同様に古代から中世にかけての遺物が出土している。古代

の遺物には、須恵器杯盈482、須恵器甕483、土師器杯484・485、土師器椀486、内面黒色t器椀487
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第162図 河道2 I区出土遺物@(1 /4) 
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第163図 河道2 I区出土遺物@(1 /4) 
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第 5章北溝f遺跡

がある。中世では、早島式の椀488-495、土帥器台付皿496、土帥器皿497-500、白磁碗501-505、

白磁皿506・507、青磁皿508、須恵器椀509、須恵器こね鉢510-511がある。また、瓦512-516があ

り、 512は複弁八弁蓮花文軒丸瓦である。その他に円板状土製品C48、 t錘c49~54、碍C55がある。

S9は石鍋で温石に転用している。 M29は椀形の鍛冶滓で、 M30は鉄鏃、 M32-36は鉄釘である。

（石田）
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第164図 河道2 I区出土遺物⑤ (1 /3) 
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第 3節古代から中世の遺構・ 遺物
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1 灰黒色粘質十（現水田）

2 明/lif:k褐色砂質土

（近世水FR)

3 賠黄色粘質+

4 偵灰色砂質土

5 暗褐色砂質土

6 賠褐色粘I'tI. 
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12 灰黒色枯竹 I.

第166図 河道2 II区南壁 (1/60) 
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第 3節 古代から 中世の遺構・ 遺物
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0 10cm ― 第170図 河道2 皿区出土遺物② (1/4、1/3)

河道3 (第172・173図）

遺跡の東部を流下する大規模な河道であり、その形状は地形図や航空写真から読みとることができ、

現在も周囲の水田より一段低くなっており、埋没と水田化はかなり新しいとみられる。
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第 3節古代から中世の遺構・ 遺物
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第 5単 北溝f遺跡

一次調介の結果、遺物は河道の西岸の堆積層に集中することが判明したため、その部分について掘

り下げを行った。出土遺物の量は少なくないが、大量に堆積したという状態ではない。

中世の遺物は土師器皿517-520、白磁碗521-524、青磁碗525、東播系こね鉢526・527などがあ

る。このほか瓦528-532、碍C56-58、羽口C59があり、これらは柏寺廃寺からもたら されたもの

と推定される。このうち軒平瓦528は段顎で広い瓦当面を造り出している。唐草文の変形の文様にな

るようであるが部分であるため構成はよくわからず、 類例も見出せていない。碍はいずれも長さ 10cm

以下の小片になっており、粘土接合部で剥離した状態を示すものが多い。 （宇垣）
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第172図 河道3出土遺物② (1/4、1/3) 

9 遺構に伴わない遺物（第174図）

下図の逍物は全てW区から出土している。 533-535は近世以降の撹乱から、 536は弥生時代～古墳

時代の河道とした第119図第15層上部より出土しており、いずれも西側微高地上より流入してきたも

のと考えられる。 （渡遥）

口 ~ 
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第173図 遺構に伴わない遺物 (1/4) 
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第 4節近世の遺構・ 遺物

第4節近世の遺構・遺物

1 概要

近世には河逍部分は水田として利用される。微高地上も畑等として利用され居住域ではなかったと

推定される。検出遺構は耕作関係とみられる土堀2基である。図示してはいないが、東の河道 3に形

成された近世の水田層では輻2m、長さ 7m以上の長方形の小区画が河道の方向にそって南北に連な

る状況が認められた。近世の水田層・ 堆積層中から該期の遺物が出土している。 （宇垣）

2 土堀

土堀6 (第175図）

w区の北部で検出した円形の

土瑞で、径1.02m、深さ37cmを

測る。上部は浅い1IIl状に広がっ

ており、検出面よりも 8cm下か

ら急角度の壁面をなす。この上

部は埋没前に肩部が流出したも

のであろう。埋土は徴砂質tで

ある。遺物は伴っていない。

(,,) 

土堀7 (第176図）

III区の北部で検出した士堀で

土堀 6の西80mに位岡する。

長さ73cm、輻41cmの隅丸長方

形をなし、深さは15cmを測る。

埋土は土堀 6と同様の微砂質

土で、逍物は伴っていない。こ

れらは近世水田に関係する遺構

である。 (,,) 

_8.8rn 

0 1m 

1 褐黄色徴砂'fH
2 褐伍色徴砂質上

（褐色粘件砂質土J鬼合）

第174図土壊6 (1 /30) 

3 遺構に伴わない遺物（第177図）

8.8111__ 

~ 
0 50cm 

一褐苫色徴炒質 I.

第175図土壊7 (1 /30) 

I~III いの近柑水田層およびV 区の堆積層中からは近世の遺物が出土している。遺物は陶磁器およ

び鉄器が主体を占める。陶磁器は基本的に V区の近世水田および堆積層からの出土であり、鉄器は I

~III 区の近世水田· 堆積層からの出±である。

陶磁器類は唐津皿553、備前焼すり鉢5550)ように中世後半から近世前半とみられるものを含むが、

主体を占めるのは近世後半のものであり、河道3の埋没がこのころまで続いていたことを示す資料と

も言える。
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第 5章北溝f遺跡

C61は焼き物の硯である。図版28-2に掲載したが、土製の人形もかなりの量出土している。

鉄器はいずれも小片で、釘類が比較的多い。 M45・46は雁又の鉄鏃とも思われるが確実ではない。

MSOはキセルである。銅銭のうち M51は楕円形で孔もゆがんでおり、キセルの雁首をつぶして作られ

た偽造銭、雁首銭とみられる。 M52・54は中世の元豊通宝、 M53は判諒不能である。 （宇垣）
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第176図 遺構に伴わない遺物 (1/4、1/3、1/2) 
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第 5節 小結

第 5節小結

北溝手逍跡はおもに河道の調在となったが、微高地部分の様相を示す多くの情報を得ることができ

た。おもな成果として、 1. 河道 1の弥生時代・古墳時代逍物、 2. 河道2出土の平安時代の遺物、

3. 土J廣墓 1、がある。

河道 1から出土した弥生土器のなかには特殊器台破片 2点が含まれていた。それぞれ胎土と色調が

異なっており、 2個体の破片である。特殊器台は埴整から出tし綽送儀礼に用いられたt器と評価さ

れてきたが、ここ 10年ほど集落域からの出土例が増加している。本例と最もよく似た出t状態を示す

のは岡山市百間川米田遺跡であり、ここでは河道堆積中から弥生後期土器片に混じって特殊壺の破片

が出土している。

河道からの出土であるので、墳幕から流出した破片が堆積したという可能性もなくはないが北溝f

例も百間川米田例も付近に弥生墳墓は知られておらず、集沼遺跡から流出したとみるべきである。そ

の場合、集落においても実施された秤送儀礼に用いられたと考えれば通説と合致はするが、集落遺跡

出土資料も津寺遺跡、矢部南向遺跡などかなりの量にのぼっており、葬送以外の儀礼に用いられた可

能性を考慮することも必硬である。小片ではあるものの、本遺跡の特殊器台は、特殊器台の研究にお

いて重要な資料となる。

ごのほか、小片ではあるが河道 1出土の初期須恵器は、古墳時代中期の集落における須恵器受容の

あり方を知る資料である。

河道 2から出土した平安時代の遺物は、河道の西岸に所在する金井戸遺跡から投棄・ 流出したもの

とみられ、遺跡の性格を示す資料である。遺物のなかには緑釉・ 灰釉陶器、越州窯青磁などが含まれ

る。調府資料の増加に伴ってそれらの出土遺跡も増加しており、出土をもって官価とみなすことは適

当ではないだろうが、当時一般に常用される土器ではなく官に関連した逍跡であったとみてよいだろ

。

r

つ

また、土瑞募 1は完形品だけでも青磁碗 2、青磁1IIl3、青白磁合子 1という豊富な副葬品をもつ。

県下で検出された中世幕では百間川原尾島遺跡で検出されたt欺菜4などと並ぶ副葬品の多さと言え

るが、墓堀の規校は小さい。今、この地域の中世募全体のなかでこの陪がどのように位掴づけられる

か検討を行うことはむずかしいが、副葬品の多寡が被葬者の社会的な位慣を反映するのかどうか、ま

た、仏教思想のなかで副葬品はどういった意味をもつのかという間題などを考えるうえで、実に良好

な資料となると思われる。 （宇垣）
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第 6章 まとめ

今回の調査は南北輻36m、東西延長700mを超える長大な調府区で、西から総社遺跡、金井戸遺跡、

北溝手遺跡の 3遺跡の発掘調査を実施したが、当地域は備中国府推定域や栢寺廃寺に隣接する、いわ

ば備中の中枢域の縁辺にあたるような甫要な地域で、あたかもその地域を横断するようなトレンチを

人れたような格好になっている。第 3-5章でそれぞれの調否成果を報告し個別に検討を加えてきた

が、ここで 3遺跡を総合し、微高地の形成および展開を堆積状況や逍構のあり方から復原しつつ、当

地域の動向に触れてみたい。

縄文時代の明確な遺構は検出されていないが、総社遺跡から縄文後期士器 1点、突帯文土器3点が

出土している。縄文時代後期の土器20は弥化時代中期の溝4に混人していたが、突帯文土器23は土器

溜まり状に出土している。同じ平野部に立地する県立大学用地内の南溝手・窪木遺跡(1)からは 1km程

度しか離れておらず、当地点に突帯文期の集落が存在していた可能性は高い。

続く弥生時代前期の逍構・ 逍物は共に希薄で、わずかに総社遺跡土堀 2から出土したのみである。溝

4からは弥生時代中期前葉～中葉のt器片が出tしているが、溝4は総社遺跡の集落域緑辺をめぐる

基幹用水路という見解が出されており、それに従えば、弥生時代前期～中期の集落が今回の調査地点

より南に存在すると想定される。総社遺跡汀区では微高地上に弥生時代後期の集落が確認されており、

この考えを肯首するものであろう。一方、北溝f遺跡では基盤を形成する砂礫層から弥生時代前期末

～古培時代前期の遺物が大量に出士しており、総社遺跡VI・VII区を除く広域が河川の流域内にあった

と考えられる。特に弥生時代末～古墳時代前期の±器が大半で、また層位的な序列も認められないこ

とから、この時期に大量に土器と士砂が流出するような事象、つまりは大規模な洪水に見舞われたの

ではないかと推察される。同じように弥生時代の終わり頃から古墳時代の初めにかけて洪水砂に被覆

されたり大規模な溝や流路が形成される状況は岡山県南部平野では広範に認められる現象(2)で、この

事が古墳時代への転換を促した遠因0)一つに挙げられるのではないだろうか。

さて、北溝手遺跡で枯盤が安定するのは古墳時代中期以降になってからで、古墳時代前期までに堆

積した砂礫の中で最も高所にあたる III区で土塙 1・2が掘削される。しかし河道肩口に完形の土器を

埋納している状況から、集落緑辺で行われた特殊な祭祀と考えられる。また北溝手遺跡では古墳時代

後期の須恵器が包含層から出土しているが、金井戸遺跡でも基盤上面で同時期の須恵器が検出されて

いる。この頃、総社逍跡では引き続き微高地を取り巻くように溝が掘削されており、前代と同じよう

な状況を呈していることから、やはり金井戸遺跡および北溝f遺跡では大規模かつ拠点的な集落を営

み得るまでには安定していなかったと想定される。

状況が一変するのは古代に入ってからである。北溝手遺跡では奈良時代の遺梢が確認され、金井戸

遺跡の徴高地上では遅くとも 9世紀には掘立柱建物群が姿を現す。ただし北溝手遺跡は金井戸遺跡と

一連の微高地で、当然北溝手遺跡で検出された遺構は金井戸遺跡と同一領域に属すでろう。金井戸遺

跡の出士t器の傾向は 9世紀後半、 10世紀前半、 10但紀後半に大別でき、逍構の変遷もそれに合致し

たものであろうと先に述べたが、北溝f遺跡河道 2からも 9世紀後半-10世紀前半の越州窯青磁、 9

柑紀後半の灰釉陶器および緑釉陶器、 10世紀後半の緑釉陶器が出土するなど同様の｛頃向を示してい
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る。また両遺跡出土逍物の中には接合するものもあり、北溝手遺跡河道 2出土遺物の多くは金井戸逍

跡を含む西側微高地上から転落したものであろう。第 2章第 3節で金井戸遺跡について若干の見解を

述べたが、ここで北溝手遺跡も含めて、今一度検討を加えてみたい。

一方、北溝手遺跡では土堀4・5、溝2が8柑紀後半に比定され、河道 2にも奈良時代に遡る土器が

含まれているなど微高地上の

建物群より古い様相が看取さ

れる。第118図をみると、古代

～中世の堆積層は複数確認さ

れており、溝2がさらに下層

で掘削されていることから古

代の遺構面も複数面形成され

ていたと考える方が妥当であ

ろう。とすると金井戸遺跡も

奈良時代に遡る建物が含まれ

ている船然性が高くなる。そ

の場合、最も可能性が高いの

は掘立柱建物 9である。柱穴

掘り方平面形が方形に近く、

斯面も台形を呈し、比較的深

＜柱痕が明瞭に残るなど掘立

柱建物 8・10とは一線を画

した方が良さそうである。現

状では可能性しか提示できな

いが、当遺跡の性格とも合わ

せて検討していく余地があろ

う。なお河道からは栢寺と同

型式の瓦が出土し、碑も出t

している。金井戸逍跡P29か

ら出土した灰釉陶器83は寺

院からの出tが多い四足壺の

可能性も指摘されており (3J、

栢寺から持ち込まれた、もし

くは栢寺に関連する施設の可

能性が高まってくる。いずれ

にせよ奈良時代～平安時代に

かけて賀陽氏が権勢を誘って

いた時期、その中枢に近い当

地域に忽然と遺跡が形成され
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ることには、その性格が賀陽氏と強く結びついたものであると想起せざるを得ない。

中世も金井戸遺跡では掘立柱建物が建てられている。北溝手遺跡では河道が停滞後埋没したようで、

河道上で土器溜まりや土煽塾が確認されている。微高地部にあたる金井戸遺跡で検出された遺構は希

薄で、掘立柱建物も規模が小さく、特殊な遺構とは見なしがたいが、北溝手遺跡土堀給 lは豊富な青

磁・ 白磁• 青白磁からなる副葬品を持ち、やはり在地有力層が居住していた可能性が考えられる。一

方、国府川を西に隔てた総社遺跡でも同時期の遺構が確認されている。さらに縄文時代以来の微高地

の核となる総社遺跡V1区では土塁が槃かれ、堀が掘削されている。この土塁と堀については第 3章第

4節で述べられているとおり国府氏の館に比定されている。館の形成期については判然としないが、

低位部にあたる総社遺跡渭区で出土した14世紀の士師質椀は微高地上面から転落してきたものと考

えられている。つまりその時期の遺構を削平して居館が形成されたといえ、堀内部の出±土器の様相

と合わせて、 15世紀には館の前身が現れ、 15世紀末に土塁を築くなど平城化していったと想定される。

この動きは14世紀後半の西日本における「濠構えの武家居館の増加」と「集落の再編・集住」 (4)に符

合するものとして評価したい。戦国時代の防御機能を備えた城館への発展も含めて、少なくとも県内

全域を視野に入れて広域に検討すべき課題であろう。

近世には総社遺跡の士塁を利用して塚を築いているが、他遺跡では特に目立った遺構は検出されて

いない。おそらく全面が耕地化されたものと思われるが、北溝手遺跡のさらに東に位岡する南溝手逍

跡では溝で区画された屋敷地が確認されている。近但の様相については南溝手遺跡の報告を待って、

あらためて検討していきたい。 （渡湛）
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(1) 「南溝手遺跡 l」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 100 岡山県教育委員会 1995ほか

(2) 津寺遺跡群、白間川遺跡群なと

(3) 翡橋照彦氏から教示を受けた。

(4)宇野隆夫『荘園の考古学』 古木書店 2001 

(5)平井泰男「第3節 古代の土器について」（「窪木遺跡2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 124

岡山県教育委員会1998) より
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付載 1 金井戸遺跡士堀 5出士赤色顔料

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岡山県総社市に所在する金井戸遺跡では、古代～中世の時期とされる建物群が検出されている。発

掘調査所見では、中～下級官人層の居宅である可能性があると考えられている。また、周辺では鍛冶

炉も数基検出されている。建物群の中から検出された土堀の一つに多量の礫が埋積され、その礫と礫

の間を埋める土の中に塊状の赤色韻料と思われるものが多鼠に認められている。本報告では、この赤

色物質の性状を捉えることにより、物質名を特定し、土壊の用途・ 性格に関わる資料を作成する。

1 . 試料

試料は、金井戸遺跡の東端部に近い位岡で検出された土塙 5より採取された。土塙 5は、径約1.2m

の円形に近い平面形を呈し、深さ約40cmのすり鉢状の斬面形を呈する。土堀内には径5-lScm程度の

円礫が多鼠に詰められており、礫と礫の間は黄褐色の砂質土壌で充填されている。この砂質土状の中

に赤褐色を呈する塊状の顔料様物質が多く認められている。この顔料様物質を削り取って分析に供し

た。

2 分析方法

物質の特定にはX線回折分析と電子顕微鏡による構造の観察を用いた。以下に各方法について述べ

る。

(1) X線回折分析

土塊表面に付着した赤色物質を採取し、 105℃で 2時間乾燥させた後、メノウ乳鉢で微粉砕した。こ

の微粉砕試料をアセトンを用いて無反射試料板に固定し、 X線回折測定試料とした。作成した X線回

折測定試料について以下の条件で測定を実施した（足立， 1980;日本粘t学会， 1987)。

検出された物質の同定解析は、 MaterialsData,Inc. のX線回折パターン処理プログラム JADEを

用い、該当する化合物または鉱物を検索した。

装岡：理学電気製MultiFlex

Target : C u (K a) 

Monochrometer : Graphite湾曲

Voltage : 40KV 

Current : 40mA 

Detector : S C 

Calculation Mode : cps 

(2)電子顕微鏡観察

Divergency Slit : 1゚

Scattering Slit : 1° 

Recieving Slit : 0.3mm 

Scanning Speed : 2°/min 

Scanning Mode : 連続法

Sampling Range : 0.02° 

Scanning Range : 3-45° 

土塊から赤色物質を少量削り、軽く粉砕した上で導電テープを用いて試料台に固定する。走査型電

子顕微鏡を用いて構造の有無等を観察する。
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3. 結果

(1) X線回折分析

X線回折図を図 1に示した。検出された鉱物は石英 (quartz)、曹長石 (albite)、ハロイサイト

(halloysi te)、赤鉄鉱 (hematite) の4鉱物である。

(2) 電子顧微鏡観察

試料中には、何らかの結晶が観察できるが、由来等は不明である。また、赤色顔料のベンガラの一

部に見られるパイプ状構造は認められない。

4. 考察

一般に遺跡などで検出される代表的な赤色顔料にはベンガラ（赤鉄鉱； hemaしite[ a -F e203]) のほ

か、水銀朱（辰砂； cinnabar[HgS])、鉛丹（鉛丹； minium[Pb30↓ ])などがある。今回の分析では赤鉄

鉱が検出されていることから、赤色物質は、赤色顔料のベンガラである可能性がある。なお、同時に

検出された石英やハロイサイトは試料採取時に混人した土壌由来の鉱物と考えられる。

電子顕徴鋭観察で認められた結晶は、酸化鉄に由来する可能性があるが、詳細は不明である。ベン

ガラには、赤鉄鉱等の鉱物を用いたものの他に、鉄バクテリアの生成物を利用したものがあることが

報告されている（岡田，1997;織幡•沢田，1997) 。後者は、生成時にパイプ状の構造が作られ、赤色韻料

に精製された後も構造が残存するために、顕微鏡観察などで確認することができる。今回の試料中に

は、パイプ状構造が認められないため、少なくとも鉄バクテリアによる生成物を用いたベンガラでは

ないと考えられる。

文献

足立吟也 (1980) 6章粉末X線回折法機器分析のてびき 3.64-76, 化学同人．

日本粘土学会編 (1987) 粘土ハンドブック 第―版．技報堂出版， 1289p.

岡田文男 (1997)パイプ状ベンガラ粒fの復元．日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集， 38-39.

織幡順f・ 沢田正昭 (1997) 酸化鉄系赤色韻料の基礎的研究．日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集，

76-77. 
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付載2 金井戸•北溝f遺跡出t須恵器の胎t分析

岡山理科大学自然科学研究所白石 純

分析目的

金井戸遺跡より出士した外面に格子タタキが施され須恵器甕（試料番号 1) は、層位的な出土状況

により平安時代の遺物と想定されているが、器形や調整技法から初期須恵器の可能性も考えられてい

る。この分析では、金井戸遺跡や北溝手遺跡から出土している初期須恵器、平安• 中世の須恵器と想

定されているものが、自然科学的な胎土分析で、胎土に差異があるかどうか検討した。

分析方法と試料

分析方法は、蛍光X線分析法で検討した。この分析法は、胎土の成分（元索）量を測定し、その成

分鼠から胎土の違いについて瀾べた。測定した成分（元索）は、 Si02、Ti02、Al203、Fe203、MnO、

MgO、CaO、Na20、K20、P凸、 Rb、Sr、Zrの13成分である。測定装買はエネルギー分散型蛍光X

線分析計（セイコーインスツルメンツ社製SEA2010L) を使用した。分析試料は、乳鉢で粉末にした

ものを加圧成型機で約151'瓜）圧力をかけ、コイン状に成形したものを測定試料とした。従って、一部

破壊分析である。分析試料は、第 1表に示した11点である。内訳は初期須恵器と考えられる土器5点、

平安時代の須恵器3点、中世の須恵器3点である。また、中世須恵器の生産地である亀山遺跡から出

土した須恵器を比較試料とした。

分析結果

測定した13成分のうち、分析試料に顕著な差が見られたのはTi02、CaO、K20、Rb、Srの5成分で

あった。このうちCaO、K20、Rb、Srの成分を用いて散布図を作成し、胎土の違いを検討した。

第1図CaO-K20散布図では、中世須恵器の亀山焼分布範囲に試料番号 1、3、6 (初期須恵器？）

と5、8 (平安時代）と 9、11 (中世）が分布し、 2、4、7、10はこの亀山焼の分布域にははいら

なかった。

第2図Rb-Sr散布図では、 2、4、7、10、以外に 1、8が亀山焼分布域に人らず識別できた。

まとめ

この散布図結果から、以下のことが推定される。

. 1の外面格子タタキの初期須恵器？は、第 2図の散布図で中但須恵器の亀山焼とは、胎土が異なり

また、他の初期須恵器？とも異なっていた。

・2と4の初期須恵器？は胎土的に類似していた。

. 3 (初期須恵器？）、 5 (平安）、 6 (初期須恵器？）、 9 (中世）、 11 (中世）の各須恵器は胎土が

類似してtサた。

特に 9と11は、外面に格子タタキが観察され、亀山焼分布域にも人ることから、亀山焼と推定され

る。

. 7 (平安）、 8 (平安）、 10(中世）の須恵器は、単独で分布し、亀山焼の分布域にも人らない。
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中但と分類された試料は、時期ごとには分類されなかった。各

時期とも生産地試料との比較が必要であるが、複数の生産地から人ってきていることが推定される。

このように、初期須恵器？、平安、

第 1表 胎土分析試料一覧表
番号 逍跡名 /I', 土地点 掲載番号 器種 S10, T10, ALO, Fe,O, olnO MgO CaO l'¥a,O K,O P,O, Rb Sr Zr 偏考

1 令井戸退丹 追構に伴わない 245 翌 67 06 0 75 19 72 4 75 0 05 1.90 0.56 2 55 2.32 011 406 144 297 ？ 

2 北消f迅跡 刈迫 1 240 翌 64 73 0 86 21.30 7.05 0 08 1.85 0.71 1.69 1.42 012 262 164 J??" J/  初期須也器？

J ? 北溝手退跡 V区表土 翌 62 99 0 52 21.33 3.61 003 2.68 0.57 5.96 2.01 011 285 112 244 初期須恵器'

4 北溝手選対亦 河迎 l 248 宝 6184 0 83 21.42 6.45 0 07 2.51 0.67 4 57 1.37 0.08 269 138 302 初期須恵沿？

5 北溝千洪判 IIメ包含因 祉 69 O'! 0 74 20.01 2.51 0 05 1.80 0.58 2.67 2 23 017 239 lll 429 平安 I

6 北溝f泊跡 刈道 1 241 究 6156 0 83 19.01 7.76 010 2.56 0.44 5 59 1.86 010 197 101 377 初期姐恵器？

7 北溝f迅跡 土器油まり 2 321 衣ヰ 62 96 0.99 21.60 6.01 0 09 2.08 0.83 2.60 2.37 015 292 249 400 平安

8 北溝手退丹 洒 2 296 翌 67 25 0.65 22.07 3.37 003 1.90 0.46 180 218 011 417 99 260 平安， 令廿戸遠対亦 土堀 l 去 63 68 0 59 22 29 5.44 0 08 2.00 0.42 2 81 I 71 0.57 205 106 367 中世

10 i、JI戸洪丹 I .W.: l 純 65 84 0 77 19.50 ti 10 0 08 1.91 0.82 171 2.38 0.72 260 141 347 中1!!

11 北溝fj出跡 刈道3 呪 69.9 0.64 17.77 4.62 0 05 1.80 0.28 2 36 214 0.22 274 92 270 ,[,j!! 

単位： Si02-已Os(%)、 Rb- Zr (ppm) 
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遺構一覧表

表4 掘立柱建物一覧表

金井戸遺跡

泊構名 規校 棟h向
柱間距離 (cm) 桁1」 栄18」 jlij栢

キ袖
柱掘形

伽)5
桁 梁 (cm) (cm) (ni) 形状

掘立ti建物 1 2X2 束西 184~233 230~290 417 539 22.5 ¥J-28'50'-¥¥' 門

掘立住佳物2 2X3 東軋 192 -207 167 -327 399 798 31.8 'l-22コ 80'-W 月

掘立住佳物3 1X4 南北 180 -206 192 -23ti 386 884 341 'l-28コ 30-W 月 両lit、南全血にもJJしか

掘立柱建物4 1 X 3 南北 3.i8 -372 232 -257 372 737 27.4 'l-27コ 50-W 月

掘立柱建物5 1 X 3 南北 183 -390 185 -216 395 641 25.3 'l-17コ 50-W 月

掘立柱建物6 2 X 1 東西 376 -378 292 -303 378 606 22.9 'l-17'80 -W 月

掘立柱建物 7 1 X 1 束西 204 -207 246 -247 207 247 5.1 'l-21'-W 円

掘立杵建物8 2X4 ll'」~l 171 -201 142 -284 397 909 361 ¥J-32'-¥V 門？ 村穴底に根石あり

掘立ti建物9 lX 巾北 334 193~377 334 759 25.4 ¥J-23'80'-¥V 隅丸方 北側凋査区外へ

掘立ti建物10 2X2 束西 204~248 433 472 433 20.4 :-1-28'59'-¥V 門 溝 1伴うか

ti穴列 1 市北 210~290 500 :l-31, 70'-W 門

ti穴列 2 南北 166~167 つJJ0J0 :l-23, 80'-¥V 間丸カ

ii穴列 3 東内 148 -170 318 :l-23, 80'-¥V 門

遺物一覧表

表5 土器観察表

総社遺跡
紺戟

占構名 種¥JU 器種
状 川測値cm

外曲色品l 備考
北戟

泊構名 種刈 器種
廿： 川測1匝cm

外血色戊 冊考
番号 態口任底i壬残箇 番号 態 Ui壬底i壬残尚

_L  I !!#;8 弥牛 I壺 欠 11.6 42 橙 45 I塁 冊前焼 究 欠 32 0 67 灰赤 底部ヘラケズリ

二
桝痙 欠 14.4 18 橙 46 揺針 細 14361 56 にぶい丸褐

寄 欠 16.2 29 橙 47 揺鉢 細 13951 59 にぶし 〗 赤褐 口採部ヨコナデ

＿土 舟 欠 82 86 ：こぶい桔 48 揺絆 欠 1.2541 70 I火赤 47と同一？、口緑晶＿ 
尚杯欠 35 倍 ココナデ

一土6 -
高杯欠 8 1 34 桁 49 拙鉢 欠 296 64 灰赤

虚 欠 7 I 灰黄 50 lぷ 土帥沿皿 欠 84 42 1 2 的 底部糸切り

___JL_ 去 欠 49 30 柏 51 rm 欠 90 59 24 灼 底部糸切り

___L 台付鉢欠 10 8 89 にぶい柘 52 1111 欠 96 59 1 9 ！こぶい麓佑 底部糸切り

10 器台 欠 10 0 杞 53 陶沿 1111 欠 llO 38 23 灰贄 胎土目

土 溝4 壺 細 30 杞 54 皿 欠 58 1 7 贄灰 関西系 '1500-30、砂目

12 鉢 欠 15.0 10 3 にぶい褐 55 香炉 欠 92 47 48 にぶい褐 関西糸 '180忍冬～器末

13 溝6 須出監 朴身 欠 12.8 46 灰白 内而当て只痕 56 椀 欠 185 59 72 にぶいよ橙 関両糸汀p役批胎土H
14 滞5 土師器翌 欠 16.7 14 6 浅侠 57 染付 小碗 欠 87 3 2 4 65 灰白 肥即 17C末~18初、

15 消7 別片」は 翌？ 欠 17.7 35 明赤褐 放れ砂

16 柱穴3 弥牛 I究 欠 il4) J? J ? 橙 58 冊前焼皿 欠 80 13 にぶい丸褐 灯明皿

17 柱穴l 桝 閥杯 欠 19.4 13 7 橙 59 皿 欠 +9.0 1 55 にぶい丸褐 灯明皿

18 柱穴2 喪 欠 115.1) 59 橙 60 揺鉢 細 250 63 I火赤

19 柱穴3 挫 欠 16.2 84 灰黄 61 I帥硲 半絆 欠 440 60 ！こぶい黄拾~

二 坦描：ご 縄文 I鉢細 33 褐灰 62 丸此 欠外径 13.4、原23 にぶい蹟格 左巴• 珠文12 巴3

_lL 伴わな
坪'"' 深鉢細 39 にぶし斗音 63 欠外径 13.5、I駅20 賠灰黄 左巴・ 珠文12 巴3

--11._ 
し＼ 深鉢訓 36 灰黄 64 欠 102X9.0、1720 灰黄

2" 0 深鉢細 13 2 にぶい柏 65 下がり 士帥沿 rm 完 67 47 14 灰黄褐 底部ヘラキリ

ユ土． 弥生士 高杯 欠 21.0 2 7 にぶい柘 66 1111 欠 77 60 18 仄白

25 ヂロゴ 器台 欠 (38) 80 杞 67 椀 欠 54 18 浅贄杓

--1L 掘1 北付碗 欠 10.0 25 灰白 Hl'1 月Ul650~60 68 椀 欠 59 19 灰白

27 仄釉椀 欠 45 22 にぶい設柑 l巴月Ul610~30 69 椀 完 104 41 38 にぶい払杞 両台部モミ痕

土
堀2 土師監 灼明illl欠 8.0 45 1 7 にぶい泣橙 瓜部ヘラキリ 70 椀 欠 105 41 42 にぶいよ橙 高台部モミ痕、面ね

椀 欠 70 11 橙 焼ぎ痕

30 駄袖陶 溝椋皿 欠 14.0 24 快オリープ 1610-30、1区部ヘラ L1L 椀 欠 112 40 32 似黄褐
茄ロロ ケズリ 72 椀 欠 105 34 36 にぶい黄橙

J つ1 絹山焼 揺鉢 細 140.4) 58 灰黄 73 肯砧皿 欠 12 2 5 灰白 龍呆空14C後千～
J つ2 備前焼 揺鉢 欠 24.8 48 灰赤 15C中染

JつつJ 占磁 I碗 細 24 I火オリープ 貰入白 74 占白似 I苑 細 3 5 I火白
34 染f,I 碗 細 47 占灰 貫入無 75 白磁 小I苑 欠 77 3 ti 灰白 肥前18C代

J 芍 堀3 白磁 I廂 細 (18.0) 20 灰白 76 灰釈 溝緑皿 欠 11271 2 2 灰黄 り門iり1610-30
...1§_ 1'1磁 I廂 欠 70 18 灰1'1 77 染fJ 碗 欠 34 1 7 灰1'1 月門iり1770-1800
o"" l 備前J:ft去 細 58 にぶい赤褐 78 碗 欠 38 40 灰 没左見18C後半、 裏

38 堀4 屯山位？拙鉢 欠 32.0 16 0 12 6 にぶい柘 被熱、内外ハケ目、 大明年製

39 駈5 拙鉢 細 34.2 17 0 11 2 にぶい苅杓 腔質 79 碗 欠 118 64 6 2 灰白 広末形碗、 1780-1840

ユ.Q_溝9 白磁碗 欠 2 2 灰白 80 迫栴：こ 土師器椀 欠 5 7 1 5 にふい閲佑

41 土師監碗 細 65 13 にぶい設柑 81 件わな 青紐皿 欠 50 10 灰白 副化文・ 面目文

_il_ 土塁 備前焼翌 欠 !35.0) 81 出褐 n浴誤部ヨコナテ 82 P 偏前焼 小皿 欠 90 1 5 にぶい赤褐

4" 0 衣ヰ 欠 92 甲褐 nは部ヨコナテ 83 土師器皿 完 122 78 3 5 にぶし;橙 足

44 翌 細 (35.5) 78 にぶい汀褐 n緑部ヨコナテ 84 瓦 T瓦 欠 85X80、厚22 II飢火
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金井戸遺跡
紺戟

迅構名 種別 器種
朴： 目I測値cm

外向色品 備考
心載

迫柚名 種別 器種
状 目1惧H直cm

外面色謁l ｛曲考
番号 態叫壬底任残尚 番号 態口11:I底11:I残尚

土
且船 弥4土器翌 欠 25 橙 83 P29 快釉陶器壺 欠胴部年23.0 (9 31 IA 美点l!lJ足壺'i9C役ti

須也認 林盃 欠 140 35 灰 84 l-'42 平瓦 欠 115Xl2X罪32 にぶ＼屯t内布 U、外ナテ
J ? 杯盃 欠 (98) 28 灰 85 l-'44 欠 9X55X原22 灰 須也質、 1AJ外布U

4 佳物l I師器皿 欠 100 80 13 快黄褐 86 じ27 欠 10X85X原21 灰 此質内布u.外祉U

5 佳物2 I師路椀 欠 (5 0) 20 にふ衷辟 87 、倍l I A胆器 杯 欠 130 90 30 橙 月怜へ9キ'!,I屯よttcェ

6 佳物3 且 欠 66X43X原16 灰 内布日、外ナデ 88 杯 欠 119 (2 4) ！こぶ＼斗音

7 廷物4 I帥沿 I'姐 欠 (6 0) 20 にふい黄告 89 杯 欠 134 8 ti 2 1 橙

8 建物10 土帥沿 杯 欠 (106) (7 6) 29 にぶい黄柏 90 I宛 欠 123 69 4 1 にぶ＼斗対

9 柱穴列 2 土帥料 冊 完 187 11 I I 95 にぶし涼杓 底部ヘラ猜文 (x) 91 黒色土沿 I宛 久 79 (2 8) にぶ＼斗も 内黒

10 柱穴列 3 土帥料 杯 欠 110 80 23 にぶい掲 92 I宛 欠 76 (3 6) にぶい桁 内黒

_lL 土堺l 土帥器 椀 欠 (106) 4 7 37 仄白 93 須恵器 1111 欠 145 11 5 1 9 仄 底部ナテ

__B_ -1.L 1J つ

椀 欠 (115) 25 仄白 94 酒10 土師器 1111 欠 129 111 16 杓 中央ユピオサエ

椀 欠 (;i 0) 27 仄白 95 高12 土師器 llil 欠 (138) (12 2) 11 にぶい杓 周令すへうキ'・"内外l」生

椀 欠 (4 8) 14 仄白 96 河迫 土師器 朴 A. (160) (12 5) 32 橙 内外面丹杢

--1i.. ill! 欠 (69) (;i 6) 1 25 灰白 97 朴 欠 (130) 83 30 帆白

it 
皿 欠 (73) (;i 6) 11 灰白 98 朴 欠 117 80 31 橙

皿 欠 (78) (5 6) 115 灰白 99 朴 欠 120 92 22 快白

鉛 欠 313 (13 5) にぶ噴祖 楳付若 100 皿 欠 (158) (13 4) 09 にぶい黄橙

---1.2.... 鍋 欠 324 (15 3) にふい黄登 煤1」名~ 101 皿 欠 (100) (7?) 12 橙

土
鉛 欠 333 (112) にふ衷辟 煤1」行 102 皿 欠 (102) (8 0) l 60 橙

鍋 欠 340 (11 9) ：こぶい柘 楳1、1行 103 皿 欠 9ti 72 16 灰黄

二 釦 11位疫 欠 (25-l) (6 8) 灰 104 冊 欠 9ti 80 l.i 灰黄

?-" " 威 欠 (330) (91) 仄白 105 冊 欠 88 70 14 桁

24 土帥料 澁 欠（怖43OJ 32 7 明赤褐 内面卜半保fJ右 106 冊 欠 84 6 7 13 灰1'1

25 土溝2 釦 11位笠 欠 (5 4) 積仄 107 尚杯？ 欠 (23 2) 38 桁 月年~？

?-6 土堺3 黒色土料椀 完 149 69 6 2 にぶい置柑 内忠 108 枇 欠 213 10 5 70 杓

27 椀 完 tos 70 63 にぶい闘杓 内忠 109 椀 欠 (7 0) (3 0) 浅戟杓

二 土壊7 土師器 朴 欠 118 85 36 杞 内外面Ji生り 110 椀 欠 55 (2 3) 褐仄

二 林 欠 137 96 26 にぶ遠橙 111 共色土器椀 欠 66 (4 5) 灰白 内山

二 椀 欠 lo3 90 45 にぶい橙 112 ill! 欠 117 79 20 にぶい並橙 I柑黒、外而丹登か

31 翌 欠 (307) (4 4) にぶ洪橙 113 椀 欠 62 (14) 黒褐 内甲

32 I JJ#i8 黒色 I認椀 欠 78 (2 5) 橙 内印 114 須也器 朴 欠 10 0 (151 IA 

J00 J I !!i,9 I師器杯 欠 120 915 3 45 にぶい黄祖 月芯¥jキ1.,1,丸ユfttこ 115 椀 欠 (6 8) 21 灰白

_lL 材 欠 125 80 2 95 にふし ,j登 巾央ユピオサエ 116 飩 杯 欠 54 灰

---1i.. 杯 欠 125 91 32 にふい黄辟 月怜ヽ 7キJ.,1,央よLitこ 117 且質 I沿 捏鉢 欠 (294) (3 31 I火

36 杯 欠 130 83 "JJ " ：こぶい黄 周絵へうキq、中央ユ旦 I帥硲 箪 欠 270 (113) にふし荷桔
柘 じオサエ、内外I卜を 119 I宛 欠 (166) 44 灰白

二 杯 欠 127 91 32 にぶい黄柏 中央ユピオサエ 120 I宛 欠 6 I 1 75 灰白

_l§_ 杯 欠 (135) (9 2) 30 にふ訊ヽ 柏 周緑へ弓キリ、門，1甘I屯 121 I宛 久 (6 6) 1;; 灰1'1

二 杯 欠 (128) (6 2) 26 にぶい柘 周校へうキリ、内外II立 122 I宛 欠 66 (17) 灰白

_iQ_ 杯 欠 (128) (9 2) 3 1 杞 123 1111 欠 (76) (6 4) 1 25 仄白

舟— 杯 欠 (130) (7 0) 2 95 にぶい杞 周緑ヘラキリ 124 ば構に伴 土師器 器 欠 138 (I 6) 灰戟褐

ill! 欠 (118) (10 8) 11 にぶい晶 周1杖ヘラキリ、中央旦 わない迅 朴 欠 (76) 2 65 仄白 内外面J'l吃
桓 ユピオ廿エ、外丹生 126 物 朴 欠 147 10 0 31 灰凶褐 丹杢

43 ill! 欠 (132) (12 4) 11 にぶい伍橙 内外丹塗 127 朴 欠 137 10 0 2 35 橙

舟
土JJ,i,10 土師器 皿 欠 132 12 0 1 0 にぶい橙 128 朴 欠 129 74 26 にぶ＼屯i内外面丹登

丸瓦 欠 12Xl67X厚86 にぶい黄橙 内血に線亥U(九） 129 朴 欠 1295 86 3 35 にぶい薩橙 内外曲丹登

46 Pl I師器朴 尤 98 5 9 27 橙 l岱むヽ うキリ→オコシ 130 朴 欠 124 98 30 にぶ＼屯t内外血丹登

47 1'2 材 欠 119 96 2 85 橙 月若’、うキJ.,1,央ユfttこ 131 杯 欠 (128) (8 8) 30 浅黄橙

48 Pl2 皿 尤 8? 64 1 2 にふ汎湘§ 屁↓へぅキリ→オコノ 132 杯 欠 126 9 .j 28 にぶし椅 内外曲丹祐

49 Pl3 皿 欠 (84) (7 6) 185 l火白 133 杯 欠 132 90 (3 OJ 明赤褐 内血丹生

50 pg 冊 欠 (90) I 7 灰白 134 杯 欠 129 (3 0) にふし描桔 丹活~

51 PIS 冊 欠 (a 2) I 7 にぶし斗合 135 杯 欠 124 83 29 灰黄褐 月屯

52 P8 黒色土料 I宛 欠 (138) 35 仄1'1 内黒 136 杯 欠 126 8 I 2 ii にふ＼嘩佑

53 PIO 椀 欠 5 9 (2 OJ 仄白 内黒 137 杯 欠 (122) (81) 28 にふい競佑

54 Pl4 土帥器 椀 欠 68 (I 5) にぶい杞 内面ヘラミガキ 138 杯 欠 (120) (8 4) 27 にぶい杓 外面Jj 位~

55 P6 椀 欠 5 4 (2 2) にぶい杞 139 杯 欠 (116) (7 4) 3 1 にぶい閲佑

56 Pl2 椀 欠 (108) 37 仄白 140 朴 欠 122 80 29 にぶい汲佑

57 P4 椀 欠 (116) 27 仄白 141 朴 A. (140) (8 3) 32 灰白

58 Pll 椀 欠 5 9 (1 7) 灰白 142 朴 欠 121 80 2 7 にぶい並橙

59 PS 椀 欠 42 (13) 灰侠褐 143 朴 欠 112 83 24 橙

60 P7 椀 欠 (5 2) 1 05 灰白 144 朴 欠 118 88 (3 3) 明赤褐

61 l-'15 平瓦 欠 192) (8 2) 30 灰白 須恵質、内布U、外＋テ 145 朴 欠 110 (181 にぶい黄橙 丹登

62 1'24 I師器材 欠 90 60 21 橙 瓜合［ヘラキリ 146 皿 欠 (120) (10 4) 155 にふ＼消t

63 P21 皿 尤 103 76 18 l火白 I氏品ヘラキリ 147 皿 欠 134 116 135 にぶし椅 丹祐

64 Pl7 皿 欠 (94) 7 4 I 0 にふい黄恰 148 皿 欠 133 12 0 17 浅黄橙 丹生

ti5 P20 冊 欠 (102) I 5 灰白 149 冊 欠 124 99 135 浅黄橙 内外面丹活~

66 P23 黒色土沿 I宛 欠 (6 6) I 7 仄白 内黒 150 冊 欠 (141) (13 4) 1 25 にぶい桁 外面Ji屯
67 P22 土帥料 I宛 久 62 (2 OJ にぶP1克杓 151 冊 欠 139 12 0 1;; 杓

68 Pl8 椀 欠 (140) (6 2) 48 にぶい阿灼 152 1111 欠 (119) (10 5) 18 桁

69 P24 黒色土料椀 欠 148 (3 9) にぶい褐 内忠 153 1111 欠 86 62 1 2 仄白

70 P25 土師浴 椀 欠 (140) (2 2) 仄白 154 1111 欠 (93) (7 6) 1 95 灰戟褐

71 P23 平瓦 欠 12X95X肘26 仄位褐 内{1」目、外ナテ 155 ill! 欠 (89) (6 5) 1 2 仄白

72 P28 土師路 林 欠 121 73 26 にぶ遠世 中央ユピオサエ 156 ill! 欠 92 72 13 橙

73 P48 杯 欠 120 8 7 (2 6) にぶし;褐 157 ill! 欠 88 74 09 にぶい並橙

74 P43 林 欠 100 69 1 95 にぶ洪褐 158 皿 欠 89 76 12 灰白

75 P36 林 欠 78 (2 4) にぶい黄橙 ヘラキリ→ナデ 159 皿 欠 (85) (7 0) 115 にぶし堪t

76 l-'46 皿 欠 118 93 1 0 橙 160 皿 欠 (84) (6 4) 13 にぶい黄橙

77 1'32 患色 I器椀 欠 (1475) (3 ?5)橙 内阻 161 皿 欠 82 58 1 0 明赤褐

78 P40 I師路椀 欠 8 95 (21) にふい黄恰~ 162 皿 欠 90 55 08 橙

79 P31 椀 欠 85 (2 5) l火白 163 皿 欠 86 60 08 l火白

80 P50 武 欠 186 (10 0) 赤粘 煤1、1行 164 I宛 欠 157 (4 5) 明赤褐 外面丹活~

81 P47 威 欠 (36"1) (5 9) にぶい褐 165 I宛 欠 (148) (8 6) 5 05 桁

82 P37 灰釉陶料如 欠 170 (3 6) 仄 美茫？ 166 I宛 欠 15 88 52 明赤褐
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捐故
遠構名 袖別 滞柑

i犬 tH!ll直cm
外面色謁 備考

掲故
泄横名 師号U 怜柚

j犬 iltJrnf直cm
外面色批l 備考

番号 態 n径底径残尚 番号 態 nf弔 I仄径残閻

早 遠措に伴 土帥料 I宛 欠 118 61 41 にふ訊ヽ 柏 212 遠構に伴 土帥沿 冊 欠 9 6 13 柏

...!§_§_ わない迫 椀 欠 (14) 11 4 3 25 仄白 外面Ji 年~ 213 わない旦 1111 欠 8 7 1 OS 桁 ヘラキリ→オコノ

169 物 椀 欠 92 (31) 戌甚杞 外面Ji 年~ 214物 1111 欠 89 7 1 2 杓 ヘラキリ

椀 欠 138 (3 7) 仄白 215 1111 欠 (71) (5 2) 11 吸白 ヘラキリ

椀 欠 76 (2 2) にぶ i赤褐 216 ill! 完 88 61 1 2 樹 ヘラキリ

椀 欠 5 9 (2 3) 戊拙杞 217 ill! A. (12) (191 汲凶橙 屯ね焼き痕

椀 欠 (5 6) 24 仄白 218 ill! 欠 10 (21) 橙

緑釉陶器椀 欠 (2 2) 活緑色 硬開 lOCi元十近江 219 皿 欠 88 6 2 2 吹白 板U痕

青磁 碗 欠 (128) (3 2) オリープ灰 越州空 220 黒色 I器皿 欠 (118) 76 24 にぶ＼屯t

患色 I器皿 欠 (118) (5 7) (2 2) 橙 内印 221 椀 欠 167 (3 21 にぶし涅t

椀 欠 134 68 52 にふい黄橙 内阻 222 椀 欠 138 (411 にふ＼消t

椀 欠 133 75 37 桔 内m 223 椀 欠 7 (131 l火白

椀 欠 (8) 3 15 ：こぶい桔 内m 224 I帥硲 I宛 欠 158 (4 9) l火白

椀 欠 7 2 (2 4) 桔 内黒 225 I窺 欠 (148) (2 8) 灰白

椀？ 欠 7 3 (I 5) 明赤褐 内黒 226 I宛 欠 10 8 (3 8) にぶ＼斗名
’出’,’ , ・， 久 (11 7) 12 にふ訊ヽ 柏 227 I宛 久 74 (2 8) にふ＼嘩佑

須恵料 杯器 欠 (148) (2 I) 積仄 228 I紅 欠 56 (2 7) 浅黄柏

杯 欠 74 (I 65) 仄白 229 枇 欠 56 (I 8) 仄白

杯 欠 8 (2 8) 仄 230 枕 欠 59 16 仄白

..ill.. 朴 欠 93 (I 2) 仄白 231 翌 欠 178 (8 7) 杓

璽
椀 欠 13 (4 5) 灰 232 翌 欠 (35;i) (17 8) にふい盈橙

椀 欠 (166) (4 5) 仄 233 甕 欠 (15 2) にぶ＼咋月

鉢 欠 (168) (51) 灰白 234 fづくね鉢 欠 35 24 灰白 ユピオサエ

..ill.. 林 欠 11 66 (3 5) 灰 235 須也器 朴 欠 88 (161 IA 

翌
椀 欠 (62) 26 灰 236 朴 欠 (9 3) (2 51 灰

壺 欠 126 (5 3) 快 237 杯？ 欠 114 (161 灰白

.111. 帝） 欠 116 (2 9) I火 内曲カキメ 238 椀 欠 (162) 36 l火白

.11±... 西 欠 (1.i 2) 10 2 l火白 外血カキメ ~39 椀 欠 (138) 24 l火白

旦
武 欠 279 (8) にふい賛恰 '.240 杯I 欠 58 (2 15) 灰白 ヘラキ「）

威 欠 (298) 72 仄白 241 冊 欠 (128) 23 灰門

_ill_ 土帥料 袋 欠 (232) 45 にぶし横杓 242 虚 欠 (142) (2 9) 灰

...!1§_ 笠 欠 218 (7) にぶい掲 243 人笠 欠 (24) 3 gs灰

199 杯 欠 (136) (9 4) 3 杞 内面I'憤、周緑へうキ
喘 全 欠 (338) (8 6) 仄

リ、中火ユゼオサエ 須恵器？翌 欠 25 (16) 仄 内ナデ、外格了叩き

ユ辿一 朴 欠 132 96 33 杞 1月杖,,うキI,牛J:1ヒrtこ 246 緑釉陶器 柏/U宛欠 (2 I) 涼緑色 碇仇、 lOC俊f逝汀

羹
林 欠 (123) (8 3) 27 にぶ池橙 月杖,,うキI、屯111ヒ了ナこ 247 青磁 碗 欠 (2 9) 釉快オリー7

杯 欠 13 ， (2 8) 橙 248 丸瓦 欠 55X64入屏16 灰 外ナテ

..1Ql_ 皿 欠 178 86 23 橙 249 欠 175Xl33X屏23 灰白 内化 U、外ナテ

..1Qi_ 林 欠 96 5 9 37 灰黄褐 ,r, 心までヘラキリ 250 平瓦 欠 112X53X厚175 快 g屯質 Iり伯U外糾U

~ 
材、 欠 99 75 23 にぶい橙 ヘラキリ→ナテ 251 欠 13!X8 65X屏19 胆快 履恵屑 内布U外縄U
材 欠 84 57 23 浅黄橙 ヘラキリ→ナデ 252 欠 l!Xll5X原2 にふ＼濯j内布U、外縄U

..1QZ_ 皿 欠 (136) (13) ].j l火白 内曲丹笠 253 欠 18Xl4X肝25 にふ凶翡 内布日、外縄日

208 皿 欠 132 10 8 1-15 l火黄 門外血丹塗．周品へう 旦 欠 122Xll7X肝21 l火 姐恵質、内布日
キ'.I、中央ユじオサエ '.255 欠 75X!5X原23 にふい競佑 内布目、外縄目

二 冊 欠 124 11 2 16 にぶい赤褐 内外J1年~？ 256 欠 88X9 8X)~l 9 にふ＼嘩祐 内布目、外縄目

ユ 冊 欠 11 96 I 2 明赤褐 ヘラキリ→ナデ 257 欠 9Xl25Xl7J8 灰褐 内布目、外縄目

211 1111 欠 94 7 6 I 5 仄白 258 欠 58X513XJ72 0 灰白 困l!'!,門府且 外倍-f''キ

北溝手遺跡
紺載 地 迅構名 種別 器種 状態

月I測1直cm
外血邑渇 伽考

比戟 地 迅構名 種別 器種 状態
目1惧I値cm

外曲色渇 伯考
番号 Ix. 口仕底任戎閲 番号 Ix Uii: 底任残尚

_l._ III上j世1 上暉器 翌 ほぼ完 15 9 25 6 橙 J?? J IV iu」迫 1 弥11J: 器壺 欠 16 0 (81) 橙

---1... I /l;i;2 I暉器 高朴完 146 10 1 118 にぶ＼屯t 34 壺 欠 20 0 (5 4) にぶ＼嘔

---2.... ＿土0 

閥杯 ；し 15 8 10 3 12 15 にふ＼屯f 35 究 釧 (9 4) にふ',>赤目

商杯欠 15 9 12 4 14 6 にふ＼屯f 36 症 欠 24 9 (4 0) にふい黄橙

---2.. 甕 ほぽ万・c18 0 316 にぶ噴t拾 37 袖 欠 16 5 (5 5) にふ，'濯黄恰＿ 
祉 " ’’ 12 8 21 2 にぶ溝拾 38 祉 欠 14 2 (11 5) 桔

_]_ 河迎 1 弥生十器｝舟 欠 15 0 (5 0) 掲灰 39 祉 欠 13 7 (6 8) 恰

_§_ ,,,',;' 欠 13 6 (6 2) 明赤褐 40 梨 欠 19 6 (51) 浅黄柏

__..2._ ぷ 細 (5 6) ピふい前杓 41 盗 欠 17 9 (4 5) ！ごぶ＼斗紆

.lQ_ 宝 欠 15 8 (7 7) ピふい猜杓 42 金 欠 14 0 (3 9) 柘

土
~ 欠 33 (5 0) 戊戟 43 ~ 欠 12 6 (4 4) ピぶい杞

翌 細 (6 5) にぶい災杓 外面タタキ 44 空 欠 14 5 (5 8) ピぶい杞

1J つ 翌 細 (3 7) にぶい屈杓 外面タタキ 45 甕 欠 11 7 (7 5) にぶい杞 内外ケズリ

書
謀朴欠 12 0 (4 5) にぶい杓 46 甕 欠 90 (8 0) にぶい柑 ユビオサエ

器台欠 29 0 (12 6)橙 47 祖ヰ 欠 70 (5 8) にふ',iii, 橙

上暉器 泊口壺欠 112 (12 4) にぶ＼屯t 48 器台 紺 (4 0) 橙 線刻弧悶文

.11.... 小型t聡壺欠 (5 5) にぷい禎橙 49 特叶苫台 紺 (6 0) (7 0) 橙

土
呪 欠 16 0 (117) にふ＼濯j 50 向杯 釧 (26 6) (5 7) にふし渇

鉢 欠 1-l-l (4 3) 橙 51 闊杯 糾 (25 0) (7 8) にふい黄橙

..1Q_ 商杯 ；L 1-l 0 93 12 2 桔 52 晶杯 細 (23 8) (3 8) にふし湘

..1L 尚杯欠 1-l 9 (7 4) 枠 53 閲杯 欠 20 ti.i (3 ti) 桔

二 尚杯欠 22 6 (7 5) ビふい黄恰 5~ 閲杯 欠 14 5 (6 0) ビぶしヽ 梢

一?" 尚杯欠 15 2 11 2 13 I 朽 55 尚杯 欠 13 0 (6 2) ビぶい柏

..1±... 去 欠 I.JI (16 4) ピふい前杓 56 鉢 欠 (412) (14 8) 巳ふ,,,菰杵

25 宝 欠 26 8 26 8 にぶい杓 57 鉢 欠 10 0 54 "19 ピふい柏

主
W 河道 1 弥生土器壺 細 35 7 (5 65) 戊戟 58 鉢 欠 12 7 50 ピぶい杞

壺 欠 25 0 (7 7) にぶい赤褐 59 台付鉢 欠 10 I (5 6) 明か褐 製塩土協か

..1.§_ 壺 欠 17 4 (5 0) にぶい朽 60 台付鉢 欠 116 (4 5) にふゆ朽

号J "J 1 

窃~ 欠 (111)橙 61 土師器 直n帝 欠 93 15 3 栢
布~~ 欠 140 (815)橙 62 小型丸低壺 欠 78 (6 7) にふ',iii, 橙

壺 欠 17 6 (6 8) 橙 63 祖ヰ 欠 111 (4 2) にふ洪橙

32 壺 欠 21 7 (4 25) にぷい禎橙 64 視 欠 15 2 (10 9) 橙
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掲故 地 遠構名 挿~別 怜神 状態
計I!I値cm

外面色詞 備考
掲載 地 坦措名 柾別 沿師 壮態

計J!!値cm
外面色聞 備考

番号 区 n径瓜径残閻 番号 区 n径底径残高

一辿--一W 河氾 1 土i峠怜祉 欠 148 (17 0) 明黄褐 149 IV河氾 1 弥生土滞鉢 久 16 6 (7 5) ！ごぶしヽ柏

_J!§_ 去 欠 17 0 26 8 朽 150 鉢 欠 99 (6 0) にふ,,,菰j;',

67 ::::' 細 124 0) (10 4) ピふい闘杓 151 鉢 欠 39 (7 4) 杞

翌 欠 (10 0) ピぶい岡杓 152 鉢 剖 (3"18) (6 3) ピぶい杞

翌 欠 15 0 (9 0) 杞 153 鉢 紺 (316) (9 7) 杞

空 欠 12 7 (9 2) 戊糾杓 154 鉢 糾 (37 8) (8 8) にぶい柑

弥'I土閤翌 欠 13 8 (7 9) にぶ＼屯t 155 鉢 紺 (38 5) (10 0) 栢

土師器翌 欠 (13 8) (5 9) 橙 156 鉢 細 37 4 (13 8) にぶし屯橙

翌 欠 il6li (5 3) にぶい禎橙 157 鉢 欠 8 75 (4 8) にぷい黄橙 瓜池茉脈痕

鉢 1ま！ま・;c:12 4 63 にぶい禎橙 158 鉢 欠 11 9 30 92 にぶい黄橙

商杯欠 17 3 13 0 橙 159 針 欠 37 (7 65) 浅黄 ユピオサエ成杉

商杯欠 15 0 (5 8) にぶ,!If 160 鉢 欠 14 7 (811 にふし心 ユビオサエ成杉

尚杯欠 12 8 (7 3) 持 161 鉢 欠 118 40 5 1 黄I火 ユビオサエ成杉

弥生 I僻両 欠 17 4 (5 6) 桔 lti2 台f.j針 欠 14 5 (15 ti) 恰
両 細 (1 7) 明赤鉗 163 台付鉢 欠 9 7 (8 0) ビふい黄怜
’出’,’. • 細 (4 I) ビふい黄杓 164 台付鉢 久 64 (34) ビふ,,,黄杓

無頚叔細 12 0 (4 0) ピふい猜杓 165 台付鉢 欠 13 2 (4 8) ピぶし寸柏
,, 『>' 欠 96 47 ピふい闘杓 166 台付鉢 欠 60 (4 3) ピぶい桁 製塩土器か

長預壺~ 欠 19 0 (12 5)杓 167 尚杯 欠 20 8 (4 0) ピぶい杞
'~ <, 欠 il5 8) (8 7) にぶい筑褐 168 l国朴 紺 (18 6) (3 3) にぶい桁

長預帝~ 欠 12 9 (10 5) にぶい栢 169 裔朴 糾 （タト） 20 0 (4 0) 杞
窃~~ 欠 19 8 (6 8) にぶい世橙 170 砂朴 欠 23 0 (4 3) 栢

壺 細 il7 2) (4 0) 橙 171 砂朴 細 (216) (3 6) にふ,,,;i,橙

壺 欠 216 (4 9) 橙 172 高朴 紺 (19 6) (5 O) 明赤褐

壺？細 (7 5) 明赤褐 173 閥I小 欠 17 8 (5 2) 橙

壺 欠 29 6 (4 2) 橙 174 向I不 欠 21 0 (411 橙

0ふ生□謡悔 欠 129 91 (6 3) にぶ,!If 175 晶杯 欠 (16 2) 桔 商品のみ

両 欠 45 9 (5 3) 持 176 贔杯 欠 (7 3) にふ,,,黄拾 矢羽恨状透かし

両 欠 (19 7) 桔 ）卜面,,)T'一月iキ『 177 閲杯 欠 12 7 (5 5) ビふ,,,黄拾

長珀西欠 (14 5) 朽 178 尚杯 欠 (14 2) (51) ビぶい柘
’出’,’. • 細 (JO 4) (7 7) ビふい黄杓 外面鹿線刻 179 尚杯 久 134 (5 0) ！ごぶしヽ柏

壺~ 欠 32 (8 4) 朽 180 弥生土滞 高杯 欠 (4 6) にふ,,,菰j;',
,, 『>' 欠 44 (6 6) ピふい赤褐 181 高杯 欠 (6 9) ピぶい桁

壺 欠 (5 4) (118) ピぶい岡杓 182 尚杯 欠 171 (81) ピぶい杞

翌 畑 i26 0) (6 8) にぶい赤褐 DI! 部貼付突帯 183 l国朴 欠 16 8 (9 7) にぶい桁

空 欠 21 9 (5 55) にぶい栢 184 裔朴 欠 18 4 (9 35) 杞

翌 欠 15 0 (6 4) にぶ＼屯t 185 砂外 欠 10 2 (5 8) にぶ＼咋芍
祖ヰ 欠 142 (8 9) にぶい仇橙 186 砂朴 欠 10 15 (4 2) にぶし屯橙

翌 細 i24 Oi (8 7) 橙 187 高朴 欠 10 4 (4 5) 橙

呪 欠 22 2 (8 3) 橙 188 閥I小 欠 97 (2 3) 黄灰

君 欠 U3 (7 6) にふ＼斗登 189 向I不 欠 12 5 (5 41 橙

甕 欠 17 8 (6 2) にぶ,!If 190 晶杯 欠 (5 0) 桔

挫 欠 15 6 (5 2) にふ，'頃黄拾 191 血""↓' 欠 ?21 (8 OJ にふ,,,黄拾

祉 欠 17 8 (6 3) 桔 192 'JU"'"-" ' 欠 32 ti (7 5) 恰

裁 欠 15 2 (9 2) :-ふい黄佑 193 土陣滞舟 欠 18 0 (5 9) 桁

祉 欠 15 S (8 5) 朽 194 ,出,'・ . 久 19 6 (7 5) ！ごぶしヽ柏

去 欠 15 0 (8 8) 朽 195 
,,, 

欠 (6 7) 柘 屈曲缶列H突帯
::::' 欠 13 75 (8 3) にふい褐 196 直口壺 欠 10 9 39 12 5 杞

翌 欠 16 4 (4 7) にぶい杓 197 直口森 欠 (11 2) にふ咽杓

翌 欠 15 6 (5 2) にぶい筑杓 198 小旦丸民壺 完 82 11 5 杞

空 欠 15 0 (8 0) にぶい栢 199 小型t』蒻 完 88 9 5 杞

翌 欠 14 7 (4 9) にぶ＼屯t 200 小型団瓜届 1/5 10 0 (7 6) 栢
祖ヰ 欠 116 (12 4) 明赤褐 201 祖ヰ 欠 (110) (4 6) 橙

翌 欠 15 0 (3 7) にぶし堪t 202 翌 欠 11 7 (4 6) にぷい黄橙

呪 欠 14 0 (3 5) にぶし堪t 203 究 欠 12 9 (5 8) 橙

君 欠 11 9 (4 8) 橙 204 尭 欠 14 8 (3 9) にふし斗登

甕 欠 1-l 3 (7 0) 梧 205 症 欠 l.i 0 55 にい濯消

挫 欠 15 0 (81) 持 206 咄 欠 l.i 0 (7 7) 桔

祉 欠 16 0 (4 2) にふ＼消 207 祉 欠 (12 0) (3 3) ビぶしヽ 恰

裁 欠 13 8 (5 8) 灰黄鉗 208 祉 欠 13 0 (3 9) ビぶしヽ 桁

祉 欠 13 1 (6 9) にぶ＼斗弁 209 嘘 久 (13 "1) (3 8) 柏

去 欠 16 0 (5 7) 朽 210 笠 欠 96 (5 8) 柘

::::' 欠 18 6 (7 0) にふい朽 211 1!: 欠 10 6 48 (10 3) にふ湛杓

翌 欠 il4 6) (5 7) にぶい杓 212 翌 完 72 12 6 にふ咽杓

翌 欠 13 6 61 にぶい筑杓 213 空 欠 13 0 (4 4) にぶい桁

空 欠 13 6 (5 4) にぶ咽橙 214 甕 欠 13 6 (4 6) にぶい柑

翌 欠 10 S (4 7) 橙 215 甕 欠 17 0 (4 3) にぶい橙
祖ヰ 欠 11 4 (6 8) にぶい仇橙 外『内1!1叫:;,+f 216 祖ヰ 欠 16 4 (10 6) にぶし屯橙

翌 欠 110 (5 9) 灰褐 217 翌 欠 15 9 (8 O) 橙

呪 欠 39 (4 0) 灰褐 218 究 欠 14 0 (7 2) 橙

君 欠 60 (2 8) にぷい黄橙 219 尭 欠 14 0 (6 71 にふい黄橙

甑 欠 56 (7 3) にぶ噴罰 220 症 欠 14 8 (711 にい濯消

挫 欠 44 2 25 灰黄紺 221 咄 欠 l.i 7 (8 9) にふ,,,黄拾

祉 欠 39 (5 4) にふ＼消 222 鉢 糾 (216) (9 2) 恰

裁 欠 42 (7 0) :-ふい黄佑 223 鉢 糾 19 9 (6 2) ビぶしヽ 桁 U緑内面擬!LIil,!

祉 欠 2 9 (3 3) ビふい黄杓 224 尚杯 久 1;; o (7 6) 柏 杯孔下十ケズリ

鉢 欠 35 (5 8) にぶい柏 外面ユゼすサエ 225 高杯 欠 16 6 (5 8) にふ,,,菰j;',

鉢 欠 116 (6 5) ピふい闘杓 226 高杯 欠 14 6 (4 9) 杞

鉢 欠 12 7 (5 5) にぶい杓 227 尚杯 欠 (6 3) 杞

.lli.. 鉢 欠 (17 4) (5 5) にぶい赤褐 228 放彩盟台 欠 (3 8) にぶ遠心

塁14ci 一 鉢 欠 21 9 (6 0) にぶい栢 229 甕 完 54 52 にふ浙橙 手捏ね

翌 欠 50 (1 7) にぶ＼屯t 230 鉢 欠 68 (4 3) にぶい並橙 手捏ね

鉢 欠 12 0 35 76 橙 231 鉢 欠 68 (3 3) にふ,,,;i,橙 f捏ね

l1Z.. 鉢 欠 16 4 58 80 にぶい禎橙 232 鉢 欠 48 (2 5) 橙 f捏ね

148 鉢 欠 67 31 52 にぶし堪t 233 弥牛 I器鉢 」A’’ 43 23 にぶし混 f捏ね
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捐故 地 選構名 挿~別 怜神 状態
計I!I値cm

外面色詞 備考
掲載 地 坦構名 柚別 沿師 壮態

計im値cm
外面色聞 備考

番号 区 n径瓜径残閻 番号 区 n径底径残高

ユ W 河氾 1 土傭附 尚坪欠 (4 9) にぶ＼斗弁 千rrね 315 I土沿溜ま 須恵滞 杯祷欠 (2 25) 灰1'1＿ 2" — 弥生土附 台（寸鉢 ほぼ完 59 4 55 ピふい前杓 手相ね 316 り2 半*1¥! 欠 81 (61) 灰

一22 3J 6 I 

土雌器訛 欠 (16 7) ピふい闘杓 317 廿・, 欠 (5 4) 灰

甑 欠 (4 ;i) (9 4) ピぶい岡杓 318 ""' "・ 欠 23 灰白

2つJ8 甑 陣 iS 5) (4 1) (2 2) にぶい杓 319 
』"・ 

欠 11 3 (5 4) 灰

冒
甑 細 iH) 09 杓 320 席 欠 (8 3) 灰白

須忠閤翌 細 内外ナデ 321 帝 欠 13 2 (9 7) 灰
祖ヰ 細 66 内外ナデ 322 壺 欠 (5 9) 灰

旱 v汗J迫 1 弥牛 I器 無頸壺欠 11 7 113 にぶい禎橙 323 壺 欠 (7 2) 肱

翌
互~ 細 (41) 橙 悲I乱による『h甘文 324 究 欠 27 8 (71) 灰

鉢 欠 19 0 32 (51) にふ＼斗登 325 尭 欠 (21 9) (6 41 灰

竿 蜆塩I母欠 (4 5) にぶ噴罰 外血指ナデ 326 晶杯欠 (9 9) l火 長方形透孔

竿 I陣船鉢 欠 12 3 (5 2) にふ，'頃黄拾 327 硯 欠 10 6 (7 5) I 5 l火 俎恵沿杯転m

.lli.. 閥杯欠 (81) 桔 328 丸北 跛片 108X78X肘29 灰黄 内布目

248 姐恵附裁 細 初期俎恵沿 329 半北 破片 lo 4Xl0 6Xl~l 8 灰白 ＇も悲9内府月 附rn
..ill.. ..!!!.迫樺に伴 須恵附 杯恭欠 13 S 41 仄黄 330 破片 ll 5Xll 9Xi73 3 黄灰 内布目

卓 .!l.わない旦 杯身欠 12 0 13 3 52 仄白 331 破片 12 2Xll 3XJ72 4 灰白 ：氾屯内訂月 ！刈月

251 I物 杯身欠 11 2 54 (3 0) 仄 332 阪片 99X66X阻22 仄白 il應片印罪 !Ii{月

1.§1_ m土堀栞 1青磁 碗 完 15 4 54 68 i 灰白 甜兄宝糸IHJCJつJ？つJ 破片 84X63X阻165 にふ咽杓 内刷毛目

25J ? 碗 完 15 9 7 0 ； 灰白 334 m土監溢ま 土師盟椀 欠 10 o 6 7 5 "1 灰白

詈
青白磁 合了蓋完 66 50 22 it 灰巳 屈安空糸12-

芦337 
り3 椀 欠 14 5 62 51 にふ浙橙

合了身完 58 28 ' : 灰 13C裏 面屁？ 椀 欠 14 0 61 49 にぶい並橙

"s:! 白 家合子出」 椀 欠 13 9 58 48 灰白

坐 一 肯柚 Ilil ーJらし 10 1 51 21 露 浅黄 龍呆空菜!HJC且 椀 欠 12 9 50 48 にぷい黄橙

皇
Ilil ;c 10 2 46 20 容 吹白

芦
椀 欠 14 9 (4 7) 灰白

Ilil ),L , 10 4 21 序 吹白 椀 欠 14 8 (411 にふい黄橙

卓 Ilil 欠 1175 (215) 宛 l火亡 341 椀 欠 141 (3 6) 灰白

卓 碗 細 67 (2 0) 界 l火白 342 椀 欠 59 (3 4) にふ,,,黄拾

塁
I岬舟 nn. 欠 83 ti 0 I 3 ビふい黄桔 343 椀 欠 7 0 (2 ti) 灰黄桔

nn 欠 75 5 35 14 浅黄朽 344 椀 欠 63 (2 4) 灰白

jg  nn 欠 72 52 I 25 戊黄朽 345 椀 久 61 (2 2) 灰1'1

旱 1111 欠 76 88 16 ピふい前杓 346 椀 欠 68 (3 0) 灰白

264 土欺菜2土雌器 1111 欠 118 (2 6) にふい朽 347 椀 欠 61 (2 0) 仄白

1§.. I土堀 4 土誦芹 尚杯 欠 220 (47) 杓 303と接合 348 椀 欠 63 (14) にふ咽杓

1Q§_ ,5 平瓦 破片 97Xl44X肘28 にぶい筑杓 内巾目、外社H349 皿 完 78 62 13 戌位杞 板目

旦亡
土師器朴 欠 13 8 78 34 明赤掲 350 皿 ぽぽ完 78 61 13 灰位褐

朴 欠 llO 60 (2 9) 橙 351 皿 ぽぽ完 76 5 7 12 灰白 ヘラキリ

坐 朴 欠 10 3 117 ?J? J にぶ＼屯t 352 皿 ほぼ完 80 56 l 4 灰白 ヘラキリ

ユ P4 Ilil 欠 1n 12 橙 353 皿 欠 79 61 165 肱白 ヘラキリ

旱27~ 1 PS 阻色 I器椀 欠 13 9 (4 6) にぶし堪t内印 354 皿 欠 77 62 135 灰白 ヘラキリ

11・2 I I雨器椀 欠 80 (31) にふ＼斗登 355 皿 欠 84 66 (16) にふい黄橙 ヘラキリ

El.. P4 甕 欠 17 6 (5 9) 椿 356 皿 欠 97 61 20 灰白 ヘラキリ

_!_ 2"4 P6 丸且 破片 (10 2) (9 2) 3 25 灰白 357 皿 欠 90 60 2 -15 灰白 糸切り

言r- 溝 1 I岬舟杯 ほぼ尤 130 90 34 にふ＼消 358 鉛 欠 4.i 4 (20 0) ビぶい代

杯 ほぼ完 13 4 10 2 36 朽 359 I河近2 祖恵滞 杯器欠 灰

二 杯 欠 13 2 95 29 朽 360 杯祷欠 (I 3) 灰

ユ 杯 ほぼ完 12 6 89 33 にぶい柏 361 杯特欠 (2 3) 灰白

279 杯 欠 12 4 88 3 I ピふい闘杓 362 杯苦欠 22 7 (2 5) 仄白

杯欠 11 7 85 3 I にぶい杓 363 杯苦欠 19 8 (I 7) 灰白

朴欠 80 (2 0) にぶい杓 364 朴器欠 19 5 (I 65) 灰白 硯応用か

1ill 欠 15 4 13 0 15 にぶい栢 365 朴盤 ’パ lo 7 (2 0) 灰 硯転用か

1ill 欠 15 0 131 15 戊糾橙 366 朴 欠 (14 8) (19) 灰

Ilil 欠 149 131 15 にぶ＼屯t 367 朴 欠 lo s 12 3 3 5 灰白

Ilil 欠 146 13 0 17 にぶい禎橙 368 朴 欠 12 8 10 0 3 85 肱白

Ilil 欠 13 8 12 5 18 橙 369 I小？欠 1175 6 75 (3 55) 灰白

Ilil 欠 uo 90 22 にふ＼斗登 370 杯 欠 121 (4 6) 黄灰

Ilil 欠 17 6 13 2 215 にぶ准§ 371 杯 欠 (3 3) 灰白

阻色 I招 Ilil 欠 13 7 79 19 にふ，'頃黄拾 内患 372 皿 欠 (1 75) 灰白

枕欠 16 4 ti 8 40 ビふい黄桔 内黒 .,""," ., rm 欠 17 7 !ti! I 95 灰白

姐恵附 杯蓋細 (1 9) 灰 374 rm 欠 (I 3) 黄灰

溝 2 土傭附 尚杯細 (2 2) 明赤褐 375 rm 久 1;; 2 14 2 22 ビふ,,,黄杓

須恵附 杯欠 19 0 12 8 65 褐仄 324と接合 376 
,,, 

欠 (13 3) 11 7 135 灰

杯欠 12 8 10 0 36 仄白 377 廿・, 欠 52 (6 5) 灰

乎柑＼ 欠 10 8 (7 8) 仄白 378 ""' "・ 削 52 (2 8) 灰白

翌 欠 344 (10 7)仄 379 森？ 細 (2 3) 灰白

土器油ま 土師器 椀欠 16 2 66 65 灰褐 380 灰釉陶器存 削 (17 0) (15) 灰 芙来か
り1 椀欠 140 65 52 にぶ＼屯t 381 須忠器帝 軋 (3 0) 灰

Ilil 欠 86 58 16 にぶp褐 382 壺 欠 (3 ll 灰

I器油ま I暉器 盃細 2 1 (21) にぶし堪t 383 壺 欠 118 (6 2) 肱
り2 朴欠 uo 92 27 にぶい禎橙 384 症~ 欠 110 (5 2) 灰

杯欠 10 8 88 32 明赤褐 385 壺 糾l (16) 灰

緑釉肱J招 椀欠 12 45 56 415 灰白 ~？甜~ ,. 9甘0!'盤はれ～尚伐合半且 寄 敲片 (48) (2 2) 13 l火 飾且

387 鉢 釦 (20 5) (5 3) 灰白

I岬舟 nn 欠 1-l 0 13 3 !ti 桔 388 祉 如 (7 3) 灰

nn 欠 144 13 5 II にぶ＼斗粁 389 祉 欠 16 7 (4 4) 灰白

nn 欠 12 1 10 3 I 2 ビふい黄杓 390 土陣滞 杯祷閥 (I 3) ビぶし、社

碗欠 (3 0) 朽 391 杯特削 (0 75) にふ,,,菰j;',

杭欠 (2 3) 杞 392 呈"" 欠 16 8 2 1 ピぶい褐

.lQ2_ 黒色土閤 1111 欠 12 1 60 26 杓 内黒 393 呈"" 欠 10 2 (I 45) ピぶい掲

五止 椀 欠 (1 2) にぶい杓 内出 394 朴 欠 16 2 12 0 3 2 杞

旱J 汀.1 椀 欠 (5 0) 明赤掲 内出 395 朴 欠 131 95 3 35 灰位褐

土師閤翌 欠 (3 6) にぶい世橙 396 朴 欠 12 8 94 30 明赤褐

旱 鍋 欠 i8 O) (10 9) にぶ＼屯t 397 朴 欠 12 7 94 30 にぶし屯橙

314 灰釉掏器椀 欠 (2 7) 灰白 1'90 (9C伶fi Ill 且 朴 欠 12 85 93 3 95 橙
｛望り車れ娩ぎ 399 I小 欠 12 7 90 (2 6) 橙
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掲故 地 遠構名 挿~別 怜神 状態
計I!I値cm

外面色詞 備考
掲載 地 坦措名 柾別 沿師 壮態

計J!!値cm
外面色聞 備考

番号 区 n径瓜径残閻 番号 区 n径底径残高

旱 ［河氾 2 土i峠怜杯 欠 12 4 8 7 27 朽 477 II河氾 2 土陣滞 rm. 久 90 7 0 II 灰1'1

.ill. 杯 欠 12 0 81 29 朽 478 1111 欠 78 59 I 2 灰白

402 杯 欠 11 9 83 (3 2) にふい朽 479 1111 欠 73 5 7 I 05 戌甚杞

杯 欠 113 78 32 杓 480 青磁 碗 削 (34) 姦 仄

朴 欠 94 70 20 にぶい杓 481 碗 欠 (2 8) 露 灰

朴 ほぽ完 113 66 24 にぶい栢 482 III河迫2 須恵器 朴盤 ’パ (2 15) 灰

朴 完 98 58 25 にぶい世橙 483 甕 欠 (20 0) (8 0) 灰

閻H、細 (21) にぶ＼湛褐 484 土師器朴 欠 14 8 13 8 26 橙

高村、 細 28 橙 485 朴 ほぼ完 13 5 12 4 J?J ? 橙

l内朴細 (215) にぶい禎橙 486 椀 欠 80 (3 7) にぶし僭

Ilil 紺 (0 7) 橙 487 円色 I器椀 欠 91 (? 0) にふい黄橙

Ilil 欠 15 2 13 7 17 明赤紺 488 I~ 雁謡椀 欠 l.i 0 (4 71 灰白

Ilil 欠 13 2 10 2 12 にふ＼寸台 489 椀 欠 14 0 60 52 にふ,,,黄拾

nn 欠 1-l 0 118 (13) 桔 490 椀 欠 13 6 (ti 8) (4 5) 灰白

nn 欠 13~ 12 0 I 3 にぶ＼斗粁 491 椀 欠 14 8 (5 0) 灰白

nn 欠 12 9 114 (1 7) 朽 492 椀 久 14 8 (3 6) 戌黄柏

1111 欠 12 8 lll 14 朽 493 椀 欠 10 75 3 95 灰白

1111 欠 13 0 11 7 I 8 杞 494 椀 欠 仄白

1111 欠 118 95 14 杓 495 椀 欠 (I 85) 灰白

Jill 欠 118 95 14 杞 496 皿 欠 76 2 35 沙、,,:.山,, 

Jill 完 92 62 19 にぶ咽橙 497 皿 欠 (9 6) 6 7 18 戊位杞

Jill 欠 10 0 62 13 にぶ＼屯t 498 皿 欠 78 62 14 灰白

椀 欠 il9 9) 67 にぶ＼屯t 499 皿 欠 75 63 135 にぶし屯橙

椀 欠 143 75 40 灰黄褐 500 皿 欠 64 5 4 16 にぶし僭

椀 欠 118 43 灰禎 501 白磁 碗 欠 (15 8) (4 3) 露 l+-白

椀 欠 76 (3 2) 橙 502 碗 欠 15 0 (4 3) fill l;k白

椀 欠 (3 7) にぶ噴罰 503 碗 欠 14 8 (4 05) 究 l、K白
緑釉貼招椀 細 (1 7) 茫緑色 孔団 狐lllOCllギ504 碗 欠 (3 2) ~ I火白

黒色 I僻 nn. 欠 12 7 2 05 ビふい黄拾 内黒 505 碗 如 (1405) (2 8) 西灰白

nn 欠 12 4 80 2 I にぶ＼斗粁 内黒 506 rm 欠 90 (I 3) 臨仄白

枕 欠 72 (4 7) ビふい赤図 内黒 507 rm 閥 (I 9) 臨如'1

碗 欠 [.j 0 (3 9) ピふい猜杓 内黒 508 盲磁 1111 削 (0 8) 澁 仄白

杭 欠 15 0 (4 0) にふい朽 内黒 509 須恵器 つね鉢欠 (21 "1) (41) 灰

拗 欠 [.j 0 10 2 (3 8) ピぶい岡杓 内黒 510 椀 削 96 (4 2) 灰 糸切り

椀 欠 118 4 85 にぶい筑杓 内出 511 椀 細 60 (I 9) 仄白 糸切IJ

椀 欠 12 4 60 43 にぶ咽橙 内出 512 什丸瓦瓦当 阪片 88X87X厚27 にふ浙橙

椀 欠 15 にぶ＼屯t内黒 513 丸瓦 岐I', 79X61X屏20 にぶい並橙

土師器椀 欠 15 S 5 75 仄白 514 阪I', 115X92X屏32 灰白

椀 欠 15 8 62 5 4 にぶい禎橙 515 平瓦 破/', 8 !Xl2 6X屏20 1j(黄

椀 欠 29 灰白 516 阪片 100X98X厚195 淡黄

椀 欠 (1 9) 灰白 517 V油道3 I師器皿 欠 90 56 22 にふし斗登

椀 欠 62 (15) 灰白 518 皿 欠 49 (13) にふし湘

Ilil 欠 13 65 83 27 浅黄枠 519 皿 欠 80 5 1 12 ！こぶしヽ桔

nn 欠 90 6 ti I 2 灰白 520 rm 欠 10 ti (2 0) 灰黄

nn 欠 88 82 I 2 浅黄朽 521 白慮 碗 欠 17 3 (4 5) 臨仄白

須恵 附 枕 欠 16 8 (3 3) 仄1'1 522 碗 閥 58 (2 I) 臨如'1

相ね鉢細 131 0) (5 3) 黄仄 523 碗 削 (16 8) (2 4) 澁 仄白

土帥器 士 欠 19 7 (5 65) ピふい闘杓 524 碗 削 (17 0) (2 8) 姦 仄白

翌 欠 16 4 (3 5) ピぶい岡杓 525 碗 削 (4 0) 姦 仄白

翌 欠 110 にぶい褐 526 須恵盟 捏ね鉢欠 21 0 (4 6) 仄

鍋 細 にぶ咽橙 527 鉢 欠 21 0 7 2 66 灰

咆 細 i6 5) (6 0) 20 出褐 528 n乎瓦瓦当 岐I', 70Xl19X屏41 にぶい橙

哨 細 ilO 4! (7 4) にぶ＼屯t 529 T瓦 阪I', 59X9]X屏28 灰 須也閂

咆 細 i7 8) (112) 2 4 にぶし堪t 530 破/', 56X72X原15 肱白

丸瓦 破片 57X7X犀35 灰白 531 阪片 93X73X屏23 肯灰 須也質

破片 18 6X7 7X罪28 灰 532 丸軋 破片 173Xll5X厚24 灰白

破片 17X8 3X阿29 にぶ噴罰 533 IV逆桔に付 I~ 雁謡椀 欠 97 41 -ll 浅黄桔

破片 9.iXlうX同33 灰 534 わないi世姐恵僻舟 欠 80 (3 6) 黄I火

半北 破片 o7Xti2X原2ti 灰 須恵質 535 物 I陣滞鉛 欠 37 6 (10 9) 黄灰

破片 16 4X!5 4Xl~3 2 仄白 536 半北 破片 (15 1) (16 5) 36 ビぶい柘

破片 uox119xms 仄1'1 537 V 染(J 碗 久 (2 95) 臨如'1

破片 1.i 6Xl3 oxJn 68 仄白 538 淘滞 椀か1111欠 (3 3) 臨 仄

破片 122Xl4!X捏245 ピふい闘杓 539 染（寸 仏飯器欠 (4 75) 姦 仄白

463 TI河道2 須恵閤杯 欠 15 6 10 8 61 仄 540 箱形湯呑欠 76 (4 7) 姦 仄白

~ 椀 欠 74 (2 8) 褐仄 541 碗 欠 81 30 "12 露 灰

璽
'~ <, 欠 58 (3 8) 灰 542 紅猪nx 72 (3 0) 露 仄白
窃~~ 細 (3 4) 灰糾 543 紅猪n欠 69 26 31 露仄白

鉢？細 (2 2) JJ, 544 白磁 碗 欠 80 (4 6) 露快白

竿 Ilil 欠 15 0 13 3 13 にぶし堪t 545 紅猪n欠 55 26 1 5 痒 l+-白

岳
阻色 I器椀 欠 (185) 浅禎橙 546 紅緒口欠 41 2 4 12 露 l+-白

緑釉掏器 椀力、Ilil欠 70 (13) 茫緑色 近江lOC太，段匡 紅糾n欠 45 15 16 fill l;k白
状閥台、 i祖問 548 欠 89 (5 9) 究 l、K白

471 椀 欠 58 (2 2) 烹緑色 近；me怜上、 匝 欠 (? 65) ~ I火白
段状扁台、 I~店 550 欠 7 9 (3 3) 西灰白

4-, 2 古屈 /rJii 欠 7 7 (21) 臨灰『 地州空9C後 巨— 低j怜 rm 欠 116 54 24 臨仄白
半へlOC前半 552 III 1'1磁 rm 久 32 (2 0) 臨如'1＿ 47° 土且峠附 碗 欠 15 2 (4 6) 淡朽 553 淘滞 1111 欠 345 (27) 澁 仄黄 店津

----2 447-/ 4 -
杭 欠 12 8 50 52 仄白 554 V 陶器 椀 欠 50 (I 8) 姦 仄白

拗 欠 116 37 仄白 555 備即焼 拙鉢欠 (to 2) (3 3) 灰赤

476 白磁 碗 欠 (15 7) (2 2) ； 仄白 556 淘盟 鉢 欠 7 8 (3 2) にぶい褐
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表6 石製品一覧表

総社遺跡
紺戟

迅構名 地 器種 al測値 (mm) 咀呈
材質

残仔 紺戟
追梢名

J也
器種

al測値 (mm) 咀呈
材質

残仔
番号 Ix 最人長最人粽品人n (g) 状態 番号 Ix 最人長 最人粽 品人nI、g) 状態

＿早 洒1 lI n鋲 18.ci 11.5 25 0 52 サヌカイ 1、完 Sl4 班栴に1半わ V n鉱 25.ci 15.5 55 182 サヌカイ 1ヽ ほぼ完

三
ll n鏃 16.0 15.0 2.7 0 49 サヌカイ 1ヽ ほぼ完 Sl5 ない VI n絢 21ふ 12.5 25 0 41 サヌカイ 1ヽ ほぼ完

ll 石銑 17.0 14.5 3.0 0.65 サヌカイト ぽぽ尤 S16 VI石紘 25.0 17.0 3.0 0.98 サヌカイト ぽぽ尤＿ 
lI 石鏃 20 . .i 13.8 3.0 0 57 サヌカイト ぽぽ尤 Sl7 汀［石鉗 24 . .i 17.0 3.0 1 03 サヌカイト；こ＿ 
V 石鏃 20 . .i 15.5 3.7 0.93 サヌカイト欠 Sl8 11 石銀 27.0 14.0 3.0 0 73 サヌカイト ほぼ；L

―号 lI 石鏃 32.3 25.0 5.0 3.7 サヌカイト欠 Sl9 ［石鉗 26 . .i 15.0 2.8 0 75 サヌカイト ほぼ尤

＼＇石銀 28.3 11.5 3.6 114 サスカイト完 S20 ［石嶽 35 . .i 16.0 32 134 サスカイト ほぼ完

S8消 4 石鏃 18.0 15.0 3.0 0 59 サスカイト ほぼ完 S21 1lllす」投石包丁 82 55.0 12.0 73.41 サスカイト欠

S9 遠構に伴わ I 石説 24.0 16.0 35 0 75 サヌカイト ほぱ完 S22 ,1 ズクレイバー 49.ii 33.5 7 5 9 79 サヌカイト欠

ゴ
ない I 石鉱 14.0 10.0 2.0 0 28 サスカイト I宇 S23 ,1 スクレイパー 30.0 29.0 3.6 3 38 サスカイト欠

v石糾 2.0 14.0 2.3 0.6 サヌカイト ぽぱ完 S24 塚 W エ 18.0 任14.0 5 31 メノウ 完

＿旦三 V n鉗， 23.0 13.2 2.8 0 71 サヌカイト完 S25 TI 工？ 21.ci 6.0 5.0 132 才、製品

S13 V iJ鉗 24.0 15.5 3.0 0.99 サヌカイト ほぼ完 S26 塚土（本部 v1 iJ臼 ifl43 108 化岡岩 欠

金井戸遺跡

材質
掲戯

逍構名
地

沿栢~ I ロ土1-1戸1畑I口胆上J¥叫JIJ[[l口/土戸I圭I-エl I 材質
番号 区

i世構：ご件わ 石帯 25 7 31 7 5.4 9.4石英脈 S3 砥石

北溝手遺跡
地

器種
計測値 (mm) 屯呂

材質
状 此 戟

泊I竹名
地

器種
計測値 (mmi 屯鼠

H質 状 I 伽)5
区 股大長屈大帖鼠大比 (g) 態番号 区 殴大長阪大粽最大捏 (g) 態

氾J迫 1 llll 砥仁 146.5 64.5 36 488 81 流紋岩 完 S6 M迫 2 ］ 台わ 120 2 91.5 90 0 1512.3 完

氾J道 2 11 鈍型 43.9 49.3 16 0 34 74 砂岩 欠 S7 II 砥石 23 32 19.5 19 101 流紋岩 欠似粒

錆型 38.7 36.8 17.4 26 74 砂岩 欠 S8 砥石 52 95 46.4 18.4 101 流紋岩 欠斑晶なし

鉗型 2.i.O 10.9 18.6 5 87 砂岩 欠 S9 I11石鉛 75 0 55.8 28 0 10 1 消石 欠破血仙肝

低石 122 67.2 54 590.3 流 船岩欠

表7 金属製品一覧表

総社遺跡
紺戟

迅柚名 地 器種 中才 川測i直 (mm) 堕留 v: 態 仙考
紺戟

迅構名 地 芯種 H ali則H直 Imm) 咀呈 状 伯考
番号 Ix 限最人長最人柚最人n (g) 番号 Ix 紐品人長最人船最人)';' (g ! 態

~n 堀2 VI鉄板 鉄 73.0 52 0 7.0 35.99欠 1!18 塚坪上上千 ¥1 iii 鉄 42.0 4.5 48 2 79欠

~12 掘4 釘 鉄 47.0 55 6.0 3.82欠 1!19 塚北斜血表 I 釦 鉄 76.0 4.0 40 65 欠

~13 掘6 I'i' 釘 鉄 28.0 41 4.0 1.34欠 :¥120 塚北斜血表 I 釦 鉄 73.0 4.0 40 914欠

~16 I塁北斜曲卜曲 釘 鉄 67.0 60 6.0 816欠 :1121 塚南窪地 釦 鉄 56.0 13.5 80 27 57欠

~]7 I坦東南流 I 釘 鉄 58.0 42 4.2 5.22欠 ~!22 塚 煙芦~ 銅 67.3 7 64 吸口

:1]8 I坦盗 I下燒 I炭屑 釘 鉄 33.0 40 4.0 2.64欠 ~!36 遠楠：こ（平わない 釘 鉄 44.3 5.0 48 4ti5欠

:119 十．旱南流十． 似板 鉄 32.0 17 0 4.5 6.33欠 ~137 釘 臥 46.5 4.5 45 462欠

:1110 土旱北祝 鎖先 鉄 75.0 43 0 8.0 70.41欠 :1138 釘 鉄 53.0 5.0 55 3 54完

:¥Ill 土半北斜面 仲笹 銅 70.0 10 5 2.0 15.69欠 吸口 :1139 釘 紗、 83 2 4.5 60 g 64欠

:1112 土半盛土 目門 銅 33.0 12 0 4.0 2.43宇 鍍命 ~140 釘 ぶ人 119.0 7.0 70 16 03欠

:lll4 塚巾究地 釘 鉄 47.4 40 4.5 3 76欠 ~141 替 銅 113.0 4.0 1 0 192完

!ヽ15塚土手巾半 釘 鉄 59.0 4.3 4.0 41 ほぽ完 ¥142 替 銅 129.5 6.0 20 5 09完

,116 塚北針面表土 釘 鉄 69.0 40 3.0 4.8 欠 }143 刀 鉄 52.5 25.3 245 15 63 欠柄部

,117 塚北糾面表土 釘 鉄 66.0 40 3.0 6.06欠 }144 小柄銅 95.0 15.0 1 0 15 04 欠柄

金井戸遺跡
掲載

迫梱名 沿柚
H Jtil!Uf直 (mm) 贔埜

状態 備考
掲載

迫栴名 怜釉~
材 ~H!%直 (mm) 軍呈

状態 備考
番号 質最大長最大柏最大厚 (g) 番号 質最大長最大幅最大厚 (g) 

ユ 建物6 以 535 38.5 31 24.8欠 板状 Ml9 遠構に伴わない 釘 鉗、 59.08 6.5 5.0 15 2 欠

告
釘 り、 315 4.5 20 1.3欠 M20 釘 鉄 29.3 5.0 5.0 47欠

釘 妙、 515 10.3 3.6 57 ほぽ完 M21 釘 鉄 27.6 4.1 41 2.8欠

M4 土壊l 釘 鉄 47.8 10 I 68 12.4欠 M22 釘 鉄 2174 6.4 5.9 82欠

~15 炉3 釘 鉄 1489 3.5 23 0.4欠 M23 釘 鉄 55.63 4.0 5.0 61欠

M6 ti穴16 釘 鉄 68 11.8 61 23.2欠 M24 釘 鉄 56.29 7.7 6.3 3.9欠

w li穴22 釘~ 鉄 72.44 5.5 5.6 12.4 ほば完 M25 釦 鉄 48.26 5.3 5.0 6.3欠

~18 ti穴35 釘 鉄 2325 4.0 40 1.4欠 M26 釦 鉄 52.46 8.9 9.4 181欠

~19 Ii穴29 釘 鉄 3306 6.2 42 2.3欠 M27 釦 鉄 39.77 8.4 3.9 4.9欠

~no 柱穴36 釘 鉄 35.6 5.2 40 4.0欠 M28 !ii 鉄 40.7 15.5 8.8 9.5欠

~lll 柱穴26 釘 鉄 9158 8.0 85 23.3欠 M29 海老錠 鉄 88.8 27.6 67.3欠

~!12 柱穴3 士抜き 鉄 81 251 20 8.0欠 M30 )T  琴？ 鉄 31.9 25.2 8.3 111欠

l¥Jl3 柱穴22 紡錘中 欽 9803 47.0 60 29.2欠 M31 )T  琴？. 鉄 36.5 21.0 1.9 5.5欠

旱 泊J珀 ))--f 欽 87.7 12.0 31 12.6欠 M32 JJ--f 鉄 33.39 4.3 115 3.0欠

玉旦． 釘 紗、 32.3 6.0 60 5.0欠 M33 J)--f 斜、 63.3 12.0 32 9.8欠

Jill§_ 釘 以 51 6.5 55 4.5欠 M34 鉄 281 4.6 35 2.4欠

~117 釘 り、 652 8.2 70 18.5欠 M35 鉄 28.9 4.0 31 I 2 欠

~118 浬構に伴わない 釘 妙、 5789 7.9 51 7.4欠
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北溝手遺跡
紺戟

迫梢名 地 器種 H ali則11直 Imm) 咀呈
状態 仙考

心戟
追構名 地 器種

材 ,I測他 (mm) 咀品
状態 （1甘考

番号 Ix 頌最 人長 最人 帖最 人17- (g) 番号 Ix 直最人長最人輻屈人I~ (g) 

迂
河迫 2 I鋲 鉄 3753 15.3 3.43 2.9 欠 M26 圃迫 2 II 鉗、 鉄 85.7 17.4 9.3 10.65欠

釘 鉄 48.6 29.45 6.07 13.91欠 M27 録 鉄 251 13.6 3.9 2.86欠

.!!1.._ 釘 鉄 7126 1012 7.23 1132欠 M28 JJ子？ 鉄 291 10.4 4.0 2 56欠

旱
釘~ 鉄 3936 7.92 7.71 9 54欠 M29 j]] 沖 鉄 421 57.2 15 5 61.33欠 椀形

旦
釘 欽 35 11.2 6.8 614欠 M30 銑 鉄 501 16.7 65 81 欠

釘 玖 2888 8.84 5.03 2.7 欠 M31 鉄片 鉄 25.0 38.0 4.2 4.76欠

..hlL 釘 以 367 8 5.7 3 27欠 M32 釘 鉄 61.5 8.5 6.4 .i 7 欠

..hl§_ 釘 以 47.3 8 72 612 4 28欠 M33 釘 鉄 48.4 9.3 6.3 6.5 欠

迂
釘 り、 49.3 7 7 8 37欠 M34 釘 鉄 35.9 6.9 5.0 3.09欠

釘 り、 58.47 1114 9.98 9 02欠 M35 釘 訊 29.8 7.5 41 2.94欠

~Ill 釘 鉄 46.9 ， 8.1 6 74欠 M36 釘 鉄 119.0 12.8 13 5 4411欠

釘 鉄 317 77 6.5 3.45欠 M37 ば構に件わないば m釘 鉄 371 7.4 2.8 1.32欠

釘 鉄 lll 9.8 6.7 2519欠 M38 物 釘 鉄 40 2 9.6 45 3.03欠

釘 鉄 655 12.8 7.9 22.3 欠 M39 釦 鉄 39.5 4.9 5.3 218欠

刀了 鉄 92.9 11.2 4.6 7 32欠 M40 釦 鉄 26.5 7.7 4.0 178欠

刀了 鉄 70.0 21.0 4.1 16 77欠 M41 W 釦？ 鉄 29.0 12.7 13.8 7.05欠

鎌 鉄 67.3 18.8 2.1 1018欠 M42 釘 鉄 31.2 6.0 45 1.83欠

11 釘 鉄 404 9.3 7.8 7.63欠 M43 翌 ？ 鉄 62.0 15.0 9.2 251 欠
釘~ 鉄 471 9.7 5.9 411欠 M44 ill 釦 鉄 51.6 14.7 4.9 619欠
？ 欽 39.9 34.7 8.9 6 89欠 M45 雁又銀 鉄 58.3 21.7 6.3 5.71欠

釘 玖 51.3 5.4 5.6 1.65欠 M46 雁又銀 鉄 45.4 23.0 55 .i.2 欠

釘 以 53.8 8.0 7.0 7 07欠 M47 石哭？ 鉄 561 14.ti 10.0 17 22欠

釘 以 577 12.9 11.4 12.4 欠 M48 
., 

鉄 29 2 4.9 5.4 4.67欠

鉗？ り、 58.0 6.0 6.3 815欠 M49 刀--f? 鉄 49 2 15.0 8.8 10 54欠

釘 り、 732 92 9.6 16.64欠 M50 ［キセ）し銅 69.0 10.9 10.4 11.68欠 線刻
？ 鉄 12 04欠 鉄片 （吸口） あい

表8 銭貨一覧表
総社遺跡

拍載
迫楠名 地区 沿柾 材質

乳十祖til直 (mm) 重旦
状態

担載
迫横名 地区 僻柚 材質

日t阻Uf直 (mm) 出旦
状態 備考

番号 昂大i予最大匝 (g) 番号 昂大仔昂大厚 (g) 

ユ 溝9 ¥1 天聖冗古 銅 24.5 1.3 2.78尤 M28塚 v1 附冗通古 鉗 24 0 1.0 219尤

~JS 煕学冗む 鉗 24.0 1.5 2.12 ほぽ尤 M29 塚主休乱じ v1 祥符冗古 紺 251 II O ". .J―) 、.,’L’ 

1¥113 土旱 ¥1 刈i寛水通臼 剃 2s.s 1.1 3.64完 M30 下がり ＼哺 寛水迎吉 紺 24 7 3.07 2.96完 i久銭1愈廿

ユ塚 ¥1 玉Ji寛水抽窃 銅 241 1.0 2.16完 M31 寛水迎音 銅 25 0 I 2 2.89完 鉄銭1愈者

旱 研克水泄官 剃 2ii.O 1.1 3.04 I完 M32 克aJc迪吉 鉄 251 1.98 I 29 完

言
新克永通臼 鉗l 24.8 1.2 3.49完 M33 至直元古 姐 24.4 I 2 319完

新寛 永通臼 鉗l 22.9 1.0 2.08完 M34 遠惜に伴わ ¥1 新寛 d,油古 氾 23 5 1.0 2.35完 背付

新寛 永通伝 銅 24.5 1.0 2.2B完 M35 ない 新寛 永通貨 銅 25 0 1 2 4.01完

三
北溝手遺跡

胃三ニ 備考

LOtil~ 

表9 土製品一覧表
総社遺跡

門El舟日□ l~lii:,1; 旦9戸〗;::::胃I泊構白ニドにf咀靡二胃旱~い：
金井戸遺跡

紺戟
泊I竹名 器種 状態

計測値 (mmi 屯足
色品

担載
泊構名 器種 状態

計測値 (mm) 屯鼠
色伐

番号 屈大 長屈 大船 屈大 捏 (g) 番号 屈大長屈大船屈大屈 (g) 

COOl 建杓6 羽n 欠損 113.2 78.9 32 0 394 43 渇色 C017 柱穴30 I錘 、,c.. 
34 11 3.6 3.74 貨灰

C002 佳物10 I鍾 ほぼ；し 58.8 14.5 42 916 にふし噴t橙 C018 柱穴31 I錘 欠 36 12.4 3.2 510 焦褐

C003 日芯1 I錘 、,＇cヽ 39 5 9.5 35 3 85 にふ＼泊黄橙 C019 柱穴23 I錘 欠 40 8.9 2.8 3.00 にぶい黄橙

.£.Qll±_ 1は7 I錘 、"’’ 55.3 20.6 43 18.42 l火黄 C020 柱穴45 I錘 欠 26 lU 3.2 1.96恰

二 ほぼ；L 46 181 3.9 10 85 吸黄 CO2! 柱穴38 I錘 欠 16.5 9.7 3.8 1.03 灰白

~ 
完 47.3 16.3 37 10 19 灰黄 C022 柱穴41 十鉦 欠 13 7.5 31 0 56 浅黄恰

ほぽ完 461 14.5 3.6 6 80 灰黄 C023 柱穴19 土L 完 21 7 22.1 10 13 にぶし]杓

二 ほぼ完 45 5 16.3 38 10 ll にぶい桁 C024 河逍 ±綽 完 52.8 18.6 4.3 15.43 にぶい黄杓

CCc0Oo0n lO 9 
ほぼ完 44 2 18.5 40 1150 にぶい桁 C025 完 49.3 19.6 3.9 1514 にぶい杓

ほぼ完 461 15.2 37 8 09 にぶい戟杓 C026 完 お7 16.2 J?? .J 10.65 にぶい苗杓

欠 21 10.6 2 7 1.61 灰位褐 CO2? 完 49 2 16.8 3.4 11.04 にぶい杓

C012 土堀10 土錘 完 46 17 3.9 10.95 にぶい•位柑 C028 完 47.6 16 3.9 8 72 にぶい晶恰

C013 村穴49 土錘 完 48 5 17 7 45 1138 にぶい鼓橙 C029 完 471 17.4 3.9 10.90橙

C014 ti穴35 土錘 ほほ完 54 13.2 35 6 54 吹白 C030 欠 fa9 16.5 3.9 8.73 にぶい褐

C015 Ii穴33 上錘 ほぽ完 48 12.4 32 6 75 吹白 C031 ほほ完 56.4 11.8 35 6.75 灰共褐

C016 柱穴39 I錘 、,.c、 49 10.8 35 418 吹白 C032 ほぼ；し 56.8 13.4 35 8 51焦
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掲故
遠構名 滞柚 状態

ilti!!Uf直 (mm) 正甘f
色批l 掲故

坦措名 怜柚 状態
Jtil!Uf直 (mm) 軍呈

色閲
番号 最大長最大輯最大厚 (g) 番号 最大長最大輻最大厚 (g) 

jJfil 河茫 土鍾 ほぽ完 54.9 13.5 33 8.60 にぶい黄杓 Cll8 出土土鍾 土鈍 完 37.6 11.8 28 3.68 灰1'1

二 I完 51 7.5 30 6 55 にぶい黄柏 Cll9 ぽぽ完 37.5 13.2 32 4 56 灰白

二 完 49.4 15.8 4.4 9.92黒 Cl20 完 37.4 15.2 2.9 7 27 にぶい戟杓

C036 ほぼ完 50 12.2 32 6.60 にぶい戟杓 Cl21 完 37.4 12.6 30 4.07 にぶい杓

C037 ほぼ完 46 121 J?? J 4.65 褐収 Cl22 完 J 巧 .J？ 12.1 28 3.81 仄褐

CC03038 9 
ほぼ完 45.2 12.9 3.4 6.68 喝灰 Cl23 完 J 巧 .J？ 12.5 30 4.21 にぶい戟橙

ほぼ完 44.2 12.5 31 6 29 灰白 Cl24 完 3 73 12.6 30 4.06 汲英橙

~ 完 43.9 131 3.9 6 70 にぶ＼洪橙 Cl25 完 37.2 11.8 30 4 45 にぶ＼洪橙

C041 羽n 欠 53.2 481 30 0 79.67吹 Cl26 ほぼ元 37.2 13 30 4 46 灰白

CC00442 3 
出 II錘 I錘 、,.c、 46.2 13.7 27 6 45 にぶし涅t Cl27 、,c.. 371 12 30 3.80 にぶい貨橙

、,＇cヽ 45.6 12.7 30 510 吹白 Cl28 、;C•• 37 13 31 4 52 灰白

.£.Q1±_ 、,’c’ 441 13.6 30 5 86 l火白 Cl29 、;C’’ 37 12.4 30 4.30 I火白

.£.Q§_ 、"’’ 43 5 13.3 30 5.43 黄l火 Cl30 、>’L’ 37 12.6 30 4.33 にふ溝恰

旦
、",, 43.3 l'.27 30 5 20 吸白 Cl31 、>.L• 37 12.5 32 4.33 灰白
‘元ー＇ ヽ 43 14.8 32 6 51 灰門 Cl32 ほぼ光 37 13.1 31 4 58 にぶい黄恰

~ 完 42.9 12.8 28 5 51 灰黄 Cl33 ぽぽ完 37 11.6 2.95 3.69 にぶ＼噴黄杓

二 I完 42 7 12.4 30 4.61 にぶい黄柏 Cl34 ぽぽ完 37.3 12.9 28 510 にぶ＼中

C050 完 42 2 12 7 28 4 74 吸白 Cl35 完 36.9 12.1 33 3.91 にぶい杓

ほぼ完 42 12.6 32 4.63 吸白 Cl36 完 36.9 12.4 2.9 4.05 灰白

完 42 13.3 31 5 25 収白 Cl37 完 36.9 12.3 3.4 3.92 仄白

完 41.8 13.6 28 5.47 灰白 Cl38 完 36.8 12.2 2.9 4 59 灰白

ほぼ完 41.8 13.2 28 4 57 灰白 Cl39 完 36.8 12.3 2.9 4.22 灰白

完 41.8 13.7 28 5 30 にぶ＼洪橙 Cl40 完 36.8 12.8 2.9 4.27 浅仇橙

ほぼ完 415 12.7 J00 J 513 吹白 Cl41 完 36.6 13.6 27 5.08 にぶい黄橙
、,.c、 41.3 12.6 30 4 59 吹白 Cl42 、,c.. 36.8 13.8 2.9 5.65 にぶい橙
、,＇cヽ 41.2 14.2 2.9 5 58 にふし噴t橙 Cl43 、;C•• 36.7 13.5 32 4.93 灰白
、,’c’ 41 11.8 32 4 24 l火白 Cl44 、;C’’ 36.5 11.3 27 3.69 にぶし a黄恰

、"’’ 41 13.5 27 5 07 明褐l火 Cl45 、>’L’ 36.5 11.8 30 3.98 褐I火
、",, 40.9 131 2.9 4.95 吸白 Cl4ti ほぼん~ 36.5 13.3 2 7 4.86 にぶしゃ
‘元ー＇ ヽ 40.6 131 2.9 5 01 にぶい黄桁 Cl47 ‘元一. . 36.3 11.5 32 3.46 灰白

完 40.3 12.9 30 5 21 にぶい黄杓 Cl48 完 36.3 11.6 32 3.88 灰1'1

I完 40 2 13.4 2 7 5 22 にぶい柏 Cl49 完 36 2 11.6 30 3.90 にぶい黄杓

欠 401 12.6 2 7 4 05 吸白 Cl50 完 36 10.6 3・1 3.36 灰白

ほぼ完 401 13.8 J? ぐJ） 5 24 吸白 Cl51 完 3ci.6 12.9 J? つJ 4.03 灰白

完 40 12.3 30 4 35 にぶい凶樹 Cl52 完 3ci.6 12 30 3 55 仄白

完 40 121 2.9 4 73 灰凶 Cl53 完 3ci.5 12.5 27 4.28 明褐灰

完 40 12.4 31 4.66 にぶい鼓橙 Cl54 ほぽ完 3ci.4 10.5 28 2 73 灰白

完 40 13.3 2.9 5 28 吹白 Cl55 完 JっJ— .J? 11.8 30 4 47 灰白

完 39 5 12.7 35 4 47 吹白 Cl56 完 Jr J 11.8 28 3.67 灰白
、,.c、 39 5 13.2 J00 J 4.90 吹白 Cl57 、,c.. 

JoJ - 11.7 28 3 45 灰白
、,＇cヽ 39 5 12.5 27 4.60 吹白 Cl58 ぽぼ；c 33 12.8 35 4.08 灰白
、,’c’ 39 5 12.3 2.9 4.42 l火白 Cl59 ほぼ；c 3.i 11.2 28 3.45 にぶし a黄恰

、"’’ 39 5 13.8 31 5 50 l火白 Cl60 ほぼん~ 32.8 12.5 28 3.71 にふ情
、",, 39.4 l'.27 30 4.95 吸白 Cl61 ほぼん~ 37 12.7 32 4.02 灰白
‘元ー＇ ヽ 39.3 11.8 28 410 灰門 Cl62 欠 3S 11 31 3.03 灰白

完 39.3 13 28 4 74 にぶい黄杓 Cl63 ぽぽ完 37 12 31 3 53 にぶ＼噴黄杓

I完 39.3 12.4 31 4 29 にぶい黄柏 Cl64 ぽぽ完 37 13.5 33 414 灰白

完 39.3 12.6 2.6 519 にぶい甚杓 Cl65 欠 37.9 12.3 30 3 70 にぶい杓

ほぼ完 39 2 12 7 32 4 34 吸白 Cl66 ぽぽ完 38 12 J? つJ 3.82 灰白

完 391 12.2 2.9 4 52 にぶい凶樹 Cl67 ほぽ完 38 7 11.7 31 3 75 にぶい英杓

完 39 13.3 2.9 4.66 にぶい凶橙 Cl68 欠 40 12.8 31 417 灰白

完 39 12.5 2.9 4 82 にぶい鼓橙 Cl69 欠 42 11.9 3.4 5.00 焦褐

完 39 11.9 2.9 4 73 吹白 Cl70 迅梢に伴わ 土錘 完 51.8 16.3 32 11.61橙

完 39 13.2 J00 J 5 24 にぶい黄橙 Cl71 ないi白物 欠 50 19 41 1413 黄灰

ほぼ；し 39 121 31 3.94 吹白 Cl72 欠 47.8 18.8 J0" ' 1317 にぶい橙
、,＇cヽ 39 12.9 33 4 88 吹白 Cl73 ぽぼ；c 47.9 17.3 35 12 53 にぶい黄橙
、,’c’ 39 14.2 32 5 21 浅黄辟 Cl74 欠 431 16.5 3.6 10.46 にぶし a黄恰

、"’’ 39 11.4 27 3.62 l火白 Cl75 、>’L’ 4.i.5 11.4 37 10.20怜
、",, 38.9 l'.2.9 3.4 4.42 吸白 Cl76 、>.L• 421 lti.7 37 10.31 にぶい黄怜

ほぼ夫 38.9 11.5 28 3 70 灰黄 Cl77 ほぼ光 43 17.5 41 10 26 灰黄褐

完 38.9 12.3 2.9 4 06 にぶい黄杓 Cl78 完 68 15.9 42 17.31佑

I完 38.9 13.6 2 7 4.96 灰白 Cl79 ぽぽ完 61 7 11 30 7.36 灰黄褐

完 38.9 11.5 2.9 3.94 吸白 Cl80 完 61.6 13.3 33 9 78 にぶい戟杓

完 38.9 13 30 4 80 吸白 Cl81 完 56.8 10.7 32 5 55 苗灰

完 38.8 13 28 5 25 にぶい凶樹 Cl82 完 52.5 11.5 32 6 71焦

完 38 7 13.5 27 5 05 にぶい凶橙 Cl83 ぽぽ完 51 14 3.6 7.83 にぶい橙

完 38.6 12.9 2.9 4.45 にぶい橙 Cl84 ほぽ完 56 11.9 40 6.42 汲英橙

完 38 5 13.6 31 4 57 吹白 Cl85 完 53.2 9.1 32 414 にぶ＼洪橙

完 38 5 11.9 28 4 31 渇吹 Cl86 ほぼ元 50 11.6 2.9 5 51 にぶい黄橙
、,.c、 38 5 11.9 2.9 4 36 吹白 Cl87 ほぼ；c 51.2 10.3 32 4.85橙
、,＇cヽ 38 5 13.5 25 5 08 咀渇吹 Cl88 ぽぼ；c 49 10.5 31 4.87 灰白
、,’c’ 38.4 13.3 2.9 4 72 にぶし椅 Cl89 ほぼ；c 47.9 11.4 35 6.67 I火黄
、"’’ 38.4 1n 28 4 51 l火白 Cl90 、>’L’ 47.8 12.5 3.4 6.61 I火白
、",, 38.3 131 31 4 74 にぶい黄梅 Cl91 、>.L• 471 10.5 2 7 5.04 黒褐
‘元ー＇ ヽ 38 2 14 2 7 5 72 にぶ＼斗合 Cl92 ほぼ光 47.4 10.6 33 4.83 灰白

完 381 13 2.9 4.47 灰1'1 Cl93 ぽぽ完 44 7 10.7 2.6 4 75 灰褐

I完 381 12.9 32 4.43 にぶい黄柏 Cl94 欠 571 12.7 28 8 77 灰黄褐

完 38 131 33 5 04 にぶい甚杓 Cl95 欠 53.8 11.2 32 5.90 灰戟褐

完 38 12.9 2.9 4 54 吸白 Cl96 欠 sci 1 12 J? つJ 6 78 にぶい苗杓

.£.ill. 完 38 12.2 32 3 80 収白 Cl97 欠 51 7 13 32 7.80 にぶい杓

言
ほぼ完 38 14 32 516 灰白 Cl98 欠 52.2 12.3 32 619 灰白

完 37.9 11 7 28 3 74 にぶい橙 Cl99 欠 51.4 10.5 42 5.24 にぶい英橙

完 37.7 12.7 2.9 418 にぶ＼屯i C200 欠 49.5 10.9 30 4.94 灰白

.£ill. 完 37.6 12.5 J00 J 4 30 吹白 C201 欠 46.3 10.2 27 3 42 灰白

Cl17 、,.c、 37.6 12.5 27 414 吹白 C202 、,c.. 421 10.5 31 焦渇
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掲故
遠構名 滞柚 状態

ilti!!Uf直 (mm) 正甘f
色批l 掲故

坦措名 怜柚 状態
Jtil!Uf直 (mm) 軍呈

色閲
番号 最大長最大輯最大厚 (g) 番号 最大長最大輻最大厚 (g) 

二 遠構に伴わ 土鍾 完 451 11.2 3.4 4 57 灰1'1 C246 遠構に伴わ 土鈍 完 401 12.9 35 5.64 灰1'1

..£lll±. ないば物 ほぼ完 42 7 10.8 31 4.40黒 C247 ない坦物 完 40 2 15.1 3.6 7.80 灰白

C205 ほぼ完 40.3 12.2 33 5 56 吸甚 C248 完 38 13.3 2.9 4.91 灰白

完 44 12.6 3.6 614 にぶい杓 C249 完 39 13 3.0 5.67 灰白

ほぼ完 43.3 11.2 J?? J 5 07忠 C250 ほぽ完 37 11.7 32 3.87 仄白

完 41 7 10.4 31 4 20 灰褐 C251 ぽぽ完 37 5 13.7 J?? .J 5 76 汲戟橙

完 41 10.4 30 3.49 黒褐 C252 ほぽ完 37 11.9 37 4.95 褐灰

完 40.3 10.3 J00 J 414 吹仇 C253 ほほ完 37 12.5 34 4.30 にぶ＼洪橙

完 39 5 11.5 31 4 34黒 C254 ほぼ元 35.9 12 2.8 4 51 灰白
、,•c. 391 10.5 30 4 40 吹渇 C255 

、,c.. 
35.7 11.9 35 4.02 灰白

、,•c. 35 4 11.3 31 4 71黒 C256 ぽぼ；c 35.6 12.9 3.0 5 49 灰白

ほぽ；L 35.9 10.7 2.9 3 82辟 C257 ほぼ；c 33.7 12.5 4.3 4.20 にぶし a黄恰
、"', 36.8 11.5 35 5 22 ！こぶい黄辟 C258 欠 45 10.4 3.0 4.70 にふ溝恰

ほぼ；L 34 111 3.6 3 78梅 C259 ほぼん~ 417 12.2 2.9 5 57 にぶい黄怜

ほぼ夫 34 11.6 32 4 23 褐灰 C260 欠 3 75 8.9 27 2 57 にぶい黄恰

ほぽ完 34 13.3 3.4 5 27柏 C261 欠 35 5 9.1 35 2.85 灰黄褐

I完 34 12.9 38 5.63 にぶい黄柏 C262 欠 38 9.2 2.9 1.92 にぶい黄杓

完 34 10.8 4.4 419 吸白 C263 欠 41 9.2 2.8 315 褐灰

完 33 5 12.6 38 5 54 褐吸 C264 欠 芍J .J ？ 10.3 2.8 3 70 灰白

欠 33.6 10 7 2.9 3.61 にぶい凶樹 C265 欠 44 10.7 31 4.31 褐仄

完 34 7 11.4 28 416 忠褐 C266 欠 46.6 16.8 31 11.48橙

完 34 7 10.3 28 3.60 黒褐 C267 欠 41 7 15.3 37 8.45 灰英褐

ほほ完 34.9 11.9 2.9 4 43 にぶ＼洪橙 C268 欠 51.3 11.8 3.2 514 灰白

完 58 13 28 8 09 渇吹 C269 欠 47.3 13.8 2.7 5.92 灰白

ほぼ；し 60 13.5 J0" ' 8 02 渇吹 C270 欠 43.6 14.7 J?? .J 8.04 灰白
、,•c. 58.6 15 38 10 20 吹白 C271 欠 45.3 13.4 2.8 5 949 にぶい黄橙

ほぽ；L 52.7 13.3 30 8.96 にぶし a黄辟 C272 欠 45.6 12.7 31 5.97 にぶし a黄恰

ほぼん： 53 15.6 41 10 29 ！こぶ＼斗音 C273 欠 45 12.7 3.4 7.01 I火黄褐

ほぼ；L 49.9 14.8 40 9 00 吸黄 C274 ほぼん~ 41.8 13.3 2.6 5 71 にぶい黄怜

‘元ー・ 50 5 14 7 3.9 10 28 灰黄 C275 ほぼ光 46.4 12.9 41 6.37 灰白

完 49.4 13.2 38 7 82 灰1'1 C276 欠 41 15.2 37 8.43 戌黄

ほぼ完 49.6 13.5 2 7 7 22 にぶい黄柏 C277 欠 39.6 12.2 3.4 5.69 褐灰

完 屁 1 14 7 3.9 8 02 吸甚 C278 欠 37.4 11.8 3.4 4.01 灰白

C236 完 47.8 15.3 35 8.66 吸戟褐 C279 欠 39.8 13.9 37 6.42杓

C237 ほぼ完 47 14.6 31 714 汲凶樹 C280 欠 38.8 11.3 2.6 413 にぶい英杓

CC22338 9 
ほぼ完 46.4 14 7 4.4 7 86 にぶい凶橙 C281 欠 32 10.9 3.0 3.64 灰褐

完 461 12 7 32 7 30 汲鼓橙 C282 紐錘車欠 35 7 30.3 21.6 18.67 灰褐

~ 完 45 4 13.8 J00 J 7 26 l火白 C283 羽n 欠 4.8 5.9 1.6 6718 灰白

..£.ill. ほぼ；L 45.3 13.9 32 ti 30 吸白 C284 羽U 欠 31 39 24.0 2716 にふ溝恰

~ ほぼ尤 40 2 11.3 3.4 5 01 渇灰 C285 斗JU 欠 38.9 29.0 2179 にぶp恰

C?-43 ほぽ完 44 7 14.8 3.6 7.61 褐灰 C286 土鈍？ 欠 61.9 31.3 72 56.06 浅黄

.£.lli. 完 45 2 15.6 3.6 10.40 にぶい黄柏 C287 硝 欠 100.3 54 44.0 18910 にぶボf
C245 ほぼ完 44 12.8 37 5 74 褐吸 C288 碑 欠 80 5 77 30 1 224.41 にぶい杓

北溝手遺跡
掲載

退枯名
地

状態
Ml乳削irt'I(mm) 重号

色渕
掲載

点構名
地

器槽 札態
叶複H直 (mm) 咀号

色謁
番号 |メ 器槽 最人長最人輻最人I'¥ (g) 届サ |メ 最人長最人輻最人l序 (g) 

旱 河迫 1 IV~lll『社見品 X. 30 7 58 0 10.3 17.21橙 C32 河近2 I土錘 ほぼ完 37.6 115 37 4.89 にぶい栓

号
性彬土見晶欠 75.0 96 0 13.0 11213 にぶIヽ橙 C33 完 35.4 12 5 2.8 5.21 にぶい褐

羽n 欠 54.9 67 2 24.2 94.71 にぶしヽ 橙 C34 完 33.5 111 31 3.86 にぶい褐

C04 村穴 1 I I錘 欠 25.2 10 1 2.7 2.36 患渇 C35 ほ＇ま完 34.2 12 0 2.9 4.75 駄褐

二 消 1 I I錘 ほぼ尤 46.2 13 5 2.2 713 にぶい貨橙 C36 9ヽ,し, 31.4 113 J? .J - 4.01 m褐

C06 欠 38.2 113 2.9 4.39 にぶい黄橙 C37 ほ＇ま尤 31.3 115 3.8 3.6 黄駄

C07 ぼ合甜まり 2 I I錘 ほぼ；L 57.0 13 8 3.2 8.98 I火黄褐 C38 羽口 欠 70 67 2 25 . .i 108.39 -

二 河迎2 I I錘 ," ,, 60.0 15.4 3.2 12.63 褐I火 C39 欠 31 52 5 10.0 39 . .il -

二 ほぼ尤 57 2 13 7 3.5 7.42灰 C40 おはしき I尤 23.0 24.4 19.0 13.05 にふし湘

迂
ほぼ完 52.8 11 2 3.3 o 78 にぶい黄桁 C41 完 24.5 20 5 22 2 11.61 にぶい杓

ほぼ完 52.3 10 7 3.4 4 72 戊黄桁 C42 硼 久 (112 0) 73 0 53.0 396.02 にぶし;杓

ユ 完 47 7 91 31 3.93 黒褐 C43 河逆 2 II JJU 欠 67.5 62 0 26.0 8019 -

Cl3 完 岱 2 115 37 ci.53 にぶい杓 C44 欠 58.0 54 0 80.0 62.3 -

ほほ完 49 7 113 37 c.31 黒褐 C45 土綽 完 471 11 2 Jつ.Jつ 5 78 にぶい箕杓

ほぽ完 51 2 12 8 31 7.54 にぶ＼ヽ 杞 C46 完 431 17 4.0 10.02 にぶい叫E
ほぼ完 51.5 15 5 4.0 9 77橙 C47 ほぼ完 55 12.9 2.8 7.91 灰位

ほぼ完 48.8 15.4 4.4 9.4 黒褐 C48 河迫2 III おはじき完 52.0 47 0 14.8 46.93 灰赤

完 46.2 12 5 2.9 6.44 にぶしヽ 橙 C49 土錘 ほぼ完 50.5 12 5 4.4 7.72 用褐

ほぽ完 46 119 J?.J ? 5.63 患渇 cso ほ＇ま完 52.0 13 8 4.2 7.79橙

ほぼ尤 451 118 3.0 4.67 にぶい貨橙 C51 ほぼ尤 48.4 141 J?.J ? 8.68 にぶし項t橙
ほぼ；し 44.2 10 0 2.5 4.21 褐肱 C52 ほ＇ま尤 45.2 10 0 2.2 4.42橙

ほぼ；L 43.8 8.4 2.7 2.72 にぶし傭赤褐 C53 ほ＇ま尤 38.8 98 2.7 3 . .i4 ~ 褐
欠 44.6 12 2 3.0 .i.75橙 C54 ほぼ尤 37.0 14.6 2.6 6.47 にふし湘

欠 42.0 14 2 3.8 6.08 にぶし中橙 C55 碍 欠 8ti.2 ti2 5 50.0 192.91 灰褐

欠 43.5 13 8 31 7.62 にぶい黄桁 C56 河迎3 v曙 欠 57.0 77 0 27.0 132.36 暗赤灰

ほぼ完 42 2 149 4.0 7.01 にぶし濱黄杓 C57 久 60.0 75 0 59.0 265.31 にぶい黄杓

完 41.0 10 9 3.5 3.88朽 C58 欠 74.5 80 0 54.0 301.99 灰黄

完 39 2 10.4 32 3 75杞 C59 羽口 欠 62.5 47 2 23.9 68.45 にぶい笛杞

ほぼ完 40.36 10 8 37 3 78 にぶい戟杞 C60 迎構に件わ TI 土綽 ほぼ完 37.2 12 0 2.8 4.ci7 灰褐

欠 351 10 1 2.8 3.53 にぶ＼ヽ 杞 C61 ない点物 V'  欠 43 79 12.ci 

ほぼ完 38.9 113 3.2 4.27 黒褐
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表10 新旧遺構名称対照表

総社遺跡

新逍構名 旧遺構名称

土賠 1 湿 9

I !ll'.2 :'io23 

土賠3 Xa33 

土堀 4 渇30

土地 5 Xo34 

I遮 6 盆井戸泊跡:lo7 

土賠 7 盆廿戸遠罰:lo9 

土堀 8 令井戸塁跡渇6

土地 9 Xol6 

I !¥!.'.10 Xo26 

十．賠11 盆廿戸洪罰:lo3 

土既12 令井戸選跡渇4

土地13 令井戸迅跡:loll12 

溝 l Xo 1・8 

溝 2 Xo3・7 

溝 3 Xa2 

溝 4 :-io4 

消 5 Xo5 

溝 6 :io6 

溝 7 Xa35 

溝 8 令井戸退跡:'108 

溝 9 Xo22 

溝10 :'io27 

堀 l Xal2 

堀 2 Xo.14・17 

堀 3 Xo20 

堀 4 Xo28 

堀 5 :-io25 

土早 Xo.15・24 

塚 XolO 

|、かり 金井戸沼跡:lol・2・10

柱穴 1 盆廿戸洪罰P24

北溝手遺跡

新坦構名 旧迫構名称

土地 1 Xoll 

I t¥!.'.2 Xol2 

十．賠3 :-io24 

土堀 4・5 >.o.27 

土地 6 Xol5 

I !¥!.'.7 Xol4 

十見財さ1 :io7 

土既菜 2 Xo5 

炉 1 Xol9 

炉 2 Xo22 

溝 l :-iol7 

溝 2 Xa26 

土器油まり 1 :-io20 

I器甜まり 2 Xo23 

I沿消まり 3 :'¥08 

河氾 1 Xal・2・13 

河迫 2 Xo21 

刈迫3

時期

咋生～占始時代

弘生時代前期後笑

弥生時代

縄文叶代晩期以府

縄文時代晩期

弥牛時代後期

弥生時代後期

弥生時代後期

中柑

中世

中世

中世

近世

弥牛時代中期前f

弥生時代中期前半

弥生時代中期前半

弥止叶代中期前葉

6C後免

6C紀後蛤

占J肖時代後半以将

弥止叶代後期

1[1柑～近柑

中世～近世

中世～近I!!

中 1u~近ILI

中柑～近川

中世～近世

中世～近世

中川~～近 ILI

近柑

近世

弥生時代後期

時期

SC前十

SC前半

平安時代

8C後半-9C前半

近世

近世

12C後半-13C

鉗合時代

平安時代

平安時代

IOC 

8C後半

13C 

8 -lOC 

13C 

弥生～占始時代

古代～中[LI

古代～中柑

金井戸遺跡

新逍構名 旧逍構名称 時期

掘立柱建物 l Ku49 13C 

掘立柱仕物2 l'inl5・16 平安時代

掘立柱建物3 Kull・13 半安時代

掘立ti建 物4 Kul4 平安叶代

掘叶l建 物5 Kn31 乎安時代

掘＼）柱佳物6 Ku30 平安時代

掘立柱建物 7 Knl9 半安時代木～中世

掘立杵建物8 Ku8 平安叶代

掘すれ建物9 Kn50 平安時代

掘＼）柱佳物10 Ku3 10世紀

柱穴列 l Kn38 半安時代

杜穴列 2 Ku51 9C後半

ti穴列 3 Kn28 lOC後f~11c前半

I芯 1 Ku48 13C 

I屈 2 Kn 1 14C 

土晩3 Ku24 IOC 

土地4 l'in46 乎安叶代

I fl;S Ku40 平安時代

1は6 l'in6 古代～中世

土堀 7 Ku36 IOC 

土地 8 Kn42 lOC 

上fi;9 Ku41 lOC 

口i;:JO l'in39 lOC 

炉 1 Ku27 半安時代

炉 2 Ku29 平安叶代

炉 3 Kn34 乎安時代

炉4 Ku35 平安時代

溝 1 Kn 1 9C後半-IOC訓半

消 2 Ku!O 平安叶代

滞 3 Knl2 平安時代

溝 4・5 Kul7 平安時代

溝 6 Kn25 半安時代

消 7 Ku45 半安時代

消 8 Kn47 乎安時代

溝 9 Ku44 平安時代

溝10 Kn43 ＋安時代

満11 Ku4 半安時代

酒12 !'in 7 乎安叶代

浩13 Ku33 平安時代

洲泊 l'in5 古代～中世

土鈍年措 Ku20 半安時代

ti穴 1 P21 lOC前乎

fl穴 2 Pl08 9C後十
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総社遺跡
図版 1

1 塚

（西南から）

2 塚断ち割り

（南から）

3 塚主体部

（南東から）



図版 2
総社遺跡

1 堀 1

（南東から）

2 堀3

（西から）

3 溝 1・2・4

（南西から）



1 溝5・6西半

（北東から）

2 溝7

（西北から）

3 VJ[区弥生時代全景

（北西から）

総社遺跡
図版 3



図版 4
総社遺跡

1 土壊 1 (南から） 2 土堀3 (南西から）

3 土堀5 (南西から） 4 土壊9 (南東から）

5 土堀 10(西から） 6 土壊 11 (南西から）



総社遺跡
図版 5

ね

11・12 : 溝 4

20-23: 遺構に伴わない

縄文土器・弥生土器

S9 S10 S11 Sl S12 S13 S14 

S2 S4 S3 S5 S8 S15 S16 

S17 S18 S19 S6 S7 

s1~7: 溝I S8: 溝4 s9~23: 追構に什わない

2 石製品



図版 6
総社遺跡

17 
柱穴 1

13 
溝 6

38 
堀 4

50 

37 

42 
51 

塚

65 

49 
48 

37: 堀 3 42・44・48・49 : 土塁

73 26 

35 
:6£) 

30 

79 
57 

70 

26・27 : 1屈1 30・34 堀2 35 堀 3 57: 塚 73・78・79 下がり 71 下がり

遺構内出土土器・陶磁器



総社遺跡
図版 7

M11 

M2 M14 

M15 

M17 
M22 

M19 
M20 

M9 

M21 

M39 

M43 

M40 

M44 

M41 M42 

M24 M25 M26 MIJ M23 

M27 M28 M32 M34 M35 

Ml: 堀2 M2: 堀4 119~11·13 : 土累 Ml4·15·17·19~28: 塚 1¥132: 下がり M34·35·39~44: 還構に伴わない

1 鉄•青銅製品

C2 

C3 C1 C4 cs W1 
Cl: 堀2 C2: 溝9 C3-~5: 遺梢に伴わない 下がり

2 土製品 3 木製品



図版 8
金井戸遺跡

1 掘立柱建物 1

（東から）

2 掘立柱建物2

（南から）

3 掘立柱建物3

（南から）



1 掘立柱建物8

（南から）

2 掘立柱建物9

．柱穴列2

（南から）

3 掘立柱建物 10

（南から）

金井戸遺跡
図版 9



図版 10
金井戸遺跡

1 溝 1

（西南から）

2 溝 2-5

（南東から）

3 溝 11-13 

（南東から）



金井戸遺跡
図版 11 

1 土壊 1

（南東から）

2 土塘2

（南から）

3 土壊9

（南西から）



図版 12
金井戸遺跡

1 土堀3 (東から） 2 土壊5 (南西から）

3 土壊8 (西から） 4 柱穴列2-P 2 (南から）

5 土錘出土状況（南から）



25 
土は2

33 

34 

35 

金井戸遺跡

1 土壊 1出土土器

26 

36 

37 

42 
十塊9

土壊10

2 遺構内出土土器・瓦

図版 13

27 土堀3

， 杜穴夕リ2

87 

邸

溝l

94 
溝10



図版 14
金井戸遺跡

48 

46 80 

47 63 

83 
106 柱穴

108 
97 

河近

遺構内出土土器

204 

129 
140 

131 141 

135 206 205 

2 遺構に伴わない遺物①



金井戸遺跡
図版 15

148 

゜
150 

177 

146 226 

203 

213 

一216 219 

245 

232 

1 遺構に伴わない遺物②

Cl 
建物6

C41 河道

2 土錘 3 羽口



図版 16
金井戸遺跡

M2 巳
M3 

~.4 

M12 

M13 
M7 

M18 
M28 M14 

M6 

M21 

M32 

M'33 

M29 M30 M31 M34 M35 

~11-3: 建特6 M4: 土J#l M6・7・12・13 : 杵穴 ~114 : 河追 Ml8・20・21・28-35 : 逍椛に伴わない

鉄製品

C23 

C3 
C16 

C2 
C4 

S2 

C196 C195 

C237 C234 C286 

C288 C287 

C2: 建物10 C3: I堀1 C4: I堀7 Cl6・23 : 杜穴 ほか・ 逍構に1半わない
遺梢に伴わない

2 土製品 3 石製品



北溝手遺跡
図版 17

1 I区古代全景

（東から）

2 皿区北半完掘状況

（南西から）

3 V区完掘状況

（南から）



図版 18
北溝手遺跡

1 土堀墓 1

（南東から）

2 土堀 1

（南西から）

3 土壊2

（西から）



北溝手遺跡
図版 19

1 溝 1

（西から）

2 溝2

（南東から）

3 土器溜まり 2

（南から）



図版 20
北溝手遺跡

1 土器溜まり 3

（南から）

2 河道2 I区北壁

（南東から）

3 河道2 ill区北壁

（南西から）



北溝手遺跡
図版 21

78 

t] 

146 

96 

164 

，
 

162 

49 

Cl 

河道 1出土 弥生時代の土器・土製品



図版 22
北溝手遺跡

20 23 
25 

66 212 
61 

74 

199 

231 
159 237 

233 
235 

236 

249 

遺構に伴わない 河道 1

古墳時代の土器



北溝手遺跡
図版 23

土壊1

2
 

3
 

土壊 1・2出土土器

265 
l堀4-5

275 

276 

5
 

309 

6
 

土哄2

297 
「器泊まり l

320 

278 314 

溝1 土器溜まり 2

2 遺構内出土土器・土製品



図版 24
北溝手遺跡

359 

410 

361 

涵

368 

姐

485 

3TI 

378 

269 

柱穴3

383 

416 

420 

421 

428 

L
 

400 

401 

404 

405 

429 406 

371 
422 

437 河道2

淀6

387 527 
河道3

遺構内出土土器



北溝手遺跡
図版 25

454 
528 

512 河道3

462 
455 

河道2

1 河道2・3出土瓦（上 1/2・ 下 1/3) 

S9 -・- S2 

S3 S4 

河逆2

C42 
Cお

C57 CSB C43 C45 

C42・43・45 : 河逍2 C56-58 : 河逆3

2 河道2・3出土石製品・土製品



図版 26
北溝手遺跡

254 

252 253 

2お 256 257 

1 土壊墓 1 出土青磁•青白磁

怨 336 

349 
335 337 

350 351 352 356 

2 土器溜まり 3出土土器



北溝手遺跡
図版 27

476 

501 

502 503 

504 506 
507 

505 

521 

523 524 525 

480 481 508 

521--523 : 河道3 ほか：河道2

1 河道 2·3 出土青磁• 白磁

M27 

＇ 
＇ M19 ． 

M33 
- M18 

i 
M32 

M30 

＇ M1 
M26 

~ ~ 

M3 ... I 、- M13 

M12 M36 M15 M29 

2 河道 2出土鉄製品



図版 28
北溝手遺跡

540 認7
541 

542 

怨 549 554 551 

539 

546 

C61 

547 

近世の陶磁器 2 近世の土製品

M49 
M40 M41 

M42 

M37 M38 鴎

M50 

M48 

M44 M51 
M45 匹

M47 

3 近世の鉄・青銅製品
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所在地 コード 調在

所収遺跡名 お岡かぐ山ま県ltAそ総う社じや市し
市町村 悶跡番号

北緯 東経 調在期間 面梢 調査原因

（面）

そ総う社し←逍いせ跡き そ総うしゃ 2001. 4 
社ほか 332080852 34゚41'15" 133°46'15" 

-2003.12 
7,148 一 般 国 追

か金な井い戸と遺いせ跡ぎ か金な井い戸と 2002.12 
180号総

33208 34゚41'10" 133°46'23" 3,265 社・一宮
-2003. 6 

Jゞ イパス
北きたみ溝ぞ手て逍いせ跡き 北きt・溝みぞ手て

332080806 34゚41'12" 133゚46'30"
2001. 7 

7,378 建設
-2002.1 

所収逍跡 柾別 主な時代 主な遺構 主な逍物 特記事項

縄文時代 土欺•土器溜まり 縄文土器

集落 弥生時代 土壊・ 溝・ 河道 弥生土器・打製石包T・ 石鍬

総社遺跡 古墳時代 溝 須忠器•土師器

居館 中世～近世 土塁・ 堀・ 塚
土師器・ 陶磁器・備前焼・ 土錘・

国府氏居館
古銭・鉄製品

掘立柱建物・土堀・
須恵器•土師器・緑釉陶器· 灰釉

金井戸逍跡 集落 古代～中川
鍛冶炉・ 溝・ 河道

陶器• 石帯・ 油老錠・ 羽n-土

錘・ 瓦

集落
弥生～古墳時

十．欺•河道
弥生十盗初期須恵盗• 須恵盗• 十．

代 師悩•分銅形 I嬰．製品・砥伍

北溝「遺跡
土堀墓•土堀· 鍛冶

須恵器• 土師齢・ 緑釉陶器・灰釉

巣落 古代～中世
炉• 溝• 河逍

陶器・ 青磁• 白磁・ 青白磁• 羽

口• 土錘・瓦• 石鍋

総礼遺跡では一重の堀と、堀に扶まれた土塁が検出され、地几に伝えられていた戦田武将田

府市正の居館の 部である可能件が層高まった。

金井戸遺跡は占代～中世の集落で、平安時代の掘立杵建物群が検出されたが、両庇建物が存

在し、古代～中世の河道から石帯や海と錠、越州窯青磁などが出土していることから、官人層

要 約 の居宅や官的に準ずる公的施設の可能Hが考えられる。

北溝手遺跡は金井戸遺跡の徴高地の東端から低位部に位掴し、金井戸遺跡の集治の縁辺が確

認されにその緑辺部で検出された中世の土煽簗には中国製磁器が豊富に副葬されていた n • 方、

基盤層から弥生時代から古培時代の土器が多量に出土し、全域が自然洲道の流路内と想定され

るC 特に初期須恵器の存在が、地域付も併せて注日されるの
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